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六
十
年
三
月

各
務
原
市
資
料
調
査
堡
呈
暴
五
号

各
霞
市
文
書
史
料
目
録
四各

務
湯
教
育
寶
会





各
務
原
市
文
書
史
料
目
録
四



宇

各
務
原
市
は
、
市
制
施
行
以
来
日
々
に
発
展
を
続
け
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
は
る
か
昔
か
ら
、
緑
山
清
渓
の
豊
穣
な
大
地
に
育
ま
れ
な
が
ら
、 

祖
先
の
営
々
と
し
た
努
力
に
ょ
っ
て
す
ば
ら
し
い
文
化
が
築
か
れ
て
、
今
日
の
姿
に
な
っ
て
き
た
と
い
ぅ
長
い
歴
史
の
恩
恵
に
ょ
る
も
の
で
す
。
そ
 

の
歩
み
を
探
究
し
、
ま
と
め
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
市
教
育
委
員
会
で
は
市
史
の
編
集
に
着
手
し
、す
で
に
「考
古
巻
」
「史
料
編
古
代•

 

中
世
巻
」
「史
料
編
近
世
I
巻
」
の
三
巻
が
既
刊
さ
れ
、
近
々
「史
料
編
近
世
n
巻
」
「民
俗
巻
」
の
二
卷
も
編
集
刊
行
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

市
史
の
編
集
に
先
だ
ち
、
市
内
の
旧
家
•

社
寺
等
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
古
文
書
等
を
調
査
し
、
多
く
の
資
料
を
収
集
•

整
理
し
て
き
ま
し
た
。
そ
 

の
貴
重
な
資
料
の
保
存
と
活
用
の
便
を
は
か
る
べ
く
、
『各
務
原
市
資
料
調
査
報
告
書
』第
一
号
か
ら
第
四
号
を
す
で
に
刊
行
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
 

回
第
五
号
を
公
刊
で
き
る
運
び
と
な
り
大
変
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
報
告
書
は
、
「文
書
史
料
目
録
」
1
*
一
_
1

一
の
ぁ
と
を
ぅ
け
て
四
と
し
て
、
旧
家
ゃ
広
報
会
な
ど
所
有
の
文
書
を
収
録
し
ま
し
た
。
先
の
三
 

冊
と
あ
わ
せ
、
ま
た
『各
務
原
市
史
』
と
共
に
、
郷
土
史
研
究
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
広
く
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

編
集
刊
行
に
あ
た
っ
て
、
快
く
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
資
料
所
蔵
者
の
方
々
、
ご
指
導
を
お
願
い
し
た
市
史
編
集
委
員
の
先
生
方
、
ま
た
本
書
 

を
作
成
し
た
市
史
編
集
係
の
諸
氏
に
対
し
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
、
あ
わ
せ
て
今
後
の
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

昭
和
六
十
年
三
月
二
十
二c



次

一
永
井
好
之
氏
所
蔵
文
書
(

追
加
分
)

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

一

二
三
井
町
広
報
会
所
蔵
文
書
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
..
.
.
二

三
鵜
沼
古
市
場
町
広
報
会
所
蔵
文
書
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

四

四
大
竹
富
美
子
氏
所
蔵
文
書
(

追
加
分
)

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
八

五
林
七
郎
氏
所
蔵
文
書
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

一〇

六
小
林
幸
彦
氏
所
蔵
文
書
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

.
一三

七
坂
井
峯
氏
所
蔵
文
書
(

追
加
分
)

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

三四

八
永
田
長
年
氏
所
蔵
文
書
(

追
加
分
)

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

三四

内
分
分
知
の
旗
本
に
つ
い
て
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

四
九

——
旗
本
坪
内
氏
内
分
坪
内
嘉
兵
衛
家
を
例
に
——

後
 
記

干
支
早
見
表



内野新田入組一件百姓連判内済取替証文（林七郎氏所蔵文書）
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例

本
史
料
目
録
は
、
各
務
原
市
に
か
か
わ
る
古
文
書
の
ぅ
ち
、
在
地
の
近
世
•

近
代
史
料
を
中
心
に
、
所
蔵
家
ご
と
に
次
の
項
目
に
従
っ
て
分
類
整
理
し
た
も
の
で
 

あ
る
。
(

岐
阜
県
歴
史
資
料
館
史
料
分
類
例
に
ょ
る
)

一
近
世
史
料
の
分
類
(

原
則
と
し
て
天
正
十
年
代
〜
慶
応
四
年
)

㈠

支
配
関
係
 
㈡

土
地
関
係
 
㈢

貢
租
関
係
 
㈣

村
政
関
係
 
㈤

土
木
•

水
利
関
係
 
㈥

産
業
•

金
融
関
係
 
㈦

交
通
関
係
 

㈧

社
会
関
係
 
㈨

文
化
関
係
 

二
私
文
書
史
料
の
分
類
(

近
世
•

近
代
と
も
)

㈠

家
関
係
 
㈡

土
地
•

家
業
関
係
 
㈢

生
活
•

文
化
関
係
 

三
近
代
史
料
の
分
類
(

原
則
と
し
て
明
治
元
年
以
後
昭
和
二
十
年
)

㈠

国
•

県
関
係
 
㈡

土
地
関
係
 
㈢

租
税
関
係
 
㈣

村
関
係
 
㈤

土
木
•

水
利
関
係
 
㈥

勧
業
関
係
 
㈦

運
輸
関
係
 
㈧

社
会
関
係
 

㈨

文
化
•

教
育
関
係

史
料
の
記
載
は
、
年
次
•

表
題
•

数
量
の
順
で
あ
る
。
年
次
は
、
年
号
•

年
•

月
(

一
部
分
年
号
•

年
)
ま
で
と
し
、
日
は
省
略
し
た
。
年
号
未
詳
、
月
の
み
の
 

も
の
は
、
不
明
の
ま
ま
記
載
し
た
。

表
題
は
、
原
文
書
に
明
記
し
て
あ
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
記
載
し
た
が
、
内
容
を
示
す
た
め
(
)
で
囲
ん
だ
り
整
理
担
当
者
で
仮
表
題
を
付
け
た
も
の
も
あ
る
。 

な
お
、
原
文
書
中
の
旧
漢
字
は
現
代
漢
字
に
あ
ら
た
め
た
も
の
も
あ
り
、
用
字
•

用
語
の
不
統
一
は
了
解
さ
れ
た
い
。

簿
冊
•

綴
あ
る
い
は
一
紙
文
書
か
、
そ
の
形
状
お
ょ
び
大
き
さ
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
本
意
で
あ
る
が
、
そ
の
区
別
は
省
略
し
た
。

本
文
書
史
料
目
録
は
、
第
一
〜
三
号
の
発
刊
以
後
、
五
十
九
年
十
二
月
ま
で
に
調
査
を
許
さ
れ
た
も
の
を
掲
載
し
た
。
調
査
が
行
き
届
か
ず
未
見
の
文
書
等
は
、 

機
会
が
あ
れ
ば
今
後
追
録
す
る
。

こ
の
史
料
目
録
の
作
成
は
社
会
教
育
課
市
史
編
集
係
長
斎
藤
文
彦
•

同
主
事
後
藤
光
伸
•

上
村
惠
宏
•

同
嘱
託
増
田
'

iL郎
•

川
原
田
京
子
•

星
野
文
子
が
担
当
し
、 

市
史
編
集
委
員
長
の
唆
阜
大
学
教
授
野
村
忠
夫
先
生
•

市
史
編
集
委
員
の
岐
阜
大
学
助
教
授
松
田
之
利
先
生
に
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。



新規瓦職取立出入内済証文（小林幸彦氏所蔵文書）

更木村ュ合村ュ付誓約書（三井町広報会所蔵文書）
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人
々
H

一
永
井
好
之
氏
所
蔵
文
書
(

追
加
分
)

(

各
務
原
市
那
加
桜
町
)

(

編
年
の
ま
ま
)

一

寛
永
二
年
r
一
月
知
行
村
高
書
立
覚
 

二
貞
享
元
年
七
月
七
兵
衛
井
一
門
之
者
和
合
手
形
 

三
元
禄
四
年
九
月
前
渡
村
野
方
支
配
取
替
手
形
 

四
元
禄
七
年
一
一
月
免
合
訴
訟
願
 

五
年
未
詳
二
月
拾
町
野
増
免
一
件
訴
訟
 

六

//二
月
天
王
宮
疑
前
之
儀
二
付
口
上
書
 

七 
ッ 
四
月
片
山
勘
助
書
状
 

A
ク 
五

月

//

九 
〃 
八
月
藪
典
膳
書
状
 

一〇 
か 
一
一
月
野
方
年
貢
割
申
付
規
則
 

一ー 
ク 
ニ
月
濃
州
旗
本
知
行
所
尾
州
藩
取
締
通
達
 

一
二
年
月
未
詳
 
北
島
植
松
取
払
一
件
訴
訟
 

ク 
片
山
辰
之
介
書
状

一四 
ッ 
奉
願
御
口
上
之
覚
(

質
地
取
戻
添
願
口
 

上
覚
)

一
五
明
治
一
七
年
九
月
町
村
会
議
事
細
則
認
可
□
之
件
ユ
付
取
 

調
通
達

一
六
明
治
一
八
年
四
月
差
入
証
券
(

竜
泉
寺
)

一
七
昭
和
四
年
四
月
領
収
証
(

桃
林
庵
授
成
)

一
八
昭
和
三
三
年
：月
永
井
家
分
家
に
対
す
る
協
議
事
項
 

一
九
年
未
詳
六
月
覚
(

受
取
)

二
〇
年
月
未
詳

 
地
所
借
用
証
文

一
年
月
未
詳

 
委
任
状
(

計
理
代
人
)

ニ 
ガ 
狂
歌

//遠
類
書
•

親
類
書
(

後
欠
)

 

(f

各
務
原
市
文
書
史
料
目
録
』
一
号
と
三
号
の
追
加
分
。}



三
片
町
広
報
会
所
蔵
文
書

(

各
務
原
市
三
井
町
)

(

国
•

県
関
係
)

:

 
明
治
三
〇
年
七
月
進
達
綴

二
明
治
三
一
年
一
月
宮
内
省
告
第
春
号
(

御
料
内
特
売
規
定
)

(

土
地
•

租
税
関
係
)

三
明
治
九
年
九
月
差
入
申
一
札
之
事
(

字
山
田
地
所
地
税
 

金
)

四
明
治
一
一
年
一
〇
月
証
(

地
券
税
)

五
明
治
一
二
年
九
月
組
山
地
券
人
名
記
下
 

六
明
治一

五
年

 
納
税
通
知
 

七
明
治
一
七
年
二
月
御
届
(

反
別
地
価
)

八
明
治
一
九
年

 
地
目
変
換
地
価
修
正
御
願
 

九
明
治
ニ
ニ
年
九
月
大
佐
野
村
ヨ
リ
編
入
相
成
候
分
 

I

〇
明
治
二
五
年
一
月
地
券
請
帳
調
印
之
儀
二
付
書
付
 

一

一

//土
地
台
帳
謄
本
 

一
二
明
治
四
一
年
度
 
県
税
等
級
戸
数
前
半
期
人
別
割
 

一
三
年
月
未
詳
 
稲
葉
郡
更
木
村
三
井
千
七
百
五
十
八
番
 

外
弐
筆
所
有
者
連
名
簿

(

村
関
係
)

一
四
明
治
七
年
七
月
為
替
書
山
之
事
 

一

五
明
治
ニ
ニ
年
一
二
月
救
荒
予
備
ユ
付
稗
収
入
之
帳
 

一
六
明
治
一
四
年
一
月
辰
冬
勘
定
帳

一七一八 
-

九 
二
〇ニーニニ二

三
二
四

二
五二六二

七
二八二

九
 

三
〇

三

一

三
二

明
治
一
四
年
一
二
月

明
治一

五
年
九
月
 

明
治
一
八
年
一
二
月
 

明
治
一
九
年
一
月
 

"

 
三
月
 

〃 
一
二
月
 

二
月
 

三
月

ガ 
八
月
 

〃 
九
月
 

明
治
二
六
年
五
月
 

明
治
二
七
年
一
月
 

明
治
二
七
年
度
 

明
治
二
九
年
六
月
 

明
治
三
〇
年
一
月

明
治
二
〇
年
 

明
治
二
四
年

三

三

//
//

三
四 
"

 
三
月
 

三
五
明
治
一
一
て
年
二
月

三
六
 

ッ 
八
月

三
七
 

ク

三
八
明
治
三
三
年
 

三
九
明
治
三
四
年
四
月

救
荒
予
備
儲
蓄
俵
組
帳
 

"
A%f
割
附
調
帳
 

"

 
稗
収
俵
組
帳
 

貸
金
帳

野
取
絵
図
帳
(

草
稿
)

誓
約
書
(

実
地
取
調
総
代
人
の
件
)

御
届
(

大
砲
場
下
草
刈
場
)

組
山
規
約
証

村
内
一
統
約
定
書
(

開
墾
の
誓
約
)

 

種
々
不
足
取
調
帳
 

御
料
林
開
墾
御
拝
借
願
 

納
入
通
知
(

立
木
払
下
代
)

請
書
(

御
料
林
拝
借
)

組
合
経
費
一
人
ユ
付
徴
収
方
法
 

御
料
地
貸
下
料

各
務
郡
小
佐
野
村
•

三
井
村
•

大
野
村
 

•

上
戸
村
ヲ
廃
シ
更
木
村
“合
村
-

一付 

誓
約
書

三
井
村
第
四
回
村
会
議
事
録
(

共
有
地
 

売
却
)

委
任
状
•

地
所
売
渡
之
証
 

御
料
林
払
下
ユ
関
シ
誓
約
ス
ル
事
 

戸
籍
ュ
関
ス
ル
諸
届
綴
 

御
料
林
拝
借
地
土
地
台
帳
訂
正
願
 

大
砲
場
下
草
料
取
立
記
 

元
御
料
林
分
筆
絵
図
下
調

四
〇
明
治
四
〇
年
六
月

四一四
二

四
三

四
四

四
五

四
六

四
七

四
八

四
九
 

五
〇

明
治
四
三
年
 

明
治
四
五
年
 

昭
和
四
年
 

昭
和
五
年
一
 

昭
和
一
二
年

一

 

年
月
未

更
木
村
告
示
第
一
四
号
(

尋
常
小
学
校
 

基
本
財
産
)

御
料
地
払
下
願
 

徒
米
取
立
帳
村
方
分
 

契
約
書
•

釈
迦
弥
陀
堂
修
善
仕
様
書
 

委
任
状
(

区
有
地
配
当
金
)

決
議
録
(

三
井
区
総
会
)

山
廻
組
番
帳

契
約
書
(

御
料
林
拝
借
主
一
統
)

正
税
雑
費
取
換
記
 

救
荒
予
備
(

仮
規
則
決
議
)

救
荒
予
備
私
蓄
地

(

土
木
•

水
利
関
係
)

五
一
明
治
三
六
年
七
月
官
林
畑
悪
水
掘
人
夫
記
 

五
二
明
治
四
四
年
一
二
月
建
議
書
(

郡
道
一
部
変
更
)

五
三
大
正一

五
年
六
月
請
願
書
(

蘇
北
水
利
組
合
ヨ
リ
除
外
及
 

三
井
池
埋
没
取
消
)

五
四
昭
和
六
年
三
月
契
約
証
(

境
川
放
水
路
敷
地
交
付
金
分
 

配
の
件
)

五
五
年
月
未
詳
 
各
務
郡
三
井
村
用
水
池
堤
塘

(

社
会
•

勧
業
関
係
)

五
六
明
治
一
：年
一
：月
証
(

石
高
割
拝
借
金
)

五
七
明
治
一
五
年
四
月
為
取
換
年
季
請
作
証
 

五
八
明
治
一
九
年
：;一
月
御
願
(

大
佐
野
村
掃
除
場
)

五
九
 

六
〇

六一六
二

六
三

六
四

六
五

六
六

六
七

六
八

六
九
 

七
〇
 

七

1

七
二

七
三

七
四

七
五

七
六

七
七
明
治
三一年：

二
月
 

七
八
明
治
三
二
年
三
月
 

七

九

//九
月
 

八
〇
明
治
三
三
年
六
月
 

八
一
明
治
三
四
年
六
月
 

八
二

 
〃 
一
〇
月

二
月

四
月

明
治
ニ
ニ
年
二
月
 

//

明
治
二
三
年
四
月
 

//
//

"

 
五
月
 

明
治
二
四
年一一

月
 

"

 
一
二
月 

明
治
二
五
年
一
月
 

〃 
三
月
 

"

 
四
月
 

明
治
二
八
年
三
月

自
明
治
二
八
年
 

至
明
治
三
〇
年

芝
居
諸
買
物
記
帳
若
連
中
 

見
舞
受
控
記

御
届
(

弾
丸
破
片
拾
得
一
件
)

手
続
書
(

 
〃 
)

賽
銭
記
簿
若
連
 

水
車
新
築
営
業
御
願
 

上
申
書
(

水
車
主
へ
定
約
ノ
義
)

//(
助
人
夫
)

水
害
地
約
定
 

震
災
報
告
 

貯
蓄
配
附
御
届
 

年
季
請
作
記

復
旧
エ
事
！5§
記

誓
約
書
(

震
災
荒
名
被
害
等
級
取
調
)

 

拝
借
地
名
義
書
替
請
求
書
 

//書
換
願

稲
葉
郡
更
木
村
三
井
区
地
内
山
林
会
々
 

員
連
名
簿

更
木
村
山
林
会
規
約
(

付
•

会
員
連
名
 

簿
)

衛
生
組
合
規
則

火
事
類
焼
二
関
ス
ル
区
内
申
合
規
約
 

拝
借
地
譲
渡
之
証
 

借
地
権
譲
渡
証
 

上
地
願

特
別
工
兵
演
習
：；付
損
害
木
及
被
害
等



八
三
明
治
三
八
年
三
月
 

八
四
明
治
四
〇
年
一
〇
月
 

八
五
昭
和
三
年
一
二
月
 

八
六
昭
和
五
年
一
二
月
 

八
七
昭
和
七
年
七
月
 

八
八
昭
和
九
年
四
月

八
九
年
月
未
詳

九
.

一
九
二

九
三

九
四

級
調
査
雑
費
帳
 

契
約
書
(

土
地
売
買
)

更
木
村
伝
染
病
予
防
委
員
組
織
規
定
 

入
金
案
内
(

更
木
信
用
購
売
組
合
)

豆
州
震
災
義
捐
金

始
末
書
(

竜
神
橋
無
断
架
橋
の
件
)

山
県
郡
谷
合
村
大
火
災
義
捐
金
醵
出
方
 

ノ
件

震
災
ュ
付
道
路
橋
梁
溝
川
土
手
崩
壊
及

耕
地
凸
凹
有
害
地
報
告

稲
葉
郡
更
木
村
三
井
地
内
損
害
反
別
取

調
書

損
害
木
調

出
作
水
害
地̂

契
約
書
(

伝
染
病
予
防
二
関
ス
ル
)

 

飛
行
場
見
取
図

鵜
沼
古
市
場
町
広
報
会
所
蔵
文
書

(

各
務
原
市
鵜
沼
古
市
場
町
)

一
五一六一七一八一九 

二
〇

ニー

(

村
関
係
)

明
治
I
年
一
二
月
 

明
治
ニ
ー
年

〃 
閏
-.月
 

//一
二
月 

明
治
一
三
年
七
月
 

//一
二
月

明
治
一
四
年
 

明
治
一
五
年
 

明
治
一
六
年
 

明
治
一
七
年
 

明
治
一
九
年一

 

明
治
二
〇
年

か 
一

明治一一三年

明
治
二
五
年
度
 

明
治
二
六
年

一
二
月

寅
総
勘
定
帳

凶
荒
予
備
儲
蓄
籾
取
調
帳

地
築
入
費
簿
並
西
川
多
門
講

卯
総
勘
定
帳

無
役
出
勤
帳

辰
総
勘
定
帳

金
銭
出
入
帳

巳
総
勘
定
帳

午
総
勘
定
帳

凶
荒
予
備
儲
蓄
金
取
立
帳

申
総
勘
定
帳

戌
総
勘
定
帳

土
龍
付
留
簿

亥
総
勘
定
簿

寅
総
勘
定
帳

雑
録
綴

事
務
引
継
帳

領
収
書
綴
込

雑
録
綴
込

雑
録
綴
込

雑
録
綴

領
収
書

二
三
明
治
二
八
年
 

二
四 
"
度
 

二
五
明
治
二
九
年

二
六
 
"

二
七
 

ク

二八 

ク

二
九
明
治
三
一
年
 

三
〇
明
治
三
二
年

三

ー

 
ク

三
二
明
治
三
三
年
分
 

三

三

//

三
四 
ガ 

三

五

//

三
六 
ク 
度
 

三
七
明
治
三
四
年
 

三

八

//

三
九
 
ク

四
〇
明
治
三
五
年
 

四一 
"

四
二
明
治
三
六
年
度
 

四
三
明
治
三
七
年
 

四

四

//度
 

四
五
明
治
三
九
年
 

四

六

//

四
七
明
治
四
〇
年
 

四
八
明
治
四
一
年

共
有
地
所
有
者
異
動
帳
 

組
協
議
費
徴
収
原
簿
 

協
議
費
徴
収
帳
 

川'ル山所
mar収
支
原
帳
 

雑
i
込 

領
収
書
綴
 

雑
録
綴
込
 

雑
録
綴
込
 

領
収
書
綴
 

協
議
費
収
支
原
簿
 

協
議
費
徴
収
簿

0
収
憲
簿

雑
録
綴
 

領
収
証
綴
込
 

協
議
費
収
支
原
簿
 

領
収
綴
 

雑
録
綴

協
議
費
収
支
原
簿
 

雑
録
綴
 

事
務
引
継
帳
 

_

収3
綴
込
 

事
務
引
継
帳
 

協
議
費
徴
収
原
簿
 

雑
書
綴
込
 

雑
書
綴
込
 

雑
録
綴

四
九
明
治
四
一
年
度
 

五
〇
明
治
四
二
年
度
 

五
一
明
治
四
三
年

五
二
 
A

 
度

五
三
 

〃

五
四
明
治
四
四
年
度
 

五

五

//

五
六 
〃

五
七
大
正
こ
年
度
 

五
八
大
正
三
年
度
 

五
九
大
正
四
年
度
 

六
〇
大
正
五
年
 

六

I

 
大
正
六
年
度
 

六
二
大
正
七
年
 

六
三
大
正
八
年
度
以
降
 

六
四
大
正
九
年
 

六
五 
〃 
度
 

六
六
大
正
一
〇
年
二
月
 

六
七
大
正
一
一
年
 

六
八 
ガ 
度
 

六
九
大
正
一
二
年
 

七
〇
 
"
度

七ー 
ク 

七
ニ 
ク

七
三
大
正
一
三
年
度
 

七

四

//

区
費
徴
収
帳
 

事
務
引
継
帳
 

雑
録
綴
 

区
費
徴
収
帳
 

事
務
引
継
帳
 

区
費
徴
収
簿
 

照
会
書
及
雑
録
綴
込
 

領
収
証
綴
込

照
会
書
•

領
収
書
•

綴
留
帳

区
費
徴
収
簿

区
費
徴
収
帳

区
費
徴
収
帳

区
費
徴
収
帳

事
務
引
継
帳

区
費
会
費
及
消
防
費

事
務
引
継
帳

r
g

徴収帳

万御通
事
務
引
継
帳

区
費
徴
収
帳

事
務
引
継
帳

区
費
徴
収
簿

区
費
収
支
決
算
簿

譬事
務
引
継
帳
 

協
議
費
収
支
決
算
簿



七
五

七
六

七
七

七
八

七
九
 

八
〇

八一八
二

八
三

八
四

八
五
 

八.
六

八
七

八
八八

九
 

九
〇
 

九
-

九
二

九
三

九
四

九
五

九
六

九
七

九
八

九
九
 

一
〇
〇

大
正
一
三
年
度
 

大
正
一
四
年

か 
現
在
 

大
正一

五
年
 

昭
和
二
年
 

昭
和
三
年
度

昭
和
四
年
度
 

昭
和
五
年
度

昭
和
七
年
度
 

昭
和
一
〇
年
度

諸
領
収
書
綴
 

協
議
費
徴
収
原
簿
 

来
翰
発
翰
書
綴
 

領
収
証
綴

基
本
財
産
積
立
金
台
帳
 

事
務
引
継
帳
 

事
務
引
継
帳
 

来
翰
発
送
書
綴
 

領
収
書
綴
 

来
発
翰
書
綴
 

来
翰
発
書
綴
 

領
収
書
綴
 

来
翰
発
書
綴
 

領
収
書
綴
 

区
費
徴
収
原
簿
 

事
務
引
継
帳
 

区
協
議
費
徴
収
簿
 

区
協
議
費
明
細
簿
 

駆
II別
収
支
決
算
簿
 

消
防
費
明
細
簿
 

来
信
発
信
綴
 

事
務
引
継
帳
 

来
翰
書
綴
 

領
収
書
綴
 

来
翰
書
綴
 

事
務
引
継
帳

-

〇一 
一〇二 

一
〇
三 

一〇四 

一〇五 

一〇六 

一
〇
七 

一〇八 

一
〇
九 

二
〇ニニ一四

•

五一六一七一八
昭和一 

昭和一
六
年
度
 

七
年
度

炊
事
役
出
務
帳
 

収
支
予
算
書
 

区
協
議
費
徴
収
簿
 

区
協
議
費
明
細
簿
 

収
支
決
算
書
 

区
雑
費
決
算
簿
 

消
防
費
明
細
簿
 

戸
数
調
査

戸
数
氏
名
調
査
書
(

控
)

 

土
龍
捕
獲
調
 

議
員
選
挙
資
格
調
査
簿
 

雑
録
綴
込
帳
 

金
銭
領
収
綴
込
 

備
考
綴

諸
通
知
書
•

諸
領
収
書
綴
 

領
収
書
綴
 

領
収
書
綴
 

来
翰
綴

(

土
地
•

租
税
関
係
)

一
一
九
明
治
九
年
一
二
月
旧
高
•

林
•

野
方
取
調
簿
 

一
二
〇
明
治
一
一
年
一
月
下
用
四
季
取
立
帳
 

一一一一 
"

 
八
月
租
税
取
建
簿
(

南
組
控
)

一
ニ
ニ
 
"

 
一
二
月
地
価
戸
籍
下
用
簿
 

一
二
三
明
治
一
二
年
一
二
月
地
価
戸
籍
下
用
帳
 

一
二
四
 
^

 
地
方
税
取
建
覚
帳
(

南
組
控
)

二
-

五
一
二
六

一
二
七

一
二
八

ニ
ー
九

ニ
ニ
〇
 

一三一 
ニ
ニ
ニ

一
三
三

一
三
四

一
三
五

一
三
六

一
三
七

ニ
ニ
八
 

ニ
ニ
九
 

一
四
〇
 

一
四

一

明
治
一
三
年
八
月
 

//九
月
 

//一
二
月
 

明
治
一
四
年
六
月
 

"

 
七
月
 

明
治
一
五
年
一
二
月
 

明
治
一
六
年
六
月
 

"

 
七
月

ク 
ー
ニ
月

明
治
一
八
年
：二
月
 

明
治
一
九
年
一
二
月
 

明
治
二
〇
年
一
二
月
 

明
治
ニ
ー
年
三
月
 

明
治
二
三
年
度
 

昭
和
一
〇
年
度
 

昭
和
:::二
年
度

地
価
•

戸
籍
•

地
方
取
立
帳
(

南
組
控
)
一 

地
税
徴
収
簿

地
価FHP

長

 

一

 

戸
路
1
月
_

11

地
方
取
立
帳 

一

 

地
税
徴
収
簿

fi

下
用
勘
定
帳 
一 

fg

地
方
税
金
取
立
帳

 
一 

地
税
徴
収
簿

fi

下
用
勘
定
帳 
一 

地
価
戸
籍
割
下
用
勘
定
帳

 

一

 

地
価
戸
籍
割
下
用
勘
定
簿

 
一 

fi

下
用
勘
定
簿 

一

.

用
勘
定
帳
 

.

用
勘
定
帳
 

地
租
割
人
名
簿
 

地
租
割
人
名
簿
 

諸
税
納
付
明
細
簿

I

四
七
明
治
八
年
九
月
五
ケ
年
収
穫
調
帳
 

I

四
八
明
治一一

年
一
一
月
川
原
山
入
札
簿
 

I

四
九
昭
和
一
三
年
度
 
区
有
山
茸
入
札
明
細
書
 

五
〇
 
ッ 
北
山
手
入
間
代
帳
 

五
一
昭
和
一
七
年
度
 
領
収
書
綴
(

古
市
場
実
行
組
合
)

五
二
昭
和
一
九
年
度
 
来
翰
綴
(

古
市
場
養
蚕
実
行
組
合
)

I

五
三

一

五
四

一

五
五

一

五
六

一

五
七

一

五
八

一
五
九 

一
六
〇 

一六一

(

社
会
関
係
)

 

明
治
七
年
九
月
 

昭
和
一
三
年
一
月
 

"

 
七
月
 

//九
月
 

//一
〇
月

各
務
郡
鵜
沼
村
棚
田
引
合
帳
 

軍
需
供
出
野
兎
狩
山
勤
簿
 

軍
需
供
出
大
麦
出
荷
覚
 

軍
需
梅
干
供
出
簿
 

兵
隊
宿
舎
割
簿
手
当
金
支
払
覚
 

軍
需
甘
藷
切
干
供
出
簿
 

軍
事
後
援
会
手
伝
簿
 

_
_

|-^_
歡
路
躁
越
金
決
算
簿
 

配
給
品
報
告
書

(

土
木
•

水
利
関
係
)

一
四
二
明
治
一
六
年
一
二
月
新
池
水
年
貢
割
合
帳
 

一
四
三
昭
和
一
〇
年
度

 

111

精
算
簿
 

四
四
昭
和
;

•■一年度 
東
沖
水
利
費
徴
収
簿
 

四
五
昭
和
::..
年
三
月
改
修
道
路
関
係
費
収
支
簿
 

四
六 
"
度
 
西
沖
水
路
費
水
口
割
合
帳

(

勧
業
関
係
)

(

文
化
•

教
育
関
係
)

一
六
二
明
治
七
年

 
神
明
宮
明
神
宮
天
王
社
木
買
帳

一
六
三
明
治一一

年
一
月
農
事
学
校
新
築
割
合
簿

一
六
四
明
治
一
五
年
三
月
学
校
取
立
簿

一
六
五 
ッ 
八
月
狂
言
見
舞
割
合
帳

一
六
六
明
治
一
六
年
三
月
神
明
宮
本
社
再
建
井
寄
附
簿

一
六
七
明
治
一
九
年

 
神
明
祭
支
払
覚
帳

一
六
八
明
治
二
〇
年
一
二
月
神
明
宮
徳
金
支
払
帳



六
九
明
治
二
一
年
一
二
月
神
明
宮
徳
金
支
払
帳
 

七
〇
明
治
ニ
ニ
年

 
神
明
宮
支
払
記
帳

四

七
一
明
治
二六年 

七
二
昭
和
一
〇
年
度
 

七

三

//

七
四
昭
和
一
三
年
度

燈
明
•

神
明
社
•

郷
蔵
精
算
簿
 

神
明
神
社
費
収
支
決
算
簿
 

K
■
支
出
簿
 

1
r
支
出
簿

大
竹
富
美
子
氏
所
蔵
文
書
(

追
加
分
)

(

各
務
原
市
鵜
沼
南
町
)

(

編
年
の
ま
ま
)

寛
文
六
年

三
月
 

元
禄
七
年

六
月
 

明
和
八
年
四
月
 

天
明
七
年

三
月
 

天
保
一
二
年
正
月

天保
一四年一一

月 

弘
化
四
年
一二月 

安
政
三
年
七
月
 

安
政
四年
七月

安
政
六
年
 

安
政
七
年

三
月
 

文
久
元
年
九
月
 

慶
応
元
年
八
月
 

年

未

詳

正
月
 

〃 
二
月

四
月

五
月

七
月

御
免
控
之
外
鵜
沼
村
入
用
帳
 

鵜
沼
村
宝
積
寺
山
林
手
形
取
替
之
写
 

鵜
沼
村
村
未
進
書
上
帳
 

記
録
帳

差
上
申
一
札
之
事
(

松
木
切
荒
一
件
詫
 

証
文
)

御
免
許
役
儀
年
限
由
緒
調
 

散
田
願
継
諸
入
用
取
調
帳
 

御
書
付
之
写

乍
恐
奉
願
上
候
御
事
(

年
頭
挨
拶
許
可
 

願
)

由
緒
書

文
政
十
三
寅
年
極
免
写
 

高
分
ヶ
書
抜
覚

和
宮
様
御
通
行
ユ
付
入
用
覚
帳
 

御
詫
申
一
札
之
事
(

博
奕
-

一
付
詫
証
文
)

 

日
向
田
善
左
衛
門
書
状
 

本
多
季
康
•

高
岡
祥
顕
連
名
書
状
 

箕
田
将
監
他
二
名
連
名
書
状
 

京
極
高
満
他
四
名
連
名
書
状
 

箕
田
将
監
書
状
 

三
上
仲
稠
•

渡
辺
頼
連
名
書
状

ニ
ー
年

未

詳

七
月
乍
恐
御
願
奉
申
上
候
事
(

払
米
百
五
拾
 

両
御
下
願
}

ニ
ニ

 
"

 
ッ

年
頭
御
目
見
御
免
 

二
三

.
"

 
"
御
免
許
役
儀
代
々
取
調
書
上
 

二
四

 
"
一
二
月
末
松
覚
兵
衛
書
状
 

二

五

//
//辻
金
太
郎
•

辻
鍬
吉
連
名
書
状

四
二
年
月
未
詳
不
倦
学
校
平
面
図
(

芥
見
村
)

 

四
三

 
ッ 
鵜
沼
村
南
町
丁
場
地
割
絵
図

(

『各
務
原
市
文
書
史
料
目
録
』
一
号
の
追
加
分
。)

二
六
安
永
八
年
二
月
 

二
七
寛
政
五年
六月 

二
八
天
保
一三年 

二
九
年
月
未
詳

三
〇 
か 

三一 
〃

鵜
沼
村
御
林
絵
図
 

鵜
沼
村
惣
町
数
絵
図
 

鵜
沼
村
絵
図
 

鵜
沼
村
大
伊
木
絵
図
 

鵜
沼
村
小
伊
木
•

古
市
場
•

南
町
•

山
 

崎
家
並
絵
図
 

鵜
沼
村
絵
図

三
二
明
治
 

三三 
"

 

三
四
明
治
 

三
五
明
治 

三
六
明
治
. 

三
七
明
治
一 

三
八
明
治一

 

三
九
明
治

一

 

四
〇
明
治
—r 

四
一
明
治
—: (

明
治
期
)

二
年
正
月
 

"
二
月
 

六
年
一
月
 

七
年
ニ
ー
月
 

二
年
一
〇
月
 

二
年
一
二
月
 

一
六
年
五
月
 

一
七
年
一
〇
月
 

一
〇
年
四
月
 

一
九
年

入
百
姓
願
達

新
開
摸
エ
論
見
控

エ
部
省
鉄
道
寮
至
急
御
用
材
書
類

御
免
定
勘
定
目
録

明
細
書

委
任
兼
約
定
書

村
国
真
墨
田
神
社
拝
殿
改
造
：件
綴
 

官
有
川
敷
拝借願
 

公
有
水
面
使
用
ノ件 

陸
運
荷
物
帳



五
林
七
郎
氏
所
蔵
文
書(

各
務
原
市
鵜
沼
羽
場
町
)

(

支
配
関
係
)

一
元
治
元
年
一
〇
月
 

二
(

慶
応
三
年
力
)
二
月
 

三
(

慶
応
三
年
)
三
月
 

四
弘
化
四
年
三
月
 

五
享
保
八
年
正
月
 

六
安
永
元
年
二
月
 

七
年
月
未
詳

八

//

長
州
征
伐
一
件
触
書
 

朝
廷
触
書
 

名
古
屋
藩
御
触
書
 

信
越
大
地
震
報
告
 

名
古
屋
藩
役
人
名
簿
 

国
奉
行
兼
帯
御
免
覚
 

尾
州
国
奉
行
代
々
覚
 

大
名
席
書
覚

(

土
地
関
係
)

九
享
保
一
四
年
七
月
名
古
屋
藩
領
分
村
石
高
覚
(

前
欠
力
)

 

一
〇
年
月
未
詳
 
内
野
新
田
地
坪
覚
 

〇

一
一
寛
保
三
年
一
一
月
鵜
沼
村
尾
張
藩
御
林
間
数
改
帳
 

ニ
ー
寛
延
三
年
一
一
月
鵜
沼
村
内
野
新
田
反
別
改
帳
 

一
三
文
化
五
年
九
月
鵜
沼
村
見
取
所
御
墨
付
写
 

一
四
天
保
一
三
年
三
月
各
務
野
入
会
地
反
別
•

運
上
金
割
合
覚
 

一
五
弘
化
二
年
二
月
鵜
沼
村
内
野
新
田
家
並
控
林
改
帳
 

一
六
元
治
元
年
五
月
鵜
沼
村
内
野
新
田
御
見
取
御
改
帳
 

—七 
丑
年
五
月
内
野
新
田
反
別
調
書
上
帳
 

一八 
戌
年
一
一
月
鵜
沼
古
城
御
林
町
反
別
改
帳
 

一
九
年
月
未
詳
 
鵜
沼
村
御
林
間
数
書
上
帳

(

貢
租
関
係
)

二
〇
享
保
七
年
'
•

月
年
貢
米
請
取
証
文
 

ニ
ー
天
保
：五
年
極
月
端
米
御
年
貢
勘
定
帳
 

ニ
ニ

 
丑
年
九
月
口
年
貢
指
延
シ
願
 

二
：二 
巳
年
六
月
御
用
米
請
合
覚
 

二
四
年
未
詳
一
一
一
月
端
米
請
取
覚

(

村
政
関
係
)

二
五
慶
安
五
年
二
月
鵜
沼
村
山
方
一
件
惣
百
姓
連
判
一
札
 

二
六
天
保
四
年一

〇
月
鵜
沼
村
村
淀
 

二
七 
申
年一一

月
内
野
新
田
頭
申
渡
覚
 

〇

二
八
天
保
九
年
三
月
宗
門
改
村
送
一
札
 

二
九
天
保
一
〇
年
正
月
宗
門
村
送
一
札
 

三
〇
年
月
未
詳

 
〃 
(

後
欠
)

〇

三一
宝
暦
七
年
三
月
山
廻
役
特
権
御
改
帳

三二三三三四三五三六三七三八三九
享
保
一
四
年
 

享
保
二
〇
年
 

天
保
九
年
 

弘
化
三
年
 

嘉
永
三
年

三
月
鵜
沼
村
内
野
新
田
宗
門
人
別
改
帳
 

三
月 
"

三
月

二
月

二
月

〃 
三
月
 

嘉
永
七
年
三
月
 

文
久
二
年
三
月

四
〇
文
久
三
年
三
月
鵜
沼
村
内
野
新
田
宗
門
人
別
改
帳

 
一 

四一

元
治
元
年
三
月

 
ッ 

ー

 

四
二
慶
応
三
年
三
月

 
" 

一

 

四

三

年

月

未

詳

//8
S
 
一 

〇

四
四
文
政
五
年
二
月
鵜
沼
村
内
野
新
田
家
•

人
•

馬
数
書
上
帳
： 

四
五
天
保
五
年
二
月

 
か 

一

 

〇

四
六
 

午
年
八
月
新
起
畑
書
上

 
一

四
七
 

申
年
一
二
月
新
田
起
方
許
状
写

四
八
 

戌
年
三
月
三
つ
池
新
田
百
姓
組
入
願

 

一

 

四
九
年
月
未
詳
 
新
田
引
越
願
相
済
覚

(

社
会
関
係
)

五
〇
文
化
元
年
四
月

五一 

子
年
二
月

五
二
 

丑
年
閏
八
月

〇

五
三
(

宝
暦
八
年
力
)

八
月
 

五
四
(

寛
政
六
年
)

十
一
月

五
五
 

卯
年
二
月

五
六
 

一一

月

五
七
 

"

 
"

五
八
 

辰
年
四
月

内
野
新
田
入
組
一
件
百
姓
連
判
内
済
取
 

替
証
文

熱
田
御
新
田
当
金
頼
母
子
講
潰
一
件
 

吟
味
願

内
野
新
田
中
島
と
本
郷
争
•：件
願

地
改
帳
名
請
人
申
請
 

御
山
廻
役
任
命
請
求
願
 

松
根
株
払
下
願

畑
方
起
代
拝
借
金
返
上
延
期
願
 

拝
借
金
願

山
神
附
御
林
徳
用
許
可
願

五
九 
辰
年
九
月
小
松
生
地
代
金
受
取
覚
 

六
〇 
申
年
五
月
山
廻
役
用
鉄
砲
損
付
引
替
願

六一 

"
一
一
月
三
つ
池
新
田
引
越
代
金
分
並
松
請
求
願

六
二
 

酉
年
二
月
山
廻
役
宗
門
帳
書
入
願
一
件
御
伺
覚

六
三
 

ッ 
三
月
中
島
河
原
ユ
付
山
廻
役
御
達
口
上
覚

六
四
 

亥
年
四
月
折
御
膳
落
札
願

六
五
年
未
詳
三
月
山
廻
役
役
所
出
頭
命
令
書

六
六
 
"

 
六
月
岩
田
利
左
衛
門
書
状
(

前
欠
)

六
七
 

ッ 
ー
ニ
月
三
つ
池
新
田
山
廻
役
任
命
書

六
八
(

万
延
元
年
力
)

四
月

N
L

 

t

安
政
：.年
力
〕

プ
カ

 
卯
年
-

〇
月

七
〇

 
卯
年
一
二
月

七一 

辰
年
三
月

七
二
 

酉
年
六
月
 

七
三
年
月
未
詳

凶
作
ュ
付
囲
米
一
件
 

流
材
隠
木
捜
方
一
件
覚
 

三
笠
附
吟
味
一
件
願
 

内
野
新
田
中
島
支
配
願
 

伊
木
山
後
新
田
支
配
争
論
口
上
覚

ガ 
(

下
書
)

(

交
通
•

運
輸
関
係
)

七
四
 

子
年
五
月
中
山
道
道
筋
変
更
一
件
願

七
五
 

"
ク 
ク 
(

前
欠
)

匕
六

 
女̂
-
.
:
,
H
 
8
夂
¥
.

小
牧
.

鵜
ポ
：-
叫
問
屮
宛
迥
文
 

七
七
年
月
未
詳
 
往
還
道
筋
替
御
尋I

件
返
答
書

(

文
化
関
係
)

七
八
寛
延
三
年
正
月
祇
園
牛
頭
天
王
三
社
修
覆
記
録
 

七
九
宝
暦
四
年
•
一
月
大
山
祇
神
勧
請
祝
詞



八
〇
享
和
二
年
二
月
小
伊
木
天
王
社
普
請
覚
 

八一 
"

 
〃 
天
王
社
拝
殿
修
覆
許
可
願
 

八
二
文
化
八
年
五
月
寺
社
調
 

八
三 
ッ 
六
月
寺
社
調
返
答
覚
.

八
四
年
未
詳
一
一
月
山
神
地
取
扱
注
意
書
 

八
五
年
月
未
詳
 
正
福
寺
縁
記

八
六

八
七

八
八

八
九
 

九
〇

九
-

九
二

九
三

九
四

九
五

(

家
業
関
係
)

元
禄
一
五
年
一
一
月
 

享
保
五
年
四
月
 

享
保一一

年
一
二
月
 

享
保
二
〇
年
三
月
 

酉
年
六
月
 

〇

天
保
八
年
一
〇
月
 

午
年
一
〇
月
 

亥
年
一
〇
月
 

年
月
未
詳
 

年
未
詳
三
月

九
六
年
月
未
詳

九
七

 
か 

九

八

//

田
畑
売
渡
証
文
 

金
子
請
取
証
文
 

千
嫋
代
金
預
か
り
証
文
 

権
八
田
地
売
渡
証
文
 

新
田
起
代
金
貸
付
帳

由
緒
調
べ
に
付
書
上
書
(

下
書
)

仕
来
御
免
内
容
返
答
覚
 

由
緒
調
べ
に
付
書
上
書
(

下
書
)

稲
垣
甚
右
衛
門
書
状
(

借
用
金
返
済
延
 

期
願
)

林
家
家
系
譜
 

某
書
状
(

後
欠
)

役
儀
覚
書

一
〇
〇
明
治
四
年
三
月
宗
門
改
一
札
 

〇

一
〇
一
明
治
三
年
三
月
御
禁
制

一〇二 
"

 
"

 
鵜
沼
村
内
野
新
田
宗
門
人
別
改
帳

一〇三 
"

 
八
月
鵜
沼
村
五
人
組
規
定

一
〇
四 
か 
九
月
鵜
沼
東
町
御
触
書

一
〇
五
明
治
四
年
三
月
鵜
沼
村
内
野
新
田
宗
門
人
別
改
帳

一
〇
六
明
治
三
一
年
一
月
官
有
地
払
下
願

一
〇
七 
"

 
二
月
御
料
地
特
売
規
定
遵
守
達

一
〇
八 
"

 
か 
御
料
地
払
下
一
件
委
任
状

一
〇
九
明
治
三
三
年
八
月
御
料
地
払
下
一
件
約
定
書

一
一
〇
 
ッ

//御
料
地
払
下
願

一
一一

 
"
旧
一
二
月
御
料
林
地
代
金
取
立
帳

一
ー
ニ
年
月
未
詳

 
鵜
沼
村
地
所
割
価
格
表
(

前
欠
力
)

(

追
加
)

一
一
三
宝
暦
一
二
年
四
月
犬
山
城
主
略
歴
等
抜
書
 

一
一
四

 
申
年
一
一
月
身
元
調
の
覚
 

一
一
五
年
未
詳
正
月
退
役
申
付
状
 

一
一
六
年
月
未
詳

 
村
絵
図
(

山
神
関
係
)

(

近
代
史
料
)

九
九
明
治
二
年
七
月
衽
草
隊
就
退
任
覚

小
林
幸
彦
氏
所
蔵
文
書

(

各
務
原
市
蘇
原
伊
吹
町
)

(

支
配
関
係
)

安
政
四
年
二
月
申
渡
覚
(

法
度
)

一
安
政
六
年
八
月
水
戸
前
中
納
言
一
件
ュ
付
間
部
下
総
守
 

仰
渡
趣
写

一
八
天
保
一
一
年

一

 

一
九
嘉
永
五
年

一

 

二
〇
安
政
二
年

I

一一

三
慶
応
元
年
一
二
月

子
年
年
貢
米
過
不
足
帳
 

過
不
足
差
引
帳
 

卯
年
過
不
足
書
出
帳
 

渡
不
足
渡
方
調
帳
 

蔵
納
過
米
渡
覚
帳
 

丑
過
不
足
差
入
帳

巳
年
七
月
御
膳
籾
余
籾
上
納
石
代
金
延
引
分
下
渡

(

土
地
関
係
)

三
嘉
永
元
年
八
月
高
仕
訳
取
調
帳
 

四
嘉
永
三
年
正
月
田
畑
手
形
寄
帳
 

五
嘉
永
七
年

 
持
高
仕
訳
 

六
安
政
二
年
一
二
月
高
訳
高
入
名
前
帳
 

七
元
治
元
年

 
田
畑
高
入
差
引
帳
 

八
慶
応
元
年
一
一
一
月
高
入
証
文
預
覚
帳

(

貢
租
関
係
)

九
享
保
七
年
一
一
月
年
貢
米
請
取
証
文
 

一

〇
自
宝
暦
一
一
年
 
林
成
•

屋
敷
成
人
別
覚
 

一
•

 
安
政
二
年
一
二
月
卯
年
山
石
•

口
米
割
賦
帳

二五二六

1
1
自
安
政
::.年
 

一

.T
至
慶
応
元
年

ニ
ニ
安
政
三
年
二
月
 

一
四
元
治
元
年
一
一
月
 

一
五 
"
'
:
一月 

一
六
慶
応
元
年
一
二
月
 

一
七
慶
応
二
年
正
月

年
貢
皆
済
目
録
写

辰
年
渡
金
帳

子
年
年
貢
米
内
訳
記
帳

子
年
伊
吹
村
御
年
貢
米
金
取
立
帳

丑
年
御
籾
代
米
帳

丑
年
分
御
籾
皆
済
内
計
^
-JI帳

二
月
卯
年
年
貢
勘
定
の
覚
 

辰
年
未
進
仕
出
覚
帳

二
七
天
保
一
二
年
三
月
信
楽
大
垣
御
籾
勘
定
帳
 

二
八
嘉
永
四
年一

〇
月
信
楽
御
代
検
見
御
泊
二
付
諸
入
用
帳
 

二
九 
"

 
信
楽
御
代
検
見
ュ
付
御
泊
井
継
立
人
足

三
〇
嘉
永
五
年
一
二
月

，二一 
へ
自
元
治
元
年
：
：月ン 

-

一二 V

至
元
治
-
:

年
.
.

月
」

三
二
慶
応
元
年
一
二
月
 

〇

三
三
安
政
二
年
一
二
月
 

三

四

//
//〇

三
五
慶
応
元
年一一

月

三
六
 

ク 
ー
ニ
月

三
七
 

"
//

三
八
元
治
元
年
四
月

役
銀
割
残
割
賦
取
立
帳
 

郷
倉
番
賃
金
割
賦
帳
 

丑
年
村
方
銀
附
出
役
銀
割
賦
帳

古
小
勘
定
帳
 

新

"

丑
御
膳
籾
笠
松
分
大
垣
分
御
清
割
賦
帳
 

御
物
成
取
立
割
賦
帳
 

丑
年
御
年
貢
米
小
沢
記
帳
 

子
年
御
膳
籾
笠
松
仮
割
賦
•

大
坦
清
割



賦
人
別
帳

三
九

 
〃 
一
二
月
子
年
伊
吹
村
御
物
成
取
立
割
賦
帳
 

〇

四
〇
元
治
二
年
四
月
丑
年gl

仮
割
賦
帳
 

四
一
安
政
三
年
四
月
御
膳
籾
仮
割
人
別
帳
 

四
二

 
〃 
一
一
月
御
膳
籾
割
賦
帳
 

四
三
安
政
四
年
極
月
御
膳
籾
代
米
割
渡
帳
 

四
四
嘉
永
四
年
ニ
ー
月
御
物
成
取
立
帳
 

四
五
嘉
永
五
年
一
一
月
年
貢
米
小
訳
帳
 

四
六

 
〃 
一
二
月
御
膳
籾
代
米
仕
立
覚
帳
 

四

七

"
"
 
御
物
成
取
立
小
前
帳
 

四
八

 
〃 
〃 
御
膳
籾
助
成
勘
定
仕
訳
帳
 

四
九
天
保
四
年
一
二
月
物
成
取
立
帳
 

五
〇
弘
化
二
年
三
月
御
籾
御
仮
割
賦
帳

(

村
政
関
係
)

五
一
慶
応
元
年
一
〇
月
 

五
二 
丑
年
 

五
三
年
月
未
詳
 

五
四
安
政
二
年
一
二
月
 

五

五

〃

"

 

五
六 
グ 
極
月
 

五
七
安
政
五
年
三
月
 

五
八
安
政
六
年
一
〇
月

£
h
b

 
へ
自
天
保
七
年
ン
 

5
4
/

 

1>

至
嘉
永
四
年
頃
；/

六
〇
年
月
未
詳

検
見
入
用
割
当
金
支
払
証
文
 

検
見
買
物
書
 

御
検
見
人
足
帳
 

差
継
可
相
成
札
書
出
帳
 

四
口
札
書
出
覚
帳
 

名
前
札

各
務
郡
伊
吹
村
五
人
組
御
仕
置
帳
 

伊
吹
村
絵
図

火
災
二
付
届
出
書
(

案
文
)

六
一
文
化
 

六
二
文
化
一
 

六
三
天
保
 

六
四
天
保
一
 

六
五
天
保
一
 

六
六
天
保
一
 

六
七
天
保
一
 

六
八
弘
化
 

六
九
嘉
永
 

七
〇
嘉
永
 

七
一
元
治
 

七
二
元
治

七
三
安
政
 

七
四
元
治

七
五
天
保
 

七
六
嘉
永
 

七
七
安
政
 

七
八
慶
応

三
年
 

〇
年
 

五
年
 

一年 
二
年
 

四
年
 

五
年
 

五
年
 

五
年
 

六
年
 

元
年
 

二
年
 

〇二
年
 

二
年
 

〇

一

五
年

一

 
五年一 

三
年

一

 
元年一

正
月
村
方
小
入
用
帳
 

正
月
村
方
諸
入
用
帳
 

正
月
村
方
小
入
用
帳

三
月

 
ク

正
月

 
"

三

月

//

正
月

 
"

正
月

 
ク 

正
月

 
ク

正
月

 
"

三
月

 
"

正
月

 
"

二
月
宗
門
人
別
改
帳
 

如

月

//(
下
書
)

一
二
月
庄
屋
附
出
帳
 

二

月

//

二
月
 
"

二

月

//

七
九
安
政
二
年
九
月
村
方
膳
椀
取
調
覚
帳

八
〇
天
保
一
五
年
一
二
月
村
方
附
出
帳
 

八
一
弘
化
四
年
一
二
月

 
〃

八
二
慶
応
元
年
五
月
御
進
発
二
付
御
冥
加
上
納
金
取
調
書
上
 

帳

八
三
慶
応
二
年
四
月
御
褒
美
銀
割
渡
小
前
帳

八
四
 

〃 
八
月
御
進
発
用
途
上
納
金
之
申
渡

八
五
 
"

 
上
納
金
御
褒
美
銀
割
渡
小
前
帳
(

案
文
)

八
六
 

ッ 
冥
加
金
切
手
(

四
本
)

一
〇
二
慶
応
元
年
一
〇
月
御
年
貢
米
納
所
記
帳
 

〇

一
〇
三
嘉
永
五
年
一
一
月
年
貢
米
納
所
帳
 

一
〇
四 
〃 
一
二
月
御
膳
籾
御
納
所
帳
 

一
〇
五
安
政
六
年
一
一
月
御
年
貢
納
所
帳
 

一
〇
六
元
治
元
年
一
二
月
御
膳
籾§1

両
方
納
所
帳
 

一
〇
七
慶
応
元
年一一

月 
〃

八
七
天
保
四
年
一
二
月
免
割
後
人
足
覚
帳
 

八
八
安
政
三
年
一
二
月
人
足
取
調
帳

〇

八
九
安
政
二
年

一

 

九
〇
 
"

九
 

一

//

一
月
新
大
勘
定
帳
 

〃
古
大
勘
定
帳
 

"
剰
大
勘
定
帳

九
二

九
三

九
四

九
五

九
六

九
七

九
八

九
九
 

一
〇
〇

一〇一

文
化
二
年
 

天
保
八
年
 

天
保一一

年
 

天
保
一
二
年
 

天
保
一
四
年
 

天
保一

五
年
 

嘉
永
四
年
 

元
治
元
年
 

元
治
二
年

正
月

正
月

三
月

正
月

三
月

正
月

三
月

三
月

正
月

小
歩
并
御
廻
状
書
留
帳
 

人
足
丼
御
用
状
書
留
帳
 

人
足
井
御
廻
状
書
留
帳
 

丑
年
人
足
井
御
廻
状
書
留
帳
 

人
足
井
御
廻
状
書
留
帳
 

人
足
井
御
用
状
書
留
帳

人
足
井
御
用
触
留
帳

一
〇
八
 

一
〇
九
 

=
〇

慶
応
元
年
一
一
月

慶
応
三
年
二
月
 

〇

天
保
四
年
一
二
月
 

天
保一一

年
一
二
月
 

天
保一

五
年
一
二
月
 

嘉
永
五
年
一
二
月
 

慶
応
元
年
一
二
月
 

年
月
未
詳

(

産
業
関
係
)

村
入
用
五
廉
取
立
帳
 

村
方
小
取
替
附
出
帳
 

取
替
貸
付
金
•

利
歩
書
出
覚
帳
 

貯
穀
貸
渡
年
賦
詰
戻
申
渡
証
文

地
下
附
出
帳

米
方
附
出
役
米
取
立
割
賦
帳
 

組
合
御
廻
米
辻
(

写
)

天
保
一
五
年
一
•

月
御
年
貢
米
納
所
帳

一
一
八
嘉
永
六
年
一
二
月
小
作
米
請
取
覚
帳

一
一
九
慶
応
四
年
一
一
月
小
作
料
収
入
帳

一
二
〇
安
政
五
年
正
月
金
銀
差
引
帳

ニ
ニ
元
治
二
年
正
月
各
田
灰
之
通
帳

一
.

•
一
文
久
三
年
二
月
半
左
衛
門
田
米
代
金
譲
渡
証
文



一
二
-:卯
年
一
一
月
畑
方
起
代
拝
借
金
返
上
延
期
願
 

::一四 
巳
年
二
月
質
屋
業
に
つ
き
笠
松
役
所
申
渡
 

一
二
五
年
未
詳
三
月
友
染
縮
面
代
金
受
取
証
文
 

一
二
六 ̂
 
質
金
渡
人
別
書
立
 

〇

一
二
七
文
久
二
年
九
月
善
蔵
酒
造
株
譲
渡
証
文
 

一
二
八
元
治
元
年
六
月
酒
造
株
一
件
願
(

下
書
)

〇

一
二
九
天
明
八
年
正
月
渡
世
仙
蔵
来
作
手
形

ニ
ニ
〇
 

一
三

一

 
一三一一

一
三
三

一
三
四

一
三
五

一
三
六

一
三
七

一
三
八
 

ニ
ニ
九
 

一
四
〇

一四一
一
四
二

一
四
三

一
四
四

一
四
五

天
明
九
年
正
月
 

文
政
二
年
極
月
 

文
政
九
年
一
二
月
 

文
政
一
三
年
一
一
一
月
 

天
保
三
年
七
月
 

天
保
四
年
三
月

ク 
ー
ニ
月

天
保
巳
年
一
二
月
 

天
保
六
年
二
月
 

天
保
七
年
一
二
月
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天
保
一
〇
年
一
二
月
 

天
保
一
一
年
一
二
月
 

天
保
一
二
年
一
二
月
 

天
保
一
三
年
四
月
 

天
保一

五
年
一
一
月

借
用
金
一
件
'
!

札
 

金
子
借
用
証
文
(

利
蔵
)

^

 
(

長
左
衛
門
)

 

〃 
(

甚
六
)

"

 
(

和
吉
)

か 
(

重
右
衛
門
)

(

各
務
村
平
兵
衛
)

 

(

善
S

(

若
キ
者
)

(

利
右
衛
門
)

(

 
ク 
)

(

桂
雲
寺
)

(

桂
雲
寺
)

(

文
右
衛
門
)

一
四
六

一
四
七

一
四
八

一
四
九
 

一
五
〇
 

一

五
-

 
一-五
 

二

一

五
三

一

五
四

一
五
五

一

五
六

一
五
七

一

五
八

一
五
九
 

一
六
〇

一
六一

一
六
二

一
六
三

一
六
四
 

'

六
五

一
六
六

一
六
七

一
六
八

一
六
九
 

一
七
〇
 

一
七一

天
保
' 

弘
化

五
年
::一月 

二
年
七
月

"

 
二
月
 

"

 
一
二
月
 

弘
化
三
年
二
月
 

"

 
三
月
 

"

 
九
月
 

"

 
•ニ
ー
月
 

弘
化
四
年
三
月
 

〃 
四
月

ク 
ー
ニ
月

五
年
三
月
 

元
年
七
月
 

五
年
一
二
月
 

六
年
三
月

弘
化

嘉
永

嘉
永

嘉
永

安
政

安
政

安
政

文
久

文
久

元
治
 

慶
応

二
年
正
月
 

三
年
正
月
 

四
月
 

四
年
一
二
月
 

二
年
一
二
月
 

三
年
三
月
 

一
二
月
 

元
年
六
月
 

元
年
一
二
月

金
子
借
用
証
文
(

清
右
衛
門
)

か 
(

飛
島
村
村
役
人
)

"

 
(

桂
雲
寺
)

ク 
(

庄
屋
丈
右
衛
門
)

//(
須
衛
村
清
右
衛
門
)

//(
半
三
右
衛
門
)

ッ 
(

弥
平
次
)

〃 
(

喜
兵
衛
)

か 
(

礒
右
衛
門
)

〃 
(

須
衛
村
清
右
衛
門
)

ク 
(

飛
島
村
庄
屋
)

"

 
(

古
市
場
村
文
右
衛
門
)

 

頼
母
子
講
金
借
用
証
文
(

飛
鳥
村
庄
屋
)

 

金
子
借
用
証
文
(

各
務
村
佐
兵
衛
)

"
(
か 
)

ッ 
(

林
右
衛
門
)

〃 
(

嶋
蔵
)

"

 
(

伊
蔵
)

(

利
兵
衛
)

(

清
右
衛
門
)

(

利
兵
衛
)

(

丈
右
衛
門
)

(

渡
辺
龍
頭
)

 

(

丈
右
衛
門
)

 

(

代
蔵
)

一
七
二

一
七
三

一
七
四
 

I

七
五

一
七
六

一
七
七

一
七
八

一
七
九
 

一
八
〇

一
八

一

一
八
二

一
八
三

一
八
四

一
八
五

一八六
一
八
七

一
八
八

一
八
九
 

一
九
〇

一九一
一
九
二

一
九
三

一
九
四

一
九
五

一
九
六

子
年
三
月
 

丑
年
八
月
 

"

 
九
月
 

//二
一
月

延
宝
八
年
一
二
月
 

天
和
元
年
一
二
月
 

天
和
二
年M

一月 

天
和
三
年
三
月
 

天
和
四
年
 

天
和
五
年
一
二
月
 

貞
享
二
年
 

元
禄
元
年
一
二
月

元
禄
六
年
一
二
月
 

元
禄
八
年
一
二
月

元
禄
九
年
一
 

元
禄
一
一
一
年一

 

元
禄
一
三
年
一
 

元
禄
一
四
年
一
 

宝
永
元
年
 

宝
永
三
年
 

宝
永
五
年

二
月

二
月

二
月

二
月

極
月

九
月

正
月

講
金
借
用
証
文
 

岩
滝
村
善
右
衛
門
借
金
証
文
 

岩
滝
村
お
く
の
借
金
証
文
 

借
用
金
受
取
覚
(

鵜
沼
村
祐
右
衛
門
)

 

岩
滝
村
紋
丘
衛
借
金
証
文

田
地
売
渡
証
文
(

六
蔵
)

田
畑
売
渡
証
文
(
ク
)

畑
売
渡
証
文
(

九
郎
兵
衛
)

手
形
売
渡
証
文
(

市
兵
衛
)

田
畑
売
渡
証
文
(

小
助
)

田
地
売
渡
証
文
(

久
左
衛
門
)

田
畑
売
渡
証
文
(

七
郎
左
衛
門
)

田
地
売
渡
証
文
(

源
三
郎
)

ク 
(

九
兵
衛
)

田
畑
売
渡
証
文
(

宇
八
母
)

"

 
(

儀
右
衛
門
)

ク 

C

 
"

 
)

畑
売
渡
証
文
(

助
右
衛
門
)

ク 
(

弥
五
右
衛
門
)

藪
•

屋
敷
売
渡
証
文
 

畑
売
渡
証
文
(

源
右
衛
門
)

惣
八
屋
敷
替
証
文
 

惣
八
田
地
替
証
文
 

畑
売
渡
証
文
(

五
右
衛
門
)

一
九
七

一
九
八

一
九
九
 

二
〇
〇
 

二
〇
一
 

二
〇
二
 

二
〇
三
 

二
〇
四
 

二
〇
五
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善
蔵
•

伊
吹
村
 

左
十
郎
一
件
帳

〇

三
七
五
安
政
二
年
三
月
新
規
瓦
職
取
立
出
入
内
済
証
文
 

三
七
六
 
"

 
九
月
田
方
検
見
役
人
へ
心
得
違
申
上
方
-
•
.

付
 

詫
証
一
札

三
七
七
安
政
三
年
六
月
奉
公
人
請
状
 

三
七
八
元
治
元
年
極
月

 
ク 

三
七
九
慶
応
元
年
一
二
月
//

三
八
〇

三
八

一

三
八
二

三
八
三

三
八
四

三
八
五

三
八
六

三
八
七

三
八
八

三
八
九
 

三
九
〇

嘉
永
六
年
正
月
当
座
帳
 

安
政
□
年

 
ッ 

安
政
三
年
正
月
 
ク 

安
政
五
年
正
月
 
〃 

安
政
七
年
正
月
 
ガ 

文
久
二
年
正
月
 
ク 

元
治
元
年
正
月
// 

元
治
二
年
正
月
 
"

 

慶
応
元
年
正
月
 
"

 

慶
応
二
年
正
月
// 

年
月
未
詳

 
"

三
九

一

三
九
二

三
九
三

三
九
四

三
九
五

三
九
六

三
九
七

三
九
八

三
九
九
 

四
〇
〇
 

四〇一 
四
〇
二
 

四
〇
三
 

四
〇
四
 

四
〇
五
 

四
〇
六
 

四
〇
七
 

四
〇
八
 

四
〇
九
 

四
一
〇
 

四
二

四
一
二

四
一
三

四
一
四

四
一
五

四
一
六

文
政
七
年
正
月
 

天
保一一

年
一
〇
月
 

天
保
一
二
年
二
月
 

〃 
三
月
 

//九
月

講
仕
法
等
用
学
 

三
拾
人
講
人
別
帳
 

講
金
受
取
証
文
 

頼
母
子
講
金
借
用
証
文
 

講
金
受
取
証
文
 

講
金
請
取
証
文

天
保
一
三
年
三
月ク 

講
金
受
取
証
文
 

九
月
講
金
借
用
証
文
 

ク 
講
金
受
取
証
文

天保一 

弘
化

四
年
一
〇
月
 

二
月
 

五
年一一

月

二
年

元
年

三
年

講
金
借
用
証
文
 

講
金
受
取
証
文

大
講
札
覚
帳
 

講
毎
会
札
覚
帳

大
洞
村
伝
右
衛
門
講
金
受
取
手
形
 

講
金
受
取
証
文

講
金
借
用
証
文
 

拾
ヶ
年
譲
証
文
手
形



嘉
永

嘉
永

嘉
永

四
二
〇
 

四
二
一
 

四
ニ
ニ

四
二
三

四
二
四

四
二
五

四
二
六

四
二
七

四
二
八

四
二
九
 

四
三
〇

四
三
一

四
三
二

四
三
三

四
三
四

四
三
五

四
三
六

四
年
一
二
月
 

五
年
七
月
 

七
年
一
〇
月

自
安
政
〜
年
 

至
万
延
元
年

安
政
二
年
三
月
 

"

 
八
月
 

//一
二
月

安
政
三
年
二
月

"

 
四
月
 

文
久
元
年
一
一
月

文
久
二
年

講
金
受
取
証
文
 

大
講
毎
会
割
戻
帳
 

講
金
借
用
ユ
付
差
入
一
札
 

古
大
講
勘
定
帳
 

三
拾
人
講
金
借
用
証
文
 

講
金
渡
不
足
差
鎚
勘
定
覚
帳
 

古
大
講
札
帳
 

新
大
講
札
帳
 

古
講
小
札
帳
 

新
小
講
札
帳
 

講
金
借
用
取
極
証
文
 

講
金
渡
不
足
金
出
入
帳
 

古
大
小
講
渡
金
帳
 

新
大
小
講
渡
金
帳
 

講
金
借
用
証
文
 

講
金
差
遣
覚
 

講
金
借
用
一
札
 

伝
蔵
講
渡
金
帳
 

新
七
講
勘
定
帳
 

講
金
覚

(

文
化
関
係
)

四
三
七
明
和
二
年
正
月
虚
無
僧
本
則
丼
淀
書
写
 

四
三
八
天
保
一
一
年
三
月
甲
州
巨
摩
郡
乙
黒
明
暗
寺
普
化
宗
門
取
 

締
証
文
(

伊
吹
村
宛
)

四
三
九
天
保一

五
年

 
虚
無
僧
品
々
書
上
帳

四
四
〇
天
保
一
五
年

 
虚
無
僧
一
件
.
.

付
諸
入
用
附
出
帳
 

四
四
 

一 
"
-:一
月
普
化
僧
一
件
入
用
附
留
帳
 

〇

四
四
二
弘
化
三
年
二
月
中
島
郡
一
色
村
浄
土
真
宗
正
源
寺
撞
鐘
 

涛
造
許
可
願

四
四
三
文
化
一
三
年
七
月
陽
徳
寺
半
鐘
禧
替
覚
 

四
四
四
文
久
四
年
初
春
鐘
涛
倶
養
諸
事
控
帳
 

四
四
五
 
ッ 
三
月
鐘
講
造
用
払
覚
帳
 

四
四
六
元
治
元
年

 
鐘
講
寄
金
丼
札
受
取
帳
 

四
四
七
年
未
詳
二
月
鐘
祷
奉
加
帳
 

四
四
八
年
月
未
詳
(

宝
暦
力
)
半
鐘
覚

四
四
九
 

四
五
〇

四五一
四
五
二

四
五
三

四
五
四

四
五
五

四
五
六

四
五
七

四
五
八

四
五
九
 

四
六
〇
 

四六一

弘
化

安
政

文
久

四
年
八
月
 

三
年
二
月
 

元
年
極
月
 

申
年
正
月

四
年
仲
秋
 

五
年
一
一
月
 

六
年
四
月
 

九
年
四
月
 

三
年
正
月
 

三
年

元
年
一
〇
月
 

"
二
月

正
福
寺
什
物
帳
 

寺
院
書
上
帳
(

下
書
)

桂
雲
寺
田
畑
年
貢
蔵
納
控
帳
 

山
田
寺
由
緒
井
-

一
本
尊
修
復
之
届
(

写
)

 

御
遠
忌
-

一
付
役
割
控

童
訓
小
謡
大
全
(

上
•

下
)

池
坊
専
明
門
弟
状
 

中
山
大
納
言
各
戦
記
 

御
巡
見
袖
鏡
 

美
濃
国
明
細
記
写
帳
 

手
習
御
手
本

四
六
二

四
六
三

四
六
四

元
治
元
年
 

丑
年
 

年
未
詳

六
月
袖
鏡

二
月
八
幡
：て
芝
居
一
件
 

九
月
道
中
日
記

(

近
代
史
料
•

租
税
関
係
)

四
六
五
明
治
七
年
ニ
ー
月
地
租
御
改
正
-

一
附
田
畑
屋
敷
地
価
取
調

四
六
六
明
治
一
〇
年

ヨ
二
自
明
治
 

一〇年

七
至
明
治
'

 
-

年
四
月

四
六
八
明
治
一
〇
年
 

四
六
九
 
夕 

四
七
〇
 
"

四
七一

明
治
一
一
年
 

四
七
ニ
 
タ

四
七
三
 

ク

四
七
四
 

ク 

四
七

五

//

四
七
六
 
"

四
七
七
 

ク

四
七
八
 

ッ

四
七
九
明
治
一
二
年
 

四
八
〇
 
か 

四八一 
〃

四
八
ニ
 
ク

八
月
地
券
税
并
入
費
請
取
簿
 

券
税
請
取
簿

二
月
大
日
本
帝
政
府
地
券
所
有
名
簿
 

地
税
上
納
徒
米
差
引
簿
 

地
券
税
納
通

一
月
税
金
民
費
井
定
式
米
郡
而
不
名
簿
 

二
月
地
券
御
下
渡
地
価
取
調
名
簿
(

伊
飛
島
 

村
控
)

八
月
地
租
税
上
納
通
 

地
券
税
納
通

ク 
(

三
柿
野
村
地
内
小
林
 

伝
三
郎
)

地
券
税
納
通
(

和
合
村
地
内
)

"

 
(

---:一
柿
野
村
地
内
)

地
租
税
納
通

八
月
地
券
税
納
通
C-一
柿
野
地
内
)

//"
"

 
"

 
(

小
林
文
蔵
；)

四
八
三

四
八
四

四
八
五

四
八
六

四
八
七

四
八
八

四
八
九
 

四
九
〇

四
九
一

四
九
二

四
九
三

四
九
四

四
九
五

四
九
六

四
九
七

四
九
八

四
九
九
 

五
〇
〇
 

五
〇
一

明
治
一
二
年

 
地
券
税
納
通
(

伊
飛
島
村
小
林
源
蔵
)

 

明
治
ニ
ニ
年
八
月

 
"

//地
券
納
税
通
 

明
治
一
四
年
八
月
地
券
税
納
通
(

小
林
文
蔵
)

一
五
年
ッ
 

"
// 

明
治
一
六
年
〃

//"
 

明
治
一
七
年
 

//

自
明
治M

二
年
四
月
 

至
明
治
二
四
年
八
月

明
治
二
三
年
 

明
治
二
四
年
八
月
 

大
正
九
年
度
 

昭
和
四
年
度
 

年
未
詳
三
月
 

年
月
未
詳

地
租
税
納
通
(

小
林
源
蔵
)

 

地
券
税
納
通

地
租
税
納
通
(

小
林
源
蔵
)

ク 

C

 
か

)

地
券
税
納
通
 

地
租
及
諸
税
納
通
 

地
租
税
納
通
 

反
別
地
価
，明
細
調
査
表
 

田
畑
地
価
減
額
明
細
記
 

御
届
(

地
租
)

地
租
割
表

県
税
家
屋
税
賦
課
額
表
 

田
畑
•

屋
敷
等
租
取
調
米
 

地
券
税
納
通

五
〇
二
(

明
治
四
年
)
一 

五
〇
三
lis
il̂
e

 

五
〇
四
明
治
八
年

i

月
当
未
年
ヨ
リ
田
畑
貢
米
取
立
覚
日
記
 

酉
年
貢
米
都
而
差
引
証
 

反
別
地
価
淀
米
小
作
人
井
地
所
売
買
詳
 

細
取
調
帳
(

小
林
源
蔵
控
)

五
〇
五
 
ッ 
ニ
ー
月
亥
年
小
作
米
請
取
証

(

付
•

明
治
六
年
一
二
月
酉
貢
米
代
金
請
願
人
記
)



<

付
.
明
治
|:
-1--.

自
明
治
！五
年
 

至
明
治
'
'

四
年
 

~v-
^
-
.
 
,
 <0
明
治
一
八
年

一
月
戌
貢
米
請
取
通
)

 

小
作
米
取
調
帳

五
二
五
明
治
二
•

二
年
二
月

自
明
治
一
七
年
：

小
作
米
売
渡
'

>
 

置
清
算
勘
定
差
引
残
額
 

取
調
書

五
〇
八

 
"

 
一
一
月
好
年
貢
小
作
米
上
納
小
作
人
名
前
記
帳
 

五
〇
九
明
治
一
八
年
一
一
月
田
方
酉
年
淀
小
作
米
諸
税
付
費
決
算
過
 

不
足
取
調
帳

五

一

〇

//一
二
月
酉
年
徒
御
年
貢
米
収
納
并
駄
日
記
帳
 

五
一
一
明
治
一
九
年
一
二
月
戌
御
年
貢
小
作
米
取
立
人
名
日
記
附
 

五
ー
ニ
明
治
二
〇
年
七
月
田
畑
山
林
野
藪
宅
地
字
番
号
地
価
地
租
 

小
作
人
取
調
簿
売
買
譲
渡
差
引
帳

五
一
三
明
治
ニ
ー
年
一
二
月
子
御
年
貢
小
作
人
ヨ
リ
取
立
日
記
簿
 

五
一
四
明
治
二
三
年
一
二
月
小
作
人
徒
米
勘
定
帳
 

五
一
五
明
治
二
五
年
一
二
月
田
畑
淀
米
勘
定
帳
 

五

一

六

明

治

二

七

年

//§

(

村
関
係
)

明
治
一
一
年
二
月
諸
御
用
ュ
付
出
県
日
当
簿

五
一
七

五
一
八
 

〃 
七
月
 

五
一
九
明
治
ニ
ニ
年
六
月
 

五
二
〇
明
治
二
七
年

五
ニ
ー
明
治
三
〇
年
四
月
 

五

ニ

ニ

//
//

五
二
三

 
〃 
八
月
 

五
二
四
明
治
三
〇
年
九
月

記諸
願
届
伺
写
控
 

引
継
事
務
要
項
 

受
領
証
綴

金
銭
出
納
簿
(

伊
吹
区
)

郡
制
(

全
)
岐
阜
日
日
新
聞
附
録
 

府
県
制
(

全
)

五
二
六

五
二
七

五
二
八

五
二
九

五
三
〇

五
三

一

五
三
二

五
三
三

五
三
四

五
三
五

五
三
六

五
三
七

五
三
八

五
三
九
 

五
四
〇

五
四

一
五
四
二

五
四
三

五
四
四

五
四
五

三
月

四
月

n
明
治
：
：
：•
年

 

至
明
治
三
四
年
 

H
明
治
：
：
-
-

年

明
治
三
四
年
四
月
 

"

 
八
月
 

//九
月

自
明
治
r-一
四
年
四
月
 

至
明
治
.:1五
年
三
月
 

-
H

明
治
H
四
年
四
月
 

至
明
治
三
五
年
三
月

明
治
三
四
年
度

自
明
治
--:!
四
年
 

至
明
治
三
五
年
 

自
明
治
三
四
年
度
 

至
明
治
三
五
年
度
 

自
明
治
三
四
年
 

至
明
治
三
六
年

明
治
三
五
年
九
月

ガ 
ー
ニ
月
 

自
明
治
三
五
年
四
月
 

至
明
治
三
六
年
三
月

橋
梁
修
繕
f
備
金
•

加
佐
見
神
社
備
金

貸
附
利
子
収
納
簿

諸
帳
簿
井
.

器
械
受
渡
目
録
帳

明
治
三
十
一
年
度
伊
吹
区
歳
出
入
決
算

報
告
書

領
収
証
綴

区
長
当
選
通
知
書
類
•

書
記
事
務
手
当
 

金
通
知

事
務
日
誌
録
(

伊
吹
区
長
小
林
潔
)

 

金
銭
収
入
支
払
明
細
日
記
 

伊
吹
区
民
総
集
会
決
議
録
 

明
治
三
四
年
度
歳
出
入
決
算
簿
(

正
本
)

 

//(
副
本
)

 

区
費
仕
払
受
取
証
綴
 

区
会
設
置
一
件
書
類
 

別
途
仕
払
金
ュ
対
ス
ル
受
領
証
綴
 

領
収
証
綴

県
会
議
員
補
欠
選
挙
選
挙
人
名
表
 

領
収
証

明
治
三
十
五
年
度
歳
出
入
決
算
簿
(

稲
 

葉
郡
伊
吹
区
•

正
本
)

ク 
•

副
本
)

明
治
三
五
年
度
 
区
費
仕
払
受
領
証
綴

明
治
三
五
年
度
 
岐
阜
県
稲
葉
郡
歳
入
歳
出
決
算
書

明
治
三
六
年
六
月
蘇
原
村
々
会
議
員
選
挙
人
名
簿

五
四
六

五
四
七

五
四
八

五
四
九
 

五
五
〇

五
五
一

五
五
二

五
五
三

五
五
四

五
五
五

五
五
六

五
五
七

五
五
八

五
五
九
 

五
六
〇

五
六

一

五
六
二

五
六
三

五
六
四

五
六
五

五
六
六

五
六
七

五
六
八

五
六
九
 

五
七
〇

明
治
三
六
年
七
月

,

 
一0
r

明
治
三
六
年
度

自
明
治
H

六
年
四
月
 

至
明
治
三
七
年
三
月

自
明
治
三
六
年
四
月
 

至
明
洽
三
七
年
三
月
 

自
明
治
三
六
年
度
 

至
明
治
三
七
年
度

明
治
三
七
年
三
月

明
治
三
七
年
度
 

//

明
治
三
八
年
度
 

明
治
四
〇
年
以
降
 

明
治
四
二
年
八
月
 

明
治
四
二
年
度
 

明
治
四
三
年
度
 

明
治
四
四
年
度
 

明
治
四
四
年
七
月
 

//九
月
 

明
治
四
五
年
度
 

大
正
六
年
：〇
月

伊
吹
組
持

郡
会
諸
規
程
(

稲
葉
郡
)

村
会
議
員
•

区
長
在
職
中
書
類
 

通
常
岐
阜
県
稲
葉
郡
会
決
議
録
 

別
途
払
受
取
証
綴
(

付
•

収
入
調
実
)

 

区
費
仕
払
受
取
証
綴
 

岐
阜
県
稲
葉
郡
歳
入
歳
出
決
算
書
 

明
治
三
十
六
年
度
歳
入
出
決
算
簿
(

正
 

本
)

岐
阜
県
稲
葉
郡
酷1

 

稲
葉
郡
蘇
原
村
会
議
関
係
綴
 

諸
帳
簿井

：：

備
付
器
具
引
継
目
録
 

通
常
岐
阜
県
稲
葉
郡
会
決
議
録
 

岐
阜
県
稲
葉
郡
統
計
書

夕 
歳
入
歳
出
予
算
書
 

ッ 
歳
入
歳
出
変
更
予
算
 

"

 
歳
入
歳
出
予
算
書
 

議
会
関
係
書
類

規
約
貯
金
台
帳
(

伊
吹
第
有
号
組
)

蘇
原
村
会
議
案
綴

"

 
S
)

,

 
へ
第

九

、
：
：
 

3

 

/

 
广
第
：
.
.
ぐ

：
：
-

5!-こ

辞
令

依
願
免
職
通
知
 

蘇
原
村
会
議
案
綴
 

依
願
書
記
ヲ
免
ス

大
正
七
年
四
月
 

自
大
正
七
年
八
月
 

大
正
七
年
度

至
大
正
九
年

大
正
九
年

五
七
一

五
七
二

五
七
三

五
七
四

五
七
五

五
七
六

五
七
七

五
七
八

五
七
九
 

五
八
〇

五
八
一

五
八
二

五
八
三

五
八
四
明
治
三
三
年

五
八
五

五
八
六

五
八
七

五
八
八

か 
六
月
 

自
明
治
三
四
年
 

至
明
治
三
七
年

年
月
未
詳

事
務
日
誌
 

重
要
日
記

伊
吹
区
収
支
決
算
書
 

八
坂
神
社
経
常
費
領
収
証
綴
 

受
領
証
綴

伊
吹
区
費
•

義
勇
会
費
領
収
証
綴
 

収
支
決
算
書
(

副
本
)

領
収
証
類

区
長
代
理
者
辞
職
届
(

付
•

診
断
書
)

 

諸
帳
簿
•

器
具
引
継
目
録
 

帳
簿
引
継
目
録

伊
吹
区
北
山
墓
地
区
域
の
番
号
 

理
由
書
•

取
調
書
(

区
会
設
置
)

境
川
水
害
予
防
組
合
設
立
反
対
請
願
関
 

係
書
類
(

控
)

道
路
溜
池
修
繕
委
員
会
あ
て
領
収
書
 

修
繕
工
事
等
関
係
書
類
綴
 

改
正
二付
道
間
敷
取
調
記
 

法
書

(

勧
業
関
係
)

五
八
九
明
治
三
三
年
：月
森
林
開
墾
願

五
九
〇
明
治
三
九
年
九
月
木
曾
川
流
域
山
地
作
業
之
儀
二付
願

五
九
一
明
治
四
〇
年
一
月
森
林
開
懇
願
書
綴
(

付
•

図
面
)

五
九
二

明
治
四
二
年
一
月
開
墾
地
成
功
届



五
九
三
明
治
四
二
年
 

五
九
四
明
治
四
四
年
一
 

五
九
五
大
正
元
年

一

開
墾
地
成
功
届
 

賞
状
(

大
豆
三
等
)

 

//(
"
四
S

五
九
六

五
九
七

五
九
八

五
九
九
 

六
〇
〇
 

六〇一 
六
〇
二
 

六
〇
三
 

六
〇
四
 

六
〇
五
 

六
〇
六
 

六
〇
七
 

六
〇
八
 

六
〇
九
 

六 六 六 六 六 六 六

(

家
業
関
係
)

明
治
三
年
一
〇
月

明
治
八
年
 

明
治
九
年

明
治
一
〇
年
 

明
治
一
一
年

自
明
治
一
一
年
四
月八

月
九
月

明
治
一
二
年
一
月
 

明
治
ニ
ニ
年
二
月
 

明
治
一
四
年
一
月
 

"

 
正
月

拝
借
証
文
 

借
用
申
金
子
之
事
 

借
用
金
子
証
書
 

借
用
金
証
券

ク 
(

他
一
通
)

借
用
証
券

勘
定
取
調
(

借
用
金
)

精
算
勘
定
書
(

下
調
)

 

勘
定
書

貸
附
金
取
調
表
 

記
(

借
用
金
•

下
書
)

 

勘
定
書
 

受
取
証
 

借
用
金
証
券
 

借
用
金
証
書

勘
定
表
•

金
銀
差
引
名
簿
 

記
(

借
用
金
)

十
二
年
分
記
(

借
用
金
)

 

//
//(
//)
 

借
用
金
証
券

六
一
七

六
一
八

六
一
九

六
二
〇
 

六ニー 
六
ニ
ニ

六
二
三

六
二
四

六
二
五

六
二
六

六
二
七

六
二
八

六
二
九

六
三
〇

六
三

一

六
三
二

六
三
三

六
三
四

六
三
五

六
三
六

六
三
七

六
三
八

六
三
九

明
治
一
四
年
七
月
借
用
証

ク 
差
引
残
り
分
(

借
用
金
)

ク 
古
証
文
改
取
調
(

改
明
治
十
四
巳
年
： 

月
古
証
券
調
)

自
明
治
一
四
年
 
勘
定
書
 

明
治
一
五
年
四
月
借
用
金
証
券
 

明
治
一
六
年
八
月
借
用
証
券
 

(

付
•

明
治
一
七
年
一
月
地
所
書
入
借
用
金
証
券
)

明
治
一
七
年
二
月
株
券
書
入
借
用
証
券
 

証
(

借
用
金
証
綴
)

六
月
記
(

借
用
金
)

ガ 
九
月
地
所
書
入
借
用
金
証
券
 

ガ 
ー
〇
月
金
子
借
用
証
券
 

明
治
一
八
年
二
月
証
S
用
金
)

//
//借
用
証
券
 列

記
反
別
)

借
用
金
証
券
 

借
用
証
券

.
H

明
治
一
七
年
五
月
 

至
明
治
一
八
年
六
月

明
治
一
七
年

(

付
•

明
治
一
八
年
 

明
治
一
九
年

三
月
 

四
月
 

五
月
 

七
月
 

八
月
 

I

〇
月
 

I

二
月一

月
二
月

借
用
金
証
券
 

借
用
金
証

約
定
書
(

松
葉
代
金
)

 

借
用
証
券
 

勘
定
書
 

借
用
金
証

差
引
都
而
勘
定
証
書

六
四
〇

六
四

一

六
四
二

六
四
三

六
四
四

六
四
五

六
四
六

六
四
七

六
四
八

六
四
九
 

六
五
〇

六
五
一

六
五
二

六
五
三

六
五
四

六
五
五

六
五
六

六
五
七

六
五
八

六
五
九
 

六
六
〇

六
六

一

六
六
二

六
六
三

六
六
四

明
治
一
九
年
二
月

明
治
二
〇
年
 

明
治
ニ
ー
年

五
月

九
月

〇
月

四
月

二
月

五
月

九
月

一
〇
月

明
治
ニ
ニ
年
一
月
 

//■
//

へ
明
治
二
：-
年
一
月
ン
 

ベ
明
治
こ
：■
年
八
月
、

明
治
ニ
ニ
年
一
月
 

ク 
四
月
 

"

 
五
月
 

(

明
治
二
三
年
八
月
)

 

明
治
ニ
ニ
年
五
月

至
明
治
四
〇
年
二
月

明
治
ニ
ニ
年
八
月

追
加
抵
当
証
書 

一

 
六
六
五
 

借
用
証
(

付
六
通
) 
一 
六
六
六
 

記
(

借
用
金
•

付
三
通
) 
一 
六
六
七
 

借
用
金
証 
五 
六
六
八
 

金
子
借
用
証 
一 
六
六
九
 

約
定
証
(

借
用
金
•

下
書
) 
一 
六
七
〇
 

記
(

借
用
金
) 
一 
六
七

I

 

借
用
証
券 

一

 
六
七
二
 

約
定
証
(

借
用
金
) 

一

 
六
七
三
 

記
(

借
用
金
) 
二 
六
七
四
 

借
用
金
一
件 

一

 
六
七
五
 

証
(

借
用
金
) 

一

 
六
七
六
 

地
所
書
入
借
用
金
証
書
•

抵
当
地
明
詳

 
六
七
七
 

証 
一 
六
七
八
 

日
延
御
願 
一 
六
七
九
 

借
用
金
証
券 
一 
六
八
〇
 

金
子
借
用
証 
一
六
八

一

 

記
(

借
用
金
お
ぼ
え
) 
一 
六
八
二
 

金
子
借
用
証
(

写
) 

一

 
六
八
三
 

記
(

借
用
金
) 
九
 
六
八
四
 

借
用
証 
一 
六
八
五
 

借
用
証
券
延
期
証 

一

 
六
八
六
 

ク 
(

写
) 
一 
六
八
七
 

命
令
書
(

貸
金
請
求
の
件
) 
一 
六
八
八
 

要
件
日
記
(

借
用
金
覚
関
係
) 
一 
六
八
九
 

済
U

証
(

写
) 
一 
六
九
〇.

四
月

七
月

自
明
治
二
三
年
 

至
明
治
二
五
年

明
治
二
四
年

明
治
二
五
年

明
治
二
六
年
 

明
治
二
六
年
 

明
治
二
六
年

三
月

四
月

七
月

八
月

〇
月

-

月
六
月

四
月

六
月

八
月

九
月

証
書
(

借
用
金
)

証
 
"

地
所
書
入
借
用
金
証
券
 

金
員
借
用
証
券
 

約
定
証
書
 

約
定
書
 

借
用
金
証
券
 

地
所
書
入
借
用
金
証
券
 

証
(

借
用
金
)

約
定
書
(

借
用
金
一
件
)

 

差
入
証
 

証
(

写
)

証
(

借
用
金
)

証
(

受
取
綴
)

記
(

借
用
金
)

特
約
証
書
(

借
用
金
)

記
(

借
用
金
)

約
定
書
(

借
用
金
一
件
)

 

記
(

借
用
金
)

借
用
金
証
券
 

記
(

借
用
金
)

借
用
金
証
券
 

借
用
金
証
券
 

地
所
入
借
用
金
証
書



六
九

一

六
九
二

六
九
三

六
九
四

六
九
五

六
九
六

六
九
七

六
九
八

六
九
九
 

七
〇
〇
 

七
〇
一
 

七
〇
二
 

七
〇
三
 

七
〇
四
 

七
〇
五
 

七
〇
六
 

七
〇
七
 

七
〇
八
 

七
〇
九
 

七
一
〇
 

七
一
-

 

七
 

ーニ

七
一
三

七
一
四

七一

五

七
一
六

明
治
二
七
年
一
月
 

明
治
二
八
年
一
：月
 

明
治
二
九
年
五
月
 

明
治
三
二
年
五
月
 

"

 
九
月

自
明
治
三
五
年
 

至
明
治
四
二
年

明
治
三
六
年
九
月

明
治
三
七
年
一

ガ 
ー

明
治
三
八
年

明
治
三
九
年
 

明
治
四
〇
年
 

明
治
四
一
年

明
治
四
二
年
 

大
正
五
年
 

大
正
六
年
 

//

大
正
八
年
 

大
正
九
年

六
月

八
月

三
月

二
月

二
月

五
月

一
〇
月一

月
四
月

九
月

二
月

二
月

三
月

九
月

二
月

記
(

借
用
金
)

 

返
済
証
書
 

借
用
金
証
券

金
員
借
用
証
券
 

受
取
証
 

借
用
金
証
券
 

受
取
証

証
(

借
用
金
)

借
用
証
券
 

借
用
金
証
券
 

借
用
金
証
書
 

借
用
金
証
券
 

借
用
証
書
 

保
証
書
 

借
用
金
証
書
 

受
領
書
 

借
用
金
証
書
 

借
用
金
延
期
副
約
証
 

約
束
手
形
 

証
(

領
収
書
)

金
員
借
用
証
券
 

借
用
証
書
 

金
員
借
用
証
券

七
一
七

七
一
八

七
一
九
 

七
二
〇
 

七
二

一

 

七
ニ
ニ

七
二
三

七
二
四

七
二
五

七
二
六

七
二
七

七
二
八

七
二
九
 

七
三
〇

七
三
一

七
三
二

七
三
三

七
三
四

七
三
五

七
三
六

七
三
七

七
三
八

七
三
九
 

七
四
〇

七
四

一

七
四
二

大
正
九
年

 
約
束
手
形
 

大
正
一
〇
年
:.月
金
員
借
用
証
券

グ 
六
月
金
華
合
資
会
社
員
相
互
間
ノ
契
約
証
書
 

ク 
"

 
金
華
合
資
会
社
定
款
 

ク 
•

二
月
借
用
金
証
書

大
正
一
一
年
六
月
 

大
正
一
一
年
九
月
 

大
正一一

一
年
五
月
 

//
//

"

 
八
月
 

//九
月
 

"

 
二
月
 

大
正
一
三
年
三
月
 

大
正
一
三
年
七
月

ク 
ー
ニ
月

大
正
二
-

一
年
一
二
月
 

大
正
一
三
年
二
一
月
 

大
正
一
四
年
二
月
 

大
正
一
四
年
八
月
 

ク 
ー
〇
月
 

夕 
一
二
月
 

大
正
一
五
年
一
一
月
 

大
正
期
(

年
月
未
詳
)

 

昭
和
二
年
九
月

約
束
手
形
 

受
領
書
 

命
令
書
 

借
用
金
証
書
 

領
収
書

弁
済
証
書
 

金
子
借
用
証
書
 

期
日
呼
出
状
 

領
収
書
 

請
求
書

貸
金
受
領
証
書
 

領
収
証
 

弁
済
証
書
 

金
員
借
用
証
券
 

弁
済
証
書

領
収
書
(

蘇
原
銀
行
)

 

金
員
借
用
証
券
 

貸
金
受
領
証
書
 

貸
金
領
収
書

七
四
三

七
四
四

七
四
五

七
四
六

七
四
七

七
四
八

七
四
九
 

七
五
〇

七
五
一

七
五
二

七
五
三

七
五
四

七
五
五

七
五
六

七
五
七

七
五
八

七
五
九
 

七
六
〇

七
六

一

七
六
二

七
六
三

七
六
四

七
六
五

七
六
六

七
六
七

七
六
八

昭
和
三
年
 

昭
和
五
年
 

昭
和
六
年
 

昭
和
九
年

四
月

九
月

二
月一

月
二
月

九
月

年
未
詳
一
月

 

"

 
五
月
 

//ム
爿
 

年
月
未
詳

明
治
三
年
一
二
月
 

//
//

明
治
五
年
七
月
 

明
治
六
年
正
月
 

自
明
治
九
年
：
一
月
 

明
治一.

一
年
一
月
 

自
明
治
一
四
年
一
月

自
明
治
一
四
年
 

至
明
治
一
五
年

明
治
一
五
年
旧
正
月

//一
〇
月

自
明
治
：
ii年

 

至
明
治
■

六
年
 

自
明
治
一
七
年
 

至
明
治
：八
年

明
治
一
九
年
一
月
 

"

 
ニ
ー
月

金
員
借
用
証
書
 

返
済
証
書

金
子
借
用
証

(

借
用
金
)

証
(

受
取
証
)

資
本
金
証

日
記
書
証
(

貸
金
記
録
他
)

 

借
用
申
金
証
書
(

雛
形
)

 

午
年
迄
手
帳
お
ぼ
へ
 

金
銀
出
入
勘
定
帳
 

金
子
出
入
差
引
記
 

金
銭
出
入
帳

金
銀
出
入
調
簿
 

諸
金
銀
出
入
名
簿
 

要
件
日
記
 

現
金
通
 

御
酒
通
 

金
銭
出
入
帳

弟
入
申
証
(

地
所
買
受
)

七
六
九
 

七
七
〇

七
七

一

七
七
二

七
七
三

七
七
四

七
七
五

七
七
六

七
七
七

七
七
八

七
七
九
 

七
八
〇

七
八
一

七
八
二

七
八
三

七
八
四

七
八
五

七
八
六

七
八
七

七
八
八

七
八
九
 

七
九
〇

七
九

一

七
九
二

七
九
三

明
治
二
〇
年
度
 

//一
〇
月

明
治
ニ
ニ
年

"

 
一
月
 

"

 
五
月
 

"

 
八
月
 

明
治
二
三
年
二
月
 

//九
月I

〇
月
 

//
□
月

明
治
二
四
年
一
月
 

〃 
二
月
 

"

 
三
月

小
作
米
金
納
記
 

講
金
掛
金
記
書
 

"
金
銭
出
納
簿

田
畑
小
作
米
入
記
 

委
任
状
(

地
所
質
入
登
記
請
求
)

 

一
月
山
木
地
所
売
却
記
 

"
約
定
書
(

木
材
売
払
)

肴
之
通
帳

財
産
調
ユ
関
ス
ル
証
 

家
督
相
続
ユ
付
地
所
譲
渡
之
証
 

金
銭
出
入
帳
 

諸
道
具
売
払
帳
 

諸
道
具
売
払
勘
定
帳
 

地
所
売
渡
証
券
 

地
所
•

建
物
証
明
願
控
綴
 

地
所
売
渡
証
 

万
覚
帳

土
地
関
係
売
渡
証
類

家
政
改
革
 

家
政
改
革
 

家
政
改
革
 

売
渡
証
控
綴
 

金
銭
出
納
帳
 

地
所
売
渡
之
証
券
 

修
膳
費
記
(

控
)

地
所
売
渡
証
控
綴
 

地
所
売
渡
明
細
記
控
 

地
所
•

建
物
•

立
木



七
九
四

七
九
五

七
九
六

七
九
七

七
九
八

七
九
九
 

八
〇
〇
 

八〇一 
八
〇
二
 

八
〇
三
 

八
〇
四
 

八
〇
五
 

八
〇
六
 

八
〇
七
 

八
〇
八
 

八
〇
九

明
治
二
四
年

明
治
二
七
年
一
二
月
 

明
治
二
八
年
一
二
月
 

明
治
三
〇
年
三
月

自
明
治
三
〇
年
 

一〇月

明
治
三
二
年
三
月
 

明
治
三
四
年
五
月
 

(

明
治
三
五
年
)
三
月
 

明
治
三
六
年
六
月
 

明
治
三
六
年
一
一
月
 

明
治
三
七
年
旧
八
月
 

明
治
四
〇
年
九
月

地
所
売
渡
証
券
 

御
願
(

財
産
管
理
者
の
件
)

 

地
所
売
渡
証
券

八
大
正
一
 

九 
"

大
正
 

大
正
 

大
正
 

大
正
 

大
正
'

四
年
 

五年 
七年 

八年 
〇年

八
一
六
 
グ

八
一
七
大
正一一

年

諸
器
具
買
収
代
金
控
帳
，

添
家
改
築
工
事
書
類
入
 

金
銭
出
納
簿
 

戸
籍
謄
本
 

地
所
売
渡
仮
証

伐
木
柴
刈
作
業
の
件
(

岐
阜
県
指
令
)

新
倉
移
転
ュ
付
職
人
•

日
雇
記
(

控
)

新
倉
移
転
-

一
付
入
費
精
算
記
 

家
屋
建
築
平
面
図
案
入
 

小
作
契
約
書
(

釧
路
国
足
寄
•

付
一
通
)

 

二
月
土
地
登
記
の
件
に
つ
き
書
状
 

九
月
戸
籍
抄
本

土
地
基
帳
名
儀
訂
正
願
•

証
明
願
 

四
月
契
約
証
 

六
月
登
記
申
請
書
 

ク 
土
地
表
示
名
義
人
変
更
申
請
書
 

ク 
戸
籍
抄
本

二
月
保
証
書
(

登
記
義
務
者
ノ
人
違
ヒ
ナ
キ

コ
ト
ノ
)

代
理
委
任
状

五
月
保
証
書
(

登
記
義
務
者
-

一
人
違
ヒ
ナ
キ

八

一

 
八一八

二
〇
 
y

 

八ニー 
"

八
ニ
ニ
 
ダ

八
二
三
大
正
一

八
二
四
 

夕

八
二
五
 

〃

八
二
六
 

ク

八
二
七
 

ク

八
二
八
 
y

八
二
九
 

か 

八
三〇 
"

八三ー 
ガ

八
三
二
 

〃

八
三
三
 

〃

八
三
四
 

か 

八
三
五
大
正
一
三
年
 

八
三
六
大
正
一
四
年

八
三
七
 

ク

八
三
八
 

〃 
一

八
三
九
 

〃 

八
四
〇
昭
和
一
一
年

八四一 
か 

八
四
ニ
 
ク

七
月
郵
便
局
ョ
リ
ノ
領
収
証
書
類
 

九
月
立
木
売
買
公
正
証
書
正
本
 

ク 
戸
籍
謄
本

:

■

月
委
任
状
(

所
有
権
移
転
登
記
)

M

一
月
配
当
要
求
申
立
書
 

一
月
通
知
書

ク 
不
動
産
競
売
期
日
通
知
書
 

ク 
不
動
産
競
売
手
続
開
始
決
定
 

二
月
不
動
産
競
売
期
日
通
知
書
 

三
月
不
動
産
売
買
取
下
願
 

四
月
支
払
命
令
 

//
//

〃 
委
任
状
(

登
記
申
請
)

五
月
抵
当
権
一
部
解
除
証
書
 

ク 
土
地
表
示
名
義
人
変
更
申
請
書
 

九
月
保
証
書
(

登
記
義
務
者
'
-

人
違
ヒ
ナ
キ

コ
ト
ノ
)

委
任
状
(

登
記
申
請
)

ク 

C

 
"
)

一
月
保
証
書
(

不
動
産
登
記
)

ク 
抵
当
権
一
部
解
除
証
書
 

二
月
通
知
書
(

小
作
問
題
交
渉
に
関
し
て
)

 

土
地
台
帳
謄
本
下
附
願
(

雛
形
)

三
月
土
地
売
渡
契
約
証
書
 

四
月
名
義
人
表
示
更
生
登
記
申
請
書
 

夕 
名
義
人
表
示
変
更
登
記
申
請
書

八
四
三
 

〃 
委
任
状
(

所
有
権
移
転
登
記
)

八
四
四
 

ッ 
頃
 
不
動
産
関
係
書
類
綴
 

八
四
五
年
未
詳
四
月
委
任
状

八
四
六
年
月
未
詳
 
申
請
書
(

不
動
産
関
係
)

八
四
七
 

か 
地
所
売
渡
証
券
(

雛
形
)

八
四
八
 

ッ 
西
手
右
垣
井
板
塀
諸
匠
書
付
入

八
四
九
 

ッ 
物
品
賃
貸
借
契
約
公
正
証
書
謄
本
 

八
五
〇

 
ッ 
金
銭
出
納
書

八
五
一
年
月
未
詳
(

明
治
期
)
出
納
帳

八
六
七
大
正一

五
年
一
月
書
状

八
五
二
明
治
六
年

八
五
三

八
五
四

八
五
五

八
五
六

八
五
七

八
五
八

八
五
九
 

八
六
〇

八六一
八
六
二

八
六
三

八
六
四

八
六
五

八
六
六

明
治
ニ
ニ
年
 

明
治
二
三
年

明
治
二
四
年
 

明
治
三
四
年

大
正
二
年
 

大
正
九
年
：

大
正
一
〇
年
 

大
正
ニ
ニ
年
 

大
正
一
四
年

御
祝
儀
請
ノ
控
大
野
五
平
方
江
縁
組
詳
 

-

一記

二
月
改
名
御
願
 

四
月
美
よ
病
気
見
舞
覚
 

五
月
美
よ
葬
式
ユ
付
香
料
受
納
帳
 

ク 
小
林
潔
養
母
美
よ
死
亡
忌
中
見
舞
之
覚
 

四
月
御
願
(

家
名
ヲ
廃
ン
復
籍
の
件
)

五
月
釈
慰
空
童
子
葬
式
香
料
簿

俗
名
文
蔵
•

源
蔵
葬
式
関
係
綴
 

四
月
廃
家
再
興
届
 

〇
月
小
林
潔
病
気
見
舞
覚
 

か 
国
勢
調
査
申
告
書
 

■

月
小
林
潔
死
亡
香
奠
請
姓
名
簿
 

九
月
小
林
敏
郎
死
去
香
奠
1i 

;

月
書
簡
(

浅
沼
銀
行
加
納
支
店
よ
り
)

 

:

月
郵
便
は
が
き
(

小
林
：郎
宛
)

八
六
八

八
六
九
 

八
七
〇

八
七

一

八
七
二

八
七
三

八
七
四

八
七
五

八
七
六

八
七
七

八
七
八

八
七
九
 

八
八
〇

八
八
一

八
八
二

八
八
三

八
八
四

八
八
五

八
八
六

八
八
七

八
八
八

八
月

二
月

詳

(

社
会
関
係
)

自
明
治
一
八
年
一
二
月
 

至
明
治
.：:!
年
九
月

明
治
一
九
年
二
月
 

明
治
二
〇
年
六
月
 

"

 
七
月
 

六
月
 

四
月
 

七
月
 

八
月
 

九
月

明
治
二
一
年
 

明
治
ニ
ニ
年
 

明
治
二
三
年

明
治
一
八
年
 

明
治
二
七
年
一
 

明
治
二
八
年

一月
三
月

四
月

〃
(

病
気
見
舞
の
件
)

書
簡
類
(

小
林
一
郎
宛
)

本
年
弍
拾
三
齢
男
子
御
身
上
及
御
運
気
 

吉
凶
ノ
如
何

大
野
齢
司
関
係
書
類
 

御
伺
書
(

告
訴
取
り
下
げ
の
件
)

支
払
命
令
書

約
定
金
請
求
の
件
(
(

訴
訟
入
費
明
細
)

 

裁
判
言
渡
書
 

河
合
亀
二
郎
一
件
書
類
 

呼
出
状
(

岐
阜
治
安
裁
判
所
)

和
合
村
永
田
長
右
衛
門
一
件
書
類
入
 

白
木
徳
二
郎
関
係
書
類

教
導
園
入
学
関
係
書
類
 

任
陸
軍
歩
兵
一
等
軍
曹
(

小
林
潔
)

 

征
清
紀
念
章
進
呈
(
〃 
)

引
継
書

帰
郷
届
(

小
林
潔
)

戦
功
褒
賞
金
(
ッ 
)

給
助
金
請
求
書



八
八
九
 

八
九
〇

八九一
八
九
二

八
九
三

八
九
四

八
九
五

八
九
六

八
九
七

八
九
八

八
九
九
 

九
〇
〇
 

九〇一 

九
〇
二

九
〇
三
 

九
〇
四
 

九
〇
五
 

九
〇
六
 

九
〇
七
 

九
〇
八
 

九
〇
九
 

九
一
〇
 

九
一
-

明
治
二
九
年
 
六
月
 

"

 
一
〇
月 

"

 
二
月
 

明
治
三
二
年
二
月

明
治
三
三
年
九
月
 

//
// 

明
治
三
四
年
一
一
月
 

明
治
三
五
年
一
一
月
 

明
治

明
治
三
七
年
二
月

ク 
ー
ニ
月
 

明
治
三
八
年
三
月
 

ク 
九
月

明
治
三
九
年

明
治
四
一
年
一

明
治
四
三
年
 

"

 
一 

明
治
期
 

大
正
一
五
年

〇
月

四
月

八
月

〇
月//六

月
-

月

一
時
金
下
渡
通
知
(

戦
役
ノ
功
-
-
;

ヨ
リ
)

 

給
助
金
(

軍
隊
)

受
領
証
(

給
助
金
)

戦
勝
紀
念
碑
関
係
(

領
収
書
•

仕
払
証

壽
)

恤
兵
寄
附
金
申
出
書
 

恤
兵
関
係
書
類
 

式
辞
(

戦
勝
紀
念
碑
)

恤
兵
金
寄
附

征
清
紀
念
碑
(

碑
文
下
書
か
)

宣
戦
大
詔

日
露
戦
役
恤
兵
費
収
納
簿
(

正
本
)

 

国
民
兵
召
集
令
通
達
書
 

軍
資
金
献
納
(

謝
状
)

命
第
一
〇
四
号
(

臨
時
国
民
歩
兵
第
一
 

大
隊
)

分
任
事
務
引
継
目
録
(

陸
軍
)

戦
功
褒
賞
金

訓
示
(

陸
軍
大
臣
寺
内
正
毅
)

義
勇
艦
隊
建
設
醵
金
(

小
林
潔
)

戊
申
証
書
 

兵
役
免
除
 

履
歴
書
(

小
林
潔
)

受
領
者
心
得

寄
付
金
謝
状
(

在
郷
軍
人
会
よ
り
小
林
 

一郎
)

年
月
未
詳
(

明
治
期
)

腹
歴
書
(

小
林
潔
)

年
月
未
詳
 
.

一
十
六
日
間
褒
賞
休
暇
免
許
証

九
一
七

九
一
八

九
一
九
 

九
二
〇
 

九ニー
九
ニ
ニ

九
二
三

九
二
四

九
二
五

九
二
六

明
治
二
四
年
一
〇
月
 

明
治
二
六
年
九
月
 

明
治
三
一
年
八
月

(

文
化
関
係
)

 

明
治
一
一
年
八
月
 

明
治
一
九
年
一
月
 

自
明
治
ニ
ニ
年
四
月
 

明
治
二
七
年
七
月
 

明
治
三
〇
年
立
春

明
治
三
八
年
：〇
月
 

昭
和
一
〇
年
三
月

明
治
三
一
年
八
月五

月
八
月

四
月

岐
阜
県
'>
 

震
災
状
況
書
類
綴
 

岐
阜
県
水
害
地
略
図
 

海
嘯
罹
災
者
救
恤

小
学
日
本
地
誌
略
(

巻
之
..)

大
日
本
明
細
道
中
全
図
 

見
聞
記
事

歌
学
作
法
指
南
(

川
上
文
彦
)

美
濃
•

尾
張
•

伊
勢
三
国
地
理
変
革
略
 

図
関
谷
清
景
(

山
田
徳
次
郎
写
)

 

稲
葉
郡
教
育
会
通
常
会
員
之
証
 

御
届
(

学
務
委
員
辞
職
•

小
林
潔
)

 

褒
状
(

蘇
原
尋
常
高
等
小
学
校
)

薬
師
堂
再
建
決
算
書
類
 

夕 
関
係
書
類
綴
 

ガ 
金
品
有
志
帳
)

か 
諸
件
品
)

ク 
ュ
付
受
入
支
払
)

石
薬
師
如
来
堂
宇
再
建
上
棟
式
「 

志
品
薄

九
二
八

九
二
九
 

九
三
〇

九
三

一

九
三
二

九
三
三

九
三
四

九
三
五

九
三
六

九
三
七

九
三
八

九
三
九
 

九
四
〇

九四一
九
四
二

九
四
三

九
四
四

九
四
五

九
四
六

九
四
七

九
四
八

九
四
九
 

九
五
〇

明
治
三
二
年
四
月
 

明
治
三
三
年
一
月

ク 
五
月

明
治
三
四
年
六
月
 

明
治
三
五
年
七
月

大
正
七
年
二
月
 

//度

大
正
七
•

八
年
度
 

大
正
八
年
三
月

大
正
九
年
三
月

薬
師
堂
再
建
ュ
付
支
払
決
算
書
(

謄
本
)

 

世
話
係
依
頼
書
(

仏
教
各
宗
教
会
)

 

御
料
地
及
立
木
下
付
願
関
係
書
類
(

八 

坂
神
社
)

地
方
用
係
依
嘱
(

日
本
大
菩
提
会
本
部
)

 

委
嘱
書
(

伊
勢
神
宮
敬
参
会
•

小
林
潔
)

 

八
坂
神
社
土
地
名
儀
誤
謬
証
正
書
類
 

差
入
証
(

八
坂
神
社
基
本
金
)

八
坂
神
社
幣
殿
造
営
臨
時
費
領
収
証
綴
 

神
社
費
収
支
決
算
書
 

収
納
簿

八
坂
神
社
関
係
書
類
 

連
帯
寄
附
物
品
精
算
書
領
収
書
綴
 

幣
殿
竣
工
•

村
社
加
列
•

鳥
居
造
営
奉
 

告
祭
費
領
収
証
綴
 

徴
集
原
簿

八
坂
神
社
幣
殿
造
営
臨
時
費
領
収
証
綴
 

神
社
費
収
支
決
算
書
(

副
本
)

八
坂
神
社
通
常
費
受
領
証
綴
 

感
謝
状
(

八
坂
神
社
)

原
野
買
入
ノ
件
(

八
坂
神
社
基
本
財
産
)

 

八
坂
神
社
村
社
加
列
•

幣
殿
造
常
•

鳥
 

居
建
矜
奉
告
祭
費
決
算
書
(

副
本
}

八
坂
神
社
重
要
書
類
綴
 

八
坂
神
社
.
i
.

関
ス
ル
諸
事
覚
(

控
)

心
■
^
汰
成
Y
も
'

V-山
汁
.
^

—
,1
.■分

ft'!収

(

戦
後
編
年
の
ま
ま
)

九
五
一
昭
和
ニ
ニ
年
三
月
売
渡
証
書 
一 

九
五
二
 
"

 
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
第
一
六
条
第
 

二
九
条
に
ょ
る
登
記
証

(

『各
務
原
市
文
書
史
料
目
録
』三
号
に
二
十
一
点
所
収
し
た
。
そ
の
後
大
量
に
発
 

見
さ
れ
た
の
で
、
三
号
所
収
の
文
書
も
含
め
分
類
•

整
理
し
た
。)



七
坂
井
峯
氏
所
蔵
文
書
(

追
加
分
)

(

各
務
原
市
蘇
原
古
市
場
町
)

八

、水
田
長
年
氏
所
蔵
文
書
(

追
加
分
)

(

各
務
原
市
蘇
原
坂
井
町
)

(

編
年
の
ま
ま
)

 

享
保
四
年
二
月
 

年
未
詳
八
月
 

寛
政
七
年
十
一
月
 

天
保
十
二
年
二
月

小
林
助
之
進
事
国
富
左
近
灯
明
料
寄
進
状
. 

吉
田
家
々
nl年
賀
請
求
書
状
 

坂
井
宗
等
清
祓
次
第
許
状
(

吉
田
家
)
一 

坂
井
宗
信
六
根
清
浄
大
祓
許
状
(

吉
田
 

家
)

年
未
詳
丑
二
月
軽
尻
依
頼
の
覚
 

年
未
詳
酉
三
月
神
職
改
名
許
状
 

年
月
未
詳
 
八
幡
宮
初
尾
米
旧
復
し
願
 

明
治
十
二
年
四
月
教
導
職
辞
令

(

『各
務
原
市
文
書
史
料
目
録
』
三
号
の
追
加
分
。)

三四五六七八九 
一〇

(

支
配
関
係
)

 

明
和
七
年
五
月
 

文
化
三
年M

月 

天
保
四
年
九
月
 

天
保
一
一
年
三
月
 

天
保
ニ
ニ
年
四
月

天
保
一
四
年
八
月
 

万
延
申
年
閏
三
月
 

寅
年
一
二
月
 

巳
年
四
月

午
年
 

申
年
 

酉
年
 

戌
年
 

年
未
詳

〇
月

正
月

正
月

五
月

六
月

二
月

八
月

御
高
札
の
趣
請
書
一
札
 

米
価
下
直
に
付
高
札
趣
覚
 

御
触
書
写
(

坂
井
村
)

公
儀
御
法
度
之
条
々
 

御
触
書
請
印
帳
(

茶
屋
女
隠
売
之
儀

•  

付
被
仰
渡
之
趣
村
々
請
印
帳
)

金
銀
貸
借
利
足
之
儀
に
付
触
 

御
料
所
御
改
革
申
渡
請
印
帳
 

人
相
書
改
仰
せ
出
し
趣
 

柴
田
善
之
丞
品
々
被
仰
渡
書
写
 

助
郷
免
除
願
に
付
触
書
 

金
銀
引
替
通
達

御
料
所
国
々
代
官
所
出
願
禁
止
触
 

根
返
等
之
損
木
有
之
者
早
々
可
被
届
事
 

辻
六
郎
左
衛
門
御
触
控
(

各
務
郡
)

笠
松
郡
代
役
所
御
触

瀧
小
右
衛
門
申
渡
覚

御
林
立
木
見
分
連
絡

柴
田
善
之
丞
触
書
控

酒
肴
何
-

一
て
も
振
舞
申
間
敷
事
(

案
文
)

別
段
申
渡
シ

ニーニニ二
三

二
四

二
五

二
六

二
七

二八二
九
 

三
〇
 

三
|

三
二

三
三

三
四

三
五

三
六

三
七

三
八

三
九
 

四
〇

四

一

四
二

四
三

二年 
二年 

二
年一

 
二年 

七年 
九
年

五
月

四
月

二
月

七
月

八
月

三
月

二
年
一
二
月
 

四
年
六
月

(

貢
租
関
係
)

 

延
宝
六
年
三
月
 

天
和
三
年
四
月
 

元
禄
九
年
正
月
 

元
禄
ニ
ー
年
三
月
 

元
禄
一
一
一
一
年
二
月
 

元
禄
一
六
年
一
二
月
 

宝
永
二
年
三
月
 

〃 
一
二
月
 

享
保
一
三
年
二
月
 

"

 
三
月
 

八
月
 

五
月
 

九
月
 

六
月

享
保
一
四
年
 

享
保
一
九
年

新
開
畑
地
石
高
覚
 

畑
地
石
高
書
上
 

田
畑
起
返
書
上
(

案
文
)

 

検
地
田
畑
一
筆
限
小
前
帳
 

検
地
図
(

下
書
)
各
務
郡
 

坂
井
村
持
高
改
人
別
覚
帳
 

出
作
高
井
仕
切
帳
 

昨
卯
年
郷
帳
(

東
門
村
)

年
貢
米
請
取
覚

御
蔵
前
入
用
金
請
取
覚
 

端
米
請
取
覚
 

請
取
金
子
之
事
 

年
貢
米
加
免
覚
 

端
米
請
取
覚
 

免
状

遠
所
金
請
取
覚
 

人
馬
賃
上
納
入
用
金
請
取
覚
 

年
貢
欠
米
代
納
入
用
金
請
取
覚
 

小
役
割
賦
金
受
取
覚
 

年
貢
諸
入
用
金
請
取
覚

小
役
割
賦
金
猜
取
覚

四
四
元
文
 

四
五
元
文

四
六

四
七

四
八

四
九
 

五
〇

五一五二
五
三

五
四
元
文
 

五
五
寛
保
 

五
六 
"

 

五
七
寛
保
 

五
八
延
享
 

五
九
延
享
 

六
〇
 
"

 

六一

延
享
 

六
二 
"

 

六
三
宝
暦
 

六
四
宝
暦
 

六
五
 
"

 

六
六
宝
暦
 

六
七
明
和
 

六
八
明
和
 

六
九
 
"

元
年
八
月
年
貢
諸
入
用
金
請
取
覚

 
一 

三

年

二

月

//

三
月

 
ガ

"

 
小
役
割
賦
金
請
取
覚
 

四
月
年
貢
納
入
用
金
請
取
覚
 

五
月
遠
所
役
金
請
取
覚
 

ク 
年
貢
納
入
用
金
受
取
覚
 

七
月
小
役
金
請
取
覚
 

ク 
年
貢
金
受
取
覚

八
月
年
貢
納
入
用
金
受
取
覚

 
一 

六
年
二
月
年
貢
納
入
用
金
請
取
覚
 

元
年
一
二
月
御
用
村
仕
立
覚 

：

二
年
七
月
年
貢
米
勘
定
皆
済
覚
 

二
年
四
月
年
貢
減
額
願
 

三
年
三
月
遠
所
金
請
取
覚

一
二
月
各
務
郡
御
料
所
村
々
年
貢
減
額
要
求
 

一

 

四
年
正
月
御
膳
籾
津
出
.

ン願 

：

 

年
貢
納
入
用
欠
米
代
請
取
通

 

一

 

五
年一

〇
月
山
年
貢
納
入
年
数
調
返
答
書
 

六
年
六
月
船
積
米
請
取
通

 

一

 

一
二
月
坂
井
村
子
年
免
割
帳
 

九
年
七
月
皆
済
目
録
請
印
覚
 

六
年

 
夫
食
米
拝
借
願 
■ 

七
年
九
月
積
下
申
御
城
米
事

一
二
月
夫
食
物
借
金
の
ぅ
ち
年
賦
割
合
金
請
取
覚
一



九九九九九八八八八八八八八八八七七七七七
四三二一〇九八七六五四三二——〇九八七六五

%n nun m
三
年
六
月
 

"
八
月
 

六
年
一
二
月
 

11年

正
月
 

四
年
六
月
 

二
年
六
月
 

三
年
二
月
 

七
年
正
月
 

"

 
一
二
月 

元
年
八
月
 

元
年
一
二
月
 

四
年
三
月
 

子
年
三
月四

月
 

七
月
 

I

〇
月

七
〇
安
永
四
年
四
月
 

七
一
天
明
五
年一一

月 

七
二
寛
政
六
年
三
月
 

七
三
寛
政
九
年
一
二
月
 

七
四
寛
政
一
〇
年
三
月

午
年
年
貢
皆
済
目
録

遠
所
金
等
請
取
覚

貯
銭
受
取
覚

人
馬
船
賃
割
賦
金
請
取
覚

酉
年
ヨ
リ
巳
年
迄
九
ヶ
年
ノ
内
御
囲
稗

小
前
帳

定
式
人
馬
船
賃
割
賦
金
請
取
覚
 

干
損
御
注
進
申
上
書
 

坂
井
村
御
年
貢
御
割
附
写
帳
 

定
式
会
船
賃
割
賦
金
請
取
覚
 

調
達
金
預
り
証
文
 

辰
畑
方
皆
無
引
割
渡
.

ン帳 

申
御
年
畑
米
之
覚
帳
 

年
貢
御
免
定
願
 

冥
加
金
請
取
覚
 

郡
中
割
賦
金
請
取
覚
 

東
門
米
売
付
覚
帳
 

丑
畑
方
引
割
賦
帳
 

辰
三
月
割
人
別
帳
(

坂
井
村
)

年
貢
勘
定
仕
切
 

祝
儀
出
入
内
済
証
文
 

廻
米
納
入
用
金
受
取
覚
 

郡
中
割
賦
金
請
取
覚
 

年
貢
廻
米
籾
納
入
用
書
付
覚
 

年
貢
金
請
取
覚
 

年
貢
納
入
用
金

九
五

九
六

九
七

九
八

九
九
 

〇
〇
 

〇一 
〇
二
 

〇
三
 

〇
四
 

〇
五
 

〇
六
 

〇
七

〇
八

〇
九一〇

-

三一四一五一六一七一八一九

子
年

 
清
割
賦
覚
 

丑
年
正
月
年
貢
之
覚
 

か 
二
月
出
張
書
入
用
金
請
取
覚
 

//〃 
年
貢
米
入
用
之
事
 

ク 
"

 
年
貢
納
入
用
金
受
取
覚
 

か 
か 
御
廻
米
桑
名
迄
入
用
 

ク 
三
月
年
貢
金
割
賦
受
取
覚
 

ク 
四
月
遠
所
金
請
取
覚
 

ク 
五
月
 
"

"

 
六
月
 
"

ク 
七
月
盆
前
割
賦
金
請
取
覚
 

〃 
ッ 
廻
米
納
入
用
金
受
取
覚
 

//ッ 
子
御
廻
米
納
入
用
•

丑
夏
割
小
役
入
用
 

請
取
覚

"

 
八
月
納
入
用
欠
米
代
覚
 

ク 
九
月
大
坂
御
蔵
納
欠
米
代
請
入
用
受
取
覚
 

ク
ー
ニ
月
御
年
貢
仕
切
覚
 

〃 
"

 
御
年
貢
諸
渡
方
置
米
請
取
覚
 

ク 
"

 
納
入
用
太
餅
米
置
納
代
金
受
取
覚
 

ク 
"

 
小
役
入
用
金
受
取
覚
 

ク 
"

 
人
馬
船
賃
請
取
覚
 

//子
小
物
成
買
納
代
金
請
取
覚
 

寅
年
正
月
冥
加
上
納
金
請
取
覚
 

夕 
〃 
差
引
過
金
請
取
覚
 

//二
月
年
貢
米
金
請
取
覚
 

//閏
三
月
遠
所
金
請
取
覚

三
五一六一七一八一九 

四
〇

四一四
二

四
三

四
四

五
月

六
月

七
月

八
月

一
〇
月一

月
二
月

卯
年
七
月
 

//一
二
月三

月
七
月

八
月

一
〇
月

各
務
郡
幕
府
領
：一； か
村
年
貢
米
納
願
 

御
城
米
積
合
川
下
報
告
 

廻
米
籾
納
入
用
金
請
取
覚
 

畑
米
買
納
代
請
取
覚
 

年
貢
金
相
済
覚
 

金
子
上
納
覚
 

廻
米
買
納
代
請
取
覚
 

秋
割
賦
金
出
金
相
済
覚
 

寅
年
廻
米
に
つ
き
廻
状
覚
 

国
役
普
請
金
請
取
覚
 

御
上
納
金
預
り
覚
 

小
役
金
出
金
相
済
覚
 

年
貢
割
附
目
録
再
発
行
願
 

廻
米
廻
船
三
番
船
仰
付
願
 

小
役
金
請
取
覚
 

年
貢
米
請
取
覚
 

米
運
搬
に
付
諸
-A用
勘
定
覚
 

金
子
請
取
覚
 

端
米
請
取
証
文
 

春
役
御
普
請
請
取
覚
 

夫
食
返
納
金
請
取
覚
 

洪
水
損
に
付
御
膳
籾
免
除
願
 

皆
済
M
録
•

御
膳
籾
：心
数
にC

き
延
引
 

一
件
赦
免
願
 

普
請
割
賦
金
受
取
覚
 

辰
年
貯
永
請
取
覚

一四五 

i

■

四
六

一四七
一四八

一
四
九 

一
五
〇 

—五一
一五二

一五三

一

五
四

一

五
五

一

五
六

一
五
七

一

五
八

一五九 

一
六
〇 

ニハー
一六二

一六三
一
六
四

一六五
一六六

一六七
一六八

一
六
九

七
月
 

九
月
 

I

〇
月
 

11月

 

-

二
月
 

三
月
 

六
月

九
月
 

一
〇
月 

一
一
月

"

 
一
二
月 

未
年
二
月三

月
 

五
月
 

八
月
 

一
〇
月 

二
月
 

一
二
月

御
膳
代
籾
郷
蔵
詰
完
了
連
絡
覚
 

囲
籾
蔵
注
文

廻
米
納
入
用
金
井
欠
米
代
請
取
覚

年
貢
米
改
証
文

小
役
金
受
取
覚

餅
代
金
請
取
覚

米
代
請
取
覚

普
請
遠
所
金
受
取
覚

納
米
代
金
相
済
覚

普
請
人
足
賃
銀
請
取
覚

廻
米
籾
納
入
用
初
納
請
取
覚

午
年
宿
方
諸
入
用
割

笠
松
御
県
御
支
配
所
伊
吹
村
年
貢
米
切

手

， 

■ 

K

年
貢
諸
入
用
不
足
金
請
求

美
濃
御
廻
米
籾
土
用
金
請
取
覚

廻
米
請
取
覚

年
貢
米
受
取
覚

年
貢
米
改
日
延
願

笠
松
県
御
膳
籾
改
覚

年
貢
米
上
納
届

御
普
請
遠
所
金
受
取
覚

年
貢
納
入
用
金
受
取
覚

枯
松
御
払
代
上
納
請
取
覚

囲
籾
封
印
切
理
由
説
明
申
上
書

未
御
年
貢
勘
定
仕
切



I
七
〇

一七一
一七二 

I

七
三

一七四
一七五

一七六
一
七
七

一七八
一
七
九 

一
八
〇 

一
八
-

 

-

八
二 

-

八
三

一八四
一八五

一八六
一八七

一八八 

-

八
九
 

I

九
〇
 

一九一 

-

九
二
 

一九三 

'

九
四
 

一九五

二
月

六
月

八
月

正
月

四
月

六
月

七
月

八
月

正
月

三
月

四
月//六

月
九
月

船
不
都
合
に
つ
き
廻
米
納
入
延
引
願

廻
米
納
入
用
割
賦
金
請
取
覚

納
入
用
金
請
取
覚

遠
所
金
請
取
覚

年
貢
金
残
金
請
取
覚

国
役
普
請
金
受
取
覚

餅
米
買
納
代
金
請
取
覚

小
役
割
賦
金
請
取
覚

小
役
金
請
取
覚

御
年
貢
金
石
代
金
請
取
覚

廻
米
納
入
用
金
請
取
覚

囲
籾
改
証
文

廻
米
納
入
用
金
受
取
覚

廻
米
納
入
用
金
請
取
覚

小
役
割
金
請
取
覚

廻
米
納
入
用
金
請
取
覚

酉
御
年
貢
勘
定

定
式
金
船
賃
割
賦
金
受
取
覚

餅
米
代
上
納
金
受
取
覚

廻
米
運
賃
米
瀬
取
賃
覚

年
貢
入
用
残
銀
受
取
覚

小
役
割
金
請
取
覚

年
貢
納
入
用
追
割
賦
金
請
取
覚

年
貢
納
入
用
請
取
覚

年
貢
米
納
入
覚

諸
入
用
割
金
受
取
覚

一九六
一九七

一九八
一
九
九 

二
〇
〇
 

二〇一 
二
〇
二
 

二
〇
三

一〇四 
一〇五 

一〇六 
一
〇
七 

一〇八 
一
〇
九 

〇三
年

四五六一七一八一九 
二〇

亥
年
七
月
定
式
船
賃
割
賦
金
請
取
覚
 

//〃 
小
役
割
金
請
取
覚
 

//"
 
納
入
用
追
割
賦
金
請
取
覚
 

ッ 
八
月
琉
球
人
国
役
金
請
取
覚
 

か
閏
九
月
年
貢
米
納
入
用
金
取
立
廻
文
 

//一一 
月
御
廻
米
納
入
用
請
取
覚
 

//一
二
月
年
貢
米
石
代
金
受
取
覚
 

ク 
"

 
定
式
船
賃
割
賦
金
受
取
覚
 

ク 
々 
小
役
入
用
金
請
取
覚
 

か

//亥
御
廻
米
納
入
用
金
請
取
覚
 

"

 
ッ 
御
米
船
賃
覚
 

不
詳
二
月
役
金
請
取
覚

三
月
廻
米
石
代
金
受
取
覚
 

五
月
上
納
金
支
払
口
上
 

一
二
月
納
米
売
払
代
金
受
取
覚
 

//丑
御
廻
米
納
入
請
取
覚
 

〃 
東
門
村
年
貢
勘
定
 

/!未
詳
 
御
年
貢
米
勘
定
覚
(

下
書
)

ク 
年
貢
改
証
文
 

//年
貢
米
納
諸
入
用
割
付
 

ク 
置
籾
江
戸
廻
に
付
廻
状
 

//坂
井
村
年
貢
減
額
願
 

//東
門
村
水
損
地
免
相
引
下
願
 

ク 
九
か
年
囲
稗
収
納
高
 

"

 
立
毛
見
分
一
件
起
請
文
前
書
 

//不
熟
米
石
代
金
納
一
件
吟
味•一

ニ
ニ
ニ
年
月
未
詳
 
不
熟
米
金
納
願
 

ニ
ニ
三 
ガ 
丑
年
貢
皆
済
目
録
(

坂
井
村
)

 

ニ
ニ
四 
"

 
卯
御
年
貢
米
納
入
用
請
取
覚
 

ニ
ニ
五 
"

 
戌
皆
済
目
録
(

写
)

ニ
ニ
六
 

ニ
ニ
七
 

ニ
ニ
八

一
三
九

二
三
〇

二
三

一

二
三
二

二
三
三

二
三
四

二
三
五

二
三
六

二
三
七

二
三
八

二
三
九
 

二
四
〇

二四一
二
四
二

二
四
三

(

村
政
関
係
)

 

宝
永
四
年
七
月
 

享
保
一
二
年
一
〇
月
 

元
文
五
年
閏
七
月
 

"

 
七
月

宝
暦
七
年
三
月
 

宝
暦
八
年
三
月
 

宝
暦
九
年
正
月

宝
暦
一
〇
年
五
月
 

明
和
七
年
六
月

坂
井
村
差
出
帳

年
貢
免
除
願
口
上
書

大
風
に
ょ
る
潰
家
御
注
進

坂
井
村
当
申
閏
七
月
廿
二
日
大
風
仕
田

方
痛
書
上
帳

山
反
別
書
上
覚

不
用
堤
調
に
つ
き
書
上
覚

親
類
調
書
上
書

親
類
調
べ
に
つ
き
書
上
(

案
文
)

田
畑
小
作
調
に
付
書
上
(

下
書
)

干
損
注
進
書
上
.

明
和
七
年
九
月
寛
延
一
一
一
年
午
/
明
和
六
年
丑
年
迄
武
拾
 

年
取
米
書
上
帳
 

安
永
二
年
正
月
宗
門
請
負
手
形
 

天
明
二
年
六
月
水
損
に
付
注
進
書
上
 

天
明
六
年
三
月
坂
井
村
宗
門
人
別
改
帳
.-7.卜
書
)

天
明
七
年

 
村
入
用
割
付
覚
 

寛
政
五
年
五
月
田
方
植
付
注
進
書
上

二
四
四

二
四
五

二
四
六

二
四
七

二
四
八

二
四
九
 

二
五
〇
 

二五一 

-

一五二
二
五
三

二
五
四

二
五
五

二
五
六

二
五
七

二
五
八

二
五
九
 

二
六
〇

二
六

一

二
六
二

二
六
三

二
六
四

二
六
五

二
六
六

二
六
七

二
六
八

二
六
九

.

享
和
二
年
七
月
 

享
和
四
年
正
月
 

文
政
七
年
八
月
 

文
政
一
〇
年
一
〇
月
 

天
保
三
年
 

天
保一一

年
三
月
 

天
保
一
四
年
九
月

弘
化
二
年
 

嘉
永
元
年
 

"

 

一

 

嘉
永
二
年
一
 

安
政
三
年
 

〃 
一 

安
政
四
年
 

安
政
五
年
 

万
延
元
年
一
 

元
治
二
年
 

子年一 
//一 

丑
年

"

 
一
二
月 

寅
年
二
月

絵
図
と
他
一
通
 

荒
地
起
返
り
注
進
書
上
 

村
絵
図
 

御
用
留

坂
井
村
々
絵
図

坂
井
村
当
子
家
数
人
別
増
減
帳
 

村
方
御
尋
に
付
取
調
書
上
帳
 

御
尋
ュ
付
廉
々
取
調
書
上
帳
(

坂
井
村
)

 

箇
条
趣
請
印
一
札
(

前
欠
)

郡
中
割
賦
金
請
取
覚

御
改
秤
書
上
帳
(

坂
井
村
)

 

郡
中
割
賦
金
請
取
覚
 

火
災
処
理
不
束
に
付
詫
状
 

判
取

年
貢
納
入
用
金
請
取
覚
 

割
賦
金
渡
済
覚
 

郡
中
割
賦
金
受
取
覚
 

金
子
請
取
覚
 

立
政
寺
奉
加
出
金
請
取
覚
 

御
林
跡
新
開
畑
年
貢
免
除
願
 

取
下
免
引
方
調
に
つ
き
書
上
 

江
戸
着
報
告
覚



一
七
〇

一七一
一七二

一七三
一七四

一
七
五

一七
六

一
七
七

一七八
一
七
九 

一
八
〇 

一八一 
一九二

一八
三

一
八
四 

二
八
五

一八六
一
八
七

一八八
一
八
九 

一
九
〇

一九一
一九二

一九
三

一九
四

一九
五

辰
年
九
月
 

巳
年
六
月
 

"

 
七
月
 

"

 
一
二
月
 

午
年
二
月

ガ 
六
月

"

 
七
月
 

"
.

二
月
 

未
年
正
月

"

 
三
月
 

//二
月

申
年
二
月
 

酉
年
四
月
 

"

 
八
月

夕 
一
二
月

戌
年
四
月
 

"

 
一
二
月
 

亥
年
七
月

郡
中
割
賦
金
相
済
覚
 

郡
中
割
賦
金
請
取
覚
 

京
都
参
詣
許
可
願
 

御
廻
米
取
締
之
儀
仰
渡
請
印
帳
 

山
中
道
助
郷
役
調
べ
に
付
申
上
 

郡
中
割
賦
金
済
覚
 

郡
中
割
賦
金
等
勘
定
相
済
覚
 

城
米
買
取
金
残
金
支
払
約
定
覚
 

除
地
調
べ
に
付
申
上
覚
 

荒
地
調
に
付
申
上
覚
 

郡
中
割
賦
金
受
取
覚
 

損
毛
に
付
年
貢
減
免
願
 

坂
井
村
拾
五
石
上
地
願
 

田
畑
質
入
直
段
書
上
 

舟
上
乗
•

奉
公
人
許
可
願
 

村
方
困
窮
に
付
年
貢
減
額
願
 

御
米
訴
詔
一
件
願
下
 

家
数
人
別
書
出
覚
 

風
水
に
付
作
付
注
進
上
 

風
水
害
に
付
作
付
注
進
上
 

御
用
木
の
有
無
書
出
廻
状
覚
 

郡
中
割
小
役
銀
受
取
覚
 

松
檜
差
木
に
付
申
上
 

郡
中
割
賦
金
受
取
覚
 

郡
中
割
金
受
取
覚

二
九
六

二
九
七

二
九
八

二
九
九
 

三
〇
〇
 

三〇一 
三
〇
二
 

三
〇
三
 

:

一〇四 

三
〇
五
 

三
〇
六
 

三
〇
七
 

三
〇
八
 

三
〇
九
 

三
一
〇

三一一
三
一
二
 

三
ニ
ニ
 

三
一
四
 

三I
五 

三
一
六
 

一一:
七

三
一
八

三
一
九
 

三
二
〇

亥
年
八
月
運
上
地
調
べ
に
付
申
上
書
 

ク
ー
ニ
月
郡
中
諸
入
用
割
金
請
取
覚
 

年
未
詳
八
月
当
仰
田
方
立
毛
位
訳
書
上
帳
 

年
月
未
詳
 
差
上
申
御
城
米
津
出
諸
入
用
事

か 
古
家
売
渡
に
つ
き
御
達
届
(

後
欠
)

 

〃 
植
付
御
注
運
申
上
状
(

後
欠
)

//宗
門
送
状
(

案
)

ク 
郡
中
割
等
受
取
覚
 

ク 
宗
門
人
別
改
書
上
書
(

案
)

ク 
宗
門
一
札
(

案
)

夕 
麦
作
不
作
注
進
申
上
状
 

ク 
貯
穀
之
儀
.“村
被
仰
渡
請
印
帳
 

ク 
年
貢
納
諸
入
用
割
賦
金
請
取
覚
綴
 

〃 
濃
州
各
務
郡
坂
井
村
絵
図
 

ク 
各
務
郡
東
門
村
字
訳
切
絵
図
 

ク 
絵
図
面
(

地
目
及
所
持
名
記
入
)

ク 
坂
井
村
絵
図
 

//
//

//絵
図
 

//
//

グ 
字
絵
図
(

木
無
六
町
)

//〃

(

壹
町
田
)

か 
"
(
仲
坪
•

河
原
ヶ
)

//
//

ク 
濃
州
各
務
郡
坂
井
村
絵
図
控

三
二
 

三
二
 

三
二
 

三
二
 

三
二
 

三
二
 

三
二
 

三
二
 

三
二
 

三
三
〇

三
三

一

三
三
二

三
三
三

三
三
四

三
三
五

三
三
六

三
三
七

三
三
八

三
三
九
 

三
四
〇

三
四

一

三
四
二

三
四
三

三
四
四

三
四
五

(

産
業
関
係
)

 

四
年
正
月
 

一
六
年
八
月
 

二
年
二
月
 

三
年
一
二
月
 

1
0

年
一
二
月
 

一
三
年
八
月
 

三
年
五
月
 

五
年
正
月
 

七
年
正
月
 

四
年
七
月
 

子
年
一
二
月
 

寅
年
一
二
月
 

辰
年
四
月
 

午
年
五
月

申
年
極
月
 

酉
年
二
月
 

亥
年
四
月
 

"

 
五
月

//七
月
 

ッ 
極
月
 

年
未
詳
八
月

//-
一月

三
四
六
年
月
未
詳
 
金
子
借
用
証
文

新
金
銀
借
り
借
し
書
替
覚
帳
 

田
地
替
地
証
文
 

売
渡
申
田
地
之
事
(

写
)

売
渡
申
畑
地
之
事
(

他
ニ
ー
通
)

 

売
買
覚
置
帳
 

畑
永
請
証
文
 

高
反
別
淀
覚
帳
 

控
覚
帳

寅
質
物
利
上
覚
帳
 

盆
前
差
出
候
 

金
子
請
取
覚
 

笠
松
木
伝
覚
 

米
売
仕
切

売
仕
切

金
子
請
取
覚

松
木
代
差
上
覚

米
代
賃
貸
金
受
取
覚

取
か
え
金
受
取
覚

笠
松
町
-

て
商
ひ
営
業
の
呼
び
か
け

金
子
渡
の
覚

金
子
請
取
覚

金
子
受
取
証
文

休
業
延
期
願

掛
金
受
取
覚

三四七
三四八

三四九 

三五〇 

三五一
三五四

三
五
五

三
五
六

三
五
七

三
五
八

三
五
九
 

三
六
〇

三
六

一

三
六
二

三
六
三

三
六
四

三
六
五

三
六
六

三
六
七

借
用
金
証
文
 

金
子
請
取
の
覚
 

覚貨
幣
渡
帳
附
込
見
積
金
高
証
印
願
 

留
帳

(

土
木
•

水
利
関
係
)

三
五
二
文
化
六
年
六
月
坂
井
村
御
普
請
所
明
細
書
上
帳
 

三
五
三 
寅
年
九
月
水
論
一
件
に
付
笠
松
出
頭
の
廻
文

(

交
通
関
係
)

寛
政
七
年
•
•

月
関
所
通
行
手
形
 

天
保
一
三
年
六
月
鵜
沼
宿
助
郷
出
勤
覚
 

天
保
一
四
年
二
月

 
か 

//
//

天
保
一
五
年
六
月

 
ク 

弘
化
二
年
一
一
月

 
ク 

弘
化
三
年
六
月

 
ク 

〃 
二
月

 
ガ

慶

応

元

年

六

月

//

子
年
六
月

 
ク



三
六
八

三
六
九
 

三
七
〇

三
七

一

三
七
二

三
七
三

三
七
四

三
七
五

三
七
六

三
七
七

三
七
八

三
七
九
 

三
八
〇

三八一
三
八
二

三
八
三

三
八
四

三
八
五

三
八
六

三
八
七

三
八
八

三
八
九
 

三
九
〇

三九一
三
九
二

三
九
三

子
年
.
一
月
鵜
沼
宿
助
郷
出
勤
人
馬
覚

丑
年
二
月
鵜
沼
宿
助
郷
出
勤
人
足
触
 

"

 
三
月 
"

ク 
六
月
鵜
沼
宿
助
郷
出
勤
人
馬
覚

寅
年
六
月

 
ク 

//一

〇

月

//

"
二
月

 
"

//
//
//

卯
年
六
月

 
ク 

"

 
八
月 
"

"
二
月

 
"

辰
年
五
月

 
ク 

ク 
六
月
大
助
郷
村
々
申
合
之
覚
 

//ッ 
鵜
沼
宿
助
郷
出
勤
人
馬
覚
 

//
//
//

"
二
月

 
〃

ク
ー
ニ
月
御
道
御
用
争
論
に
付
承
知
指
上
一
札
 

巳
年
五
月
鵜
沼
宿
助
郷
出
勤
人
馬
覚

三
九
四

三
九
五

三
九
六

三
九
七

三
九
八

三
九
九
 

四
〇
〇
 

四〇一 
四
〇
二
 

四
〇
三
 

四
〇
四
 

四
〇
五
 

四
〇
六
 

四
〇
七
 

四
〇
八
 

四
〇
九
 

四
一
〇
 

四一一 
四
ー
ニ
 

四
一
三

巳
年
六
月
鵜
沼
宿
助
郷
出
勤
人
馬
覚

午
年
正
月
 

//六
月

"

 
一
：月
鵜
沼
村
助
郷
人
足
出
勤
覚
 

未

年

六

月

//

か 
ッ 
宿
方
暮
割
差
引
 

"

 
一
二
月
人
馬
賃
請
取
覚
 

申
年
六
月
鵜
沼
宿
助
郷
出
勤
人
馬
覚

酉
年
.

二
月
鵜
沼
宿
助
郷
出
勤
人
足
覚
 

〃 
ッ 
遠
所
金
請
取
覚
 

ッ 
六
月
鵜
沼
宿
助
郷
出
勤
人
馬
覚

七
月
鵜
沼
宿
助
郷
人
馬
出
勤
廻
状
覚
 

八

月

//

四

一

 
四

一

 
四一 

四一 
四一 

四一一
四
三

一

四
三
二

四
三
三

四
三
四

四
三
五

四
三
六

四
三
七

四
三
八

四
三
九
 

四
四
〇

四
四

一

四
四
二

四
四
三

四
四
四

四
四
五

酉
年
八
月
馬
代
金
請
取
覚
 

"

 
九
月
鵜
沼
宿
助
郷
人
馬
出
勤
廻
状
覚
 

ク 
ー

〇

月

//

";

一
月
鵜
沼
宿
助
郷
出
勤
人
足
覚
 

//一

二

月

//

戌
年
六
月一

月
鵜
沼
宿
宿
方
諸
勘
定
覚
 

ク 
鵜
沼
宿
助
郷
出
勤
人
足
覚

亥
年
二
月
鵜
沼
宿
増
助
郷
触
書
 

か 
六
月
鵜
沼
宿
助
郷
出
勤
人
足
覚

"

 
鵜
沼
宿
助
出
勤
人
馬
覚
 

"

 
"

I

二
月
御
用
人
馬
賃
銭
請
取
覚
 

三
月
鵜
沼
宿
出
勤
人
足
触
 

ク 
鵜
沼
宿
助
郷
人
馬
出
勤
触
状
 

四
月
鵜
沼
宿
助
郷
人
足
出
勤
触
覚
 

六
月
宿
助
郷
覚
書
 

七
月
鵜
沼
宿
出
勤
人
足
覚
 

八
月
鵜
沼
宿
助
郷
人
足
出
勤
触
状
 

九
月
鵜
沼
宿
出
勤
人
足
廻
状
 

詳
 
鵜
沼
宿
出
勤
人
足

四
四
六
年
月
未
詳
 
坂
井
村
宿
助
郷
出
勤
人
足
覚
 

四

四

七

//鵜
沼
宿
助
郷
出
勤
人
足
/
高
覚

四
四
八

四
四
九
 

四
五
〇

四五一
四
五
二

四
五
三

四
五
四

四
五
五

四
五
六

四
五
七

四
五
八

四
五
九
 

四
六
〇

四
六

一

四
六
二

四
六
三

四
六
四

四
六
五

四
六
六

四
六
七

四
六
八

四
六
九

元
禄
 

天
明
 

寛
政
 

寛政一 

文
化
 

天保一 

弘
化
 

嘉
永
 

嘉
永
 

安
政
 

万
延
 

文
久
 

文
久
 

慶
応

(

社
会
関
係
)

 

二
年
正
月
 

四
年
二
月
 

四
年
一
二
月
 

二
年
一
二
月
 

三
年
一
二
月
 

五
年
四
月
 

二
年
一
二
月
 

六
年
五
月
 

七
年
一
二
月
 

七
年
正
月
 

二
年
二
月
 

元
年
二
月

三
年

三
年

子
年

辰
年

午
年

御
林
荒
詫
証
文
 

伏
屋
賃
米
覚

亥
年
貯
永
并
ユ
貯
麦
 

f
年
貯
永
并
.

：貯
毅

御
囲
永
井
御
貯
稗
小
前
書
上
帳
 

畑
地
•

林
地
預
り
証
文
 

屋
敷
田
畑
譲
り
に
付
約
定
一
札
 

巳
御
年
当
之
御
祝
義
覚
帳
 

御
貯
籾
蔵
詰
通
 

寅
年
当
之
御
祝
儀
覚
帳
 

祝
儀
覚

当
村
ヨ
リ
所
々
講
加
入
控
帳
(

東
門
村
)

 

御
貯
籾
貸
付
覚
帳
 

貯
穀
籾
詰
戻
写
書
帳
 

飢
人
数
取
調
書
上
帳
(

下
書
)
坂
井
村
 

志
受
領
覚
 

拝
礼
志
受
領
覚
 

銭
か
る
わ
ざ
興
行
開
催
口
上
 

講
金
初
会
懸
金
請
取
覚
 

講
出
金
受
取
覚
 

助
成
下
金
割
当
渡
覚
 

仕
舞
金
志
受
取
覚
 

志
受
領
覚



四
七
〇

四
七

一

四
七
二

四
七
三

四
七
四

四
七
五

四
七
六

四
七
七

四
七
八

四
七
九
 

四
八
〇

四八一
四
八
二

四
八
三

四
八
四

四
八
五

四
八
六

四
八
七

四
八
八

四
八
九

午
年
五
月
 

//"ッ 
ー
〇
月 

未
年
二
月
 

"

 
三
月
 

"

 
四
月
 

酉
年
一
〇
月
 

年
未
詳
正
月
 

"

 
二
月

三
月
 

七
月
 

八
月
 

ニー月 
詳

年
頭
志
受
領
覚
 

懸
銭
受
領
覚
 

御
仕
舞
金
志
受
領
覚
 

志
受
領
書
 

志
受
領
書
 

志
受
領
覚
 

御
仕
舞
金
志
受
領
覚
 

講
会
開
催
口
演
状
 

餞
操
芝
居
興
行
口
演
状
 

貯
穀
籾
送
状

櫛
司
殿
家
岡
本
大
膳
書
状
 

坂
井
村
出
入
取
曖
済
口
証
文
 

凶
年
手
当
置
籾
の
覚
 

志
受
領
証
 

借
金
口
上
書
 

盗
賊
訴
人
一
件
(

断
片
)

 

弥
助
詫
証
文

米
付
払
一
件
取
極
熟
済
覚
 

手
紙

(

文
化
関
係
)

四
九
〇
天
保
九
年
五
月
祠
堂
志
金
請
取
覚
 

四
九
；
天
保
一
二
月
一
二
月11

諸
入
用
人
別
覚
帳
 

四
九
二
天
保
一
四
年

 
於
場
所
可
差
出
書
物
其
外
写
(

ひ
な
形
)

 

四
九
三
慶
応
二
年
一
一
月
大
泉
寺
畑
売
渡
し
口
附
色
々
覚
帳

四
九
四

四
九
五

四
九
六

四
九
七

四
九
八

四
九
九
 

五
〇
〇
 

五〇一 
五
〇
二
 

五
〇
三
 

五
〇
四
 

五
〇
五
 

五
〇
六
 

五
〇
七
 

五
〇
八
 

五
〇
九
 

五
一
〇

子
年
一
一
月
鐘
鋳
井
供
養
奉
加
帳
 

未
年
：
一
月
熊
野
勧
化
請
取
之
事
 

西
年
三
月
熱
田
御
詰
籾
請
取
覚
 

戌
年
二
月
河
州
誉
田
八
幡
宮
勧
化
銭
受
取
覚
 

ク 
三
月
熱
田
御
膳
籾
請
取
覚
 

〃 
八
月
御
遠
忌
融
通
志
受
領
覚
 

亥
年
八
月
白
山
勧
化
物
金
神
納
金
覚
 

未
詳
四
月
手
習
手
本

加
佐
美
神
社
祭
礼
出
会
廻
文
 

加
佐
見
神
社
御
祭
礼
入
用
割
合
 

"

 
有
毛
検
見
実
施
心
得
覚
 

九
月
御
師
福
井
帯
刀
書
状
 

ク 
手
習
手
本

光
泉
寺
住
職
許
可
取
り
な
し
願
 

香
雲
書

四
月

七
月

八
月

(

近
代
史
料
•

編
年
の
ま
ま
)

五
一
：
明
治
六
年
二
月
布
達
集
 

五
ー
ニ
明
治
七
年
四
月
 
ク

五
一
三

五
一
四

五
一
五

五
一
六

五
一
七

五
月
 

I

〇
月

(

取
締
区
出
金
方
法
)

 

(

種
痘
規
則
)

(

台
湾
蕃
地
処
分
の
件
)

 

(

物
資
運
送
業
に
関
し
て
)

 

(

郵
便
為
替
規
則
)

五
一
八

五
一
九
 

五
二
〇

五
二
- 

五
ニ
ニ

五
二
三

五
二
四

五
二
五

五
二
六

五
二
七

五
二
八

五
二
九
 

五
三
〇

五
三

一

五
三
二

五
三
三

五
三
四

五
三
五

五
三
六

五
三
七

五
三
八

五
三
九
 

五
四
〇

五
四

一

五
四
二

(

明
治
八
年
)

 

明
治
一
〇
年
 

明
治
一
六
年
 

〇

明
治
二
年

明
治
三
年
一
 

明
治
五
年
 

明
治
六
年

明
治一

五
年
五
月
 

明
治
二
六
年
分
 

明
治
期

昭
和
一
五
年
：〇
月
 

昭
和
一
五
年
度

昭
和
一
六
年
度
 

昭
和
一
七
年
度

布
達
集
(

合
併
規
則
)

ク
(

官
吏
懲
戒
例
)

覚
(

石
高
)
坂
井
村
 

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
(

拝
借
金
)

 

午
御
年
貢
米
割
帳
 

当
申
田
方
内
見
合
毛
附
帳
 

廻
米
五
里
外
運
賃
請
取
 

地
券
之
証

坂
井
村
等
級
仮
設
簿
 

記
(

田
反
別
記
)

反
別
増
減
 

記
(

地
券
税
代
米
)

納
所
米
取
調
書
抜
帳
 

記
(

反
別
地
価
記
)

畑
地
租
第
一
期
分
 

東
門
村
絵
図
面
 

蘇
原
村
税
賦
課
徴
収
条
例
 

蘇
原
村
民
税
徴
収
ド
調
書
 

村
民
税
賦
課
額
人
名
表
 

村
民
税
賦
課
ド
調
書
 

村
民
税
賦
課
額
人
名
表
 

村
民
税
賦
額
人
名
表
 

村
民
税
下
調
書

五
四
三

五
四
四

五
四
五

五
四
六

五
四
七

五
四
八

五
四
九
 

五
五
〇

五五一
五
五
二

五
五
三

五
五
四

五
五
五

五
五
六

五
五
七

五
五
八

五
五
九
 

五
六
〇

五
六

一

五
六
二

五
六
三

五
六
四

五
六
五

五
六
六

昭
和
一
八
年
度
 

昭
和
一
九
年
度
 

年
月
未
詳

明
治
五
年
正
月
 

明
治
七
年
五
月
 

明
治
九
年
五
月
 

"

 
一
二
月

明
治
一
〇
年
一
月
 

大
正
五
年
八
月
 

大
正
六
年
.
•
•

月
 

大
正
一
五
年
三
月
 

昭
和一

五
年
"

//七
月

町
民
税
下
調
書
 

町
民
税
賦
課
額
人
名
表

町
民
税
下
調
書

証
(

地
券
税
金
代
米
に
つ
い
て
)

地
券
税
納
通
(

飯
沼
法
堂
)

//(
川
田
辰
五
郎
)

ッ 
(

飯
沼
文
右
衛
門
)

か 
(

飯
沼
新
兵
衛
)

蘇
原
村
大
字
坂
井
地
内
(

反
別
地
価
)

 

稲
葉
郡
蘇
原
村
地
内
(

反
別
地
価
記
)

乍
恐
以
書
付
奉
嘆
願
候
御
理
解
願
書
 

正
副
戸
長
用
向
代
人
の
件
(

岐
阜
県
庁
)

 

正
副
進
退
願
御
指
令
書
 

鑑
札
返
納
の
件
(

小
林
勇
七
)

記
(

和
合
村
)

誓
約
書
(

和
合
村
六
号
組
長
)

養
蚕
組
合
規
約
 

協
議
費
収
入
台
帳
 

謝
状
(

在
郷
軍
人
会
寄
付
)

蘇
原
停
車
場
設
置
期
成
同
盟
会
規
約
 

国
有
鉄
道
新
駅
設
置
請
願
書
 

食
糧
対
策
協
力
委
員
嘱
託
証
 

提
出
議
案
(

村
税
独
立
税
賦
課
徴
収
、

関
ス
ル
条
例
)



五
六
七

五
六
八

五
六
九
 

五
七
〇

五
七

一

五
七
二

五
七
三

五
七
四

五
七
五

五
七
六

五
七
七

五
七
八

五
七
九
 

五
八
〇

五
八

一

五
八
二

五
八
三

五
八
四

五
八
五

五
八
六

五
八
七

五
八
八

五
八
九

昭
和
一
五
年
一
一
月
提
出
議
案
 

"

 
一
二
月
 
"

ッ 
"

 
議
第
六
拾
参
号
 

昭
和
一五
年
度
 
蘇
原
村
歳
入
歳
出
決
算
書
 

排幌_
.::.:
/'<iLs
:

 
蘇
原
停
車
場
設
置
期
成
同
盟
会
収
支
予
 

算
書

昭
和
一
六
年
一
月
提
出
議
案
 

//二

月
"

ク

"
"
 
(

稲
葉
郡
東
部
連
合
伝
染
病
 

院
組
合
)

提
出
議
案

〃 
(

蘇
原
駅
設
置
期
成
同
盟
会
)

 

蘇
原
発
第
七
号
(

村
会
召
集
)

昭
和
一
六
年
度
 
蘇
原
村
歳
入
歳
出
決
算
書
 

//土
木
費
下
調
書
 

か 
蘇
原
町
地
内
臨
時
部
土
木
費
調
 

lli
 

i
s

 
常
会
時
報
 

昭
和
一
七
年
一
月
提
出
議
案

シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
陥
落
祝
賀
行
事
に
関
ス
 

ル
協
議
会
開
催
ノ
件
 

蘇
村
発
六
号
 

提
出
議
案

三
月

五
月

二
月

五
月//七

月
 

九
月
 

I

一
月

諮
問
案
第
三
〇
号
(

町
村
道
路
変
更
認

五
九
〇

五
九
一

五
九
二

五
九
三

五
九
四

五
九
五

五
九
六

五
九
七

五
九
八

五
九
九
 

六
〇
〇
 

六
〇
一
 

六
〇
二
 

六
〇
三
 

六
〇
四
 

六
〇
五
 

六
〇
六
 

六
〇
七
 

六
〇
八
 

六
〇
九
 

六
一
〇
 

六
一
- 

六 
•

二 

六
一
三

昭
和
一
七
年
一
一
月
 

昭
和
一
七
年
度

昭
和
一
八
年
三
月
 

〃 
四
月
 

ガ 
六
月

〃 
九
月

"

 
一
〇
月
 

ッ 
ー
ニ
月
 

昭
和
一
八
年
度

昭
和
一
九
年
三
月
 

〃 
一
一
月
 

昭
和
一
九
年
一
一
月

昭
和
一
九
年
度
 

昭
和
二
〇
年
二
月

ク 
九
月

昭
和
二
〇
年
度
 

年
未
詳
六
月

定
)

蘇
原
停
車
場
祝
賀
式
準
備
事
務
分
担
 

歳
入
歳
出
予
算
書
(

蘇
原
村
青
少
年
団
)

 

稲
葉
郡
蘇
原
村
地
内
土
木
工
事
施
行
予
 

定
箇
所
一
覧
表
 

銃
後
奉
公
会
評
議
員
会
議
題
 

提
出
議
案

提
出
議
第
二
一
号
 

//二
四
号
 

提
出
議
案
 

//
歳
入
歳
出
予
算
書
(

蘇
原
町
青
少
年
団
)

 

銃
後
奉
公
会
歳
入
歳
出
予
算
 

提
出
議
案//

長
良
川
下
流
漁
業
会
臨
時
総
代
会
議
案
 

歳
入
歳
出
予
算
書
 

蘇
原
町
事
務
報
告
 

蘇
原
町
地
方
改
良
協
会
収
支
予
算
書
 

財
産
目
録
(

水
産
関
係
)

蘇
原
町
会
議
案

提
出
議
案
(

蘇
原
町
地
方
改
良
協
会
)

 

通
常
土
木
工
事
施
行
箇
所
調
 

自
転
車
競
走
会
寄
贈
簿

六
一
四

六
一五

六
一
六

六
一
七

六
一
八

六
一
九

六
二
〇
 

六
ニ
ー
 

六
ニ
ニ

六
二
三

六
二
四

六
二
五

六
二
六

六
二
七

六
二
八

六
二
九
 

六
三
〇

六
三
一

六
三
二

六
三
三

六
三
四

六
三
五

六
三
六

年
月
未
詳

 
御
詫
書
(

埋
葬
地
)

〃 
長
良
川
下
流
漁
業
会
々
則
 

〃 
当
村
入
用
諸
品
買
求
ュ
付
名
古
屋
入
費
 

//投
票
(

組
長
)

ク 
村
会
議
事
細
則
(

稲
葉
郡
蘇
原
村
)

"

 
伝
染
病
総
論
 

〇

明
治
二
年

 
金
銀
出
入
帳
 

明
治
四
年
一
二
月
拝
借
金
拾
箇
年
賦
取
立
帳
 

明
治
五
年
二
月
乍
恐
以
書
付
奉
嘆
願
候
(

納
米
一
件
)

 

明
治
八
年
二
月
社
地
境
内
外
埋
葬
地
取
調
図
面
•

下
 

//年
内
立
替
金
取
調
帳
(一

〇
年
一
月
記
)

 

借
用
金
之
証

御
詫
旁
手
続
書
(

埋
葬
地
之
儀
)

 

埋
葬
地
之
儀
御
詫
書
 

借
用
金
証

相
断
嘆
願
書
証
(

借
用
金
)

借
用
金
証
券
(

付
•

承
認
証
)

総
_
f
3

na貨
金
仕
出
帳
 

為
取
替
約
定
証
券
 

流
質
入
借
用
金
証
券
 

六
月
借
用
金
証
券
 

八
月
為
取
換
約
定
証
 

一
月
右
田
丹
治
殿
江
依
頼
：付
約
定
証
並
雑
 

事
帳

//金
銭
出
入
取
調
帳

明
治
九
年
四
月

明
治
一
〇
年
四
月
 

//六
月

明
治
一
一
年
一
月

六
三
八

六
三
九
 

六
四
〇

六
四
一

六
四
二

六
四
三

六
四
四

六
四
五

六
四
六

六
四
七

六
四
八

六
四
九
 

六
五
〇

六
五
一

六
五
二

六
五
三

六
五
四

六
五
五

六
五
六

六
五
七

六
五
八

六
五
九
 

六
六
〇
 

六
六
一

明
治
一
一
年
一
二
月

明
治
一
一
一
年
五
月
 

ガ 
八
月

〃 
九
月
 

明
治
ニ
ニ
年
二
月
 

明
治
一
四
年
七
月
 

明
治
一
五
年
二
月

九
月

自
明
治
：五
年
 

至
明
治I

六
年

明
治
一
七
年

(

明
治
一
七
年
力
)

 

明
治
一
八
年
四
月
 

〃 
一
〇
月
 

四
月
 

九
月
 

二
月
 

五
月
 

六
月

明
治
一
九
年
 

明
治
二
.

一
年
 

明
治
二
三
年
 

明
治
二
四
年

証
(

地
請
小
作
)

金
銭
出
入
取
調
帳
 

売
渡
申
畑
地
証
券
 

借
用
金
証
書

当
辰
淀
米
納
庭
帳

地
所
書
入
借
用
金
証
書

借
用
金
延
期
弁
償
証
書

岐
阜
県
利
宝
会
岐
阜
支
局
金
子
借
用
通

地
所
書
入
借
用
金
証
書

委
任
状

岐
阜
真
利
宝
会
借
用
書
 

受
地
証
書
 

書
入
借
用
金
証
書
 

地
所
売
渡
証
書
 

//証
券
 

借
用
金
証
書

地
所
書
入
借
用
金
証
書
 

地
所
売
渡
証
書
 

済
口
約
定
証
書
 

田
売
渡
し
証
 

証桑
売
捌
日
記
帳

(

『各
務
原
市
文
書
史
料
H
録
』
1

号
の
追
加
分
。



内
分
分
知
の
旗
本
に
つ
い
て

.

旗
本
坪
内
氏
内
分
坪
内
嘉
兵
衛
家
を
例
に

村
 
惠
 
宏

は
じ
め
に

第
一
章
旗
本
坪
内
一
統
の
概
要
 

第
二
章
 
寛
政
譜
に
み
る
位
置
づ
け
 

第
三
章
内
分
旗
本
の
性
格
 

第
四
章
内
分
旗
本
成
立
の
意
義
 

お
わ
り
に

は
じ
め
に

本
稿
は
、
旗
本
領
主
権
の
追
究
を
当
面
の
課
題
と
し
て
、
旗
本
坪
内
氏
の
内
分
分
知
家
の
性
格
と
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
本
に
つ
い
-:の
研
究
に
ゝ
財
政
而̂
知
行
の
構
造
面
-

領
内
の
支
配
面
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
が
ゝ
近
世
史
研
究
に
お
け
る
他
分
野
の
研
究
の
蓄
積
に
比
べ
る
 

著
し
く
不
足
しV

 
■

乙
の
'が
現
状
-:■
"

•/)
/,'特
に
美
濃
国
は
旗
本
領
が
多
い
関
東
•

近
畿
に
次
ぐ
中
部
地
方
に
位
置
す
る
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
旗
本̂
^

•

番
多
く
認
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
美
濃
国
の
個
別
旗
本
に
関
す
る
研
究
は
極
め
て
不
充
分
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
中
で
も
五
〇
〇
〇
石
以
上
の
格
式
 

を
有
し
て
い
た
旗
本
坪
内
氏
に
関
す
る
本
格
的
研
究
は
皆
無
と
い
っ
て
も
よ
く
、
わ
ず
か
に
平
松
義
郎
氏
の
論
文
で
部
分
的
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

旗
本
領
主
に
つ
い
て
の
研
究
史
を
み
る
と
、
徳
川
氏
の
関
東
入
封
及
び
関
ヶ
原
の
合
戦
前
後
に
登
庸
さ
れ
た
旗
本
ば
か
り
で
な
く
、
譜
代
大
名
や
大
身
の
旗
本
か
ら
 

分
知
'
.

わ
別
家
1;)旗
本
と
I
V
-

ひ
庸
•

位
置
？
:

 1-ら
わ
て
い
っ
た
も
の
の
研
究
は
か
な
り
の
数
に
お
よ
ん
で
い
る
が
、
内
分
分
知
の
身
分
の
ま
ま
本
家
に
従
属
さ
せ
ら



れ
て
い
る
旗
本
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
検
討
さ
れ
た
例
を
み
な
い
。

本
稿
で
は
、
旗
本
家
か
ら
分
知
さ
れ
、
あ
る
一
面
で
は
旗
本
と
し
て
の
扱
い
を
う
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
式
に
は
別
家
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
な
 

く
本
家
の
旗
本
に
附
属
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
内
分
旗
本
と
し
て
と
ら
え
、
内
分
の
意
味
を
考
え
つ
つ
そ
の
性
格
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
こ
と
を
目
的
と
し
 

-:い
る
。
こ
の
場
合
坪
内
嘉
兵
衛
家
を
研
究
対
象
に
す
え
た
理
由
は
、
前
述
し
た
ょ
う
に
旗
本
坪
内
氏
に
関
す
る
研
究
の
立
ち
遅
れ
を
少
し
で
も
補
う
目
的
の
他
に
、 

旗
本
坪
内
各
氏
の
中
で
も
旗
本
新
加
納
坪
内
家
の
内
分
分
知
で
あ
っ
た
坪
内
嘉
兵
衛
家
に
関
す
る
史
料
が
比
較
的
に
よ
く
残
存
し
て
い
る
点
や
、
坪
内
嘉
兵
衛
家
が
本
 

家
に
対
す
る
分
家
独
立
意
識
を
よ
り
強
く
も
っ
て
い
た
点
な
ど
に
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
親
藩
大
名
に
特
有
な
「御
付
家
老
」
の
よ
う
に
、
幕
府
の
直
臣
で
あ
り
な
が
ら
大
名
家
の
家
臣
で
も
あ
る
「二
重
封
臣
関
係
」
に
類
似
す
る
一
面
を
持
つ
 

.
/
.

た
内
分
';k
衣
，、
領
1-:権
•

性
格
の
位
置V
卜-
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
旗
本
領
ド
栴
ュ
か
り
て
な
く
餘
藩
権
力
論
へ
の
ス
テ
ッ
ブ
に
な
る
と
考
ぇ
る
の
で
ぁ

註(
1
)

 
旗
本
(

領
)
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
川
村
優
•

海
保
四
郎
「旗
本
領
の
性
格
(

知
行
村
落
内
部
の
微
視
的
研
究
)

」
(

『九
十
九
里
史
学j

1
)

、
児
玉
幸
多
編
『近
世
史
ハ
 

ン
ド
ブ
ッ
ク
V.一

六
—
:

七
べ
；
.

ン、
神
崎
彰
利
「相
模
国
の
旗
本
領
設
定
—
天
正
〜
寛
永
期
に
お
け
る
知
行
割
—
」
(

北
島
正
元
編
『幕
藩
制
国
家
成
立
過
程
の
研
究j

一 

八
六
—
一
八
八
べ
ー
ジ
)
な
ど
で
動
向
が
つ
か
め
る
。

(
2
)

 
鈴
木
壽
「徳
川
幕
臣
団
の
知
行
形
態
」(f

史
学
雑
誌J
七
ー
ー
ニ
、
一
六
—
一
七
べ
—
ジ
)

(
3
)

 旗
本
高
木
氏
•

大
島
氏
に
関
す
る
研
究
以
外
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
。

(
4
)

 平
松
義
郎
「旗
本
の
刑
罰
権
」
(

『法
制
史
研
究
』
九
、
二
六
—
二
七
べ
一
.
->
)

(
5
)

 林
董
一
『尾
張
藩
公
法
史
の
研
究
』
六
一
べ
ー
ジ

第
一
章
旗
本
坪
内
一
統
の
概
要

寛
政
十
一
年
：一
七
九
九
)

か
ら
文
化
九
年
(

：
/\:
:
)

ま
で
、
徳
川
幕
府
が
足
掛
け
十
四
年
の
歳
月
を
か
け
て
編
集
し
た
、
諸
大
名
以
下
旗
本
な
ど
の
家
系
譜
(

将
軍
家
.

•
マ
'

他
ク
成
藩
ん
名
を
除
く
)
に
『寛
政
重
修
諸
家
譜
』
(

以
後r

寛
政
譜j

と
略
称
す
S
が
あ
る
。
同
書
に
よ
る
と
、
坪
内
姓
の
旗
本
は
、
未
勘
の
一
家
を
除
外
す
れ
 

ば
全
部
で
九
家
あ
り
、
い
ず
れ
も
藤
原
氏
の
支
流
で
あ
る
加
賀
国
富
樫
氏
出
身
の
坪
内
利
定
に
つ
な
が
る
系
譜
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
更
に
分
類
す
れ
ば
、
利
定
 

の
子
の
家
定
と
秀
定
を
祖
と
し
て
別
か
れ
た
二
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

図
表
1
旗
本
坪
内
氏
家
系
図
 

利
定一

家
定一

f—

定
仍—

I
f
.

—定
賢-

.WI解

ill

0
8
石

.

定
治
…
：

.
•

定
堅
-
-
定
孝
.
.
定

-
-
定
儀
-
-
保
之
.
.
定
益

坪
内
定
清
男

 
(

定
恒
)

 
(

定
静
•
定
永
)
伊
豆
守

 
建
部4

 

鳥
居
忠
意
男

 
安
房
守

 
'
1
…

 

式
部
•
美
濃
守

 
大
和
守

(

成
定
)

綾
：E

守

'心
見
守
•
山
城
守
.
»
前
守
•
飛
釋
守

坪
内
定
該
男
 
坪
内
定
廉
男

■
.

定
政
-
-
定
口
-
-
定
口
-
-
定
口

—定
次
-
-
定
守
.
.
{

AL鑑
.
.

-n-',

f-:
.

郎

 
逐
電
す
る

 
能
登
-.V坪
内
定
守
男
 
池
ffl友
政
男

 

八
〇
〇
石
と

 
坪
内
定
守
弟

 

i
o
〇
俵

 
•
•
〇
〇
石

定
次
-
-
定
喜
-
-
定
茂
(

以
下
略
)

浅
沖

||'|:.
+

几
5
?
(
利
^
女
の
£
男
)

寛政
！！

5

?[-釈
E
 
(

四
力
)
男
、
少
林
$
系
閃
.
舫
渡
系

IJilは
四
男

.

定
吉
-
-
俊
定
-
-
定
勝
-
-
定
？<3

-
-
定
矩
-
-
I'l

辱
ft-衛
(
+

E

 
(

舫
洩
)

i
d
'
.

'i!.

4
效
-
-
-
定
就
-
-
-
W
F1:
—

'-L'安
、
少
林
#
系
w
.
Hij渡
系
M
は
-
'

男
^
安

—

1P:定
-
-
定
吉
-
-
定
英
-
-

C

疋
春
…
：

tt-/
l
f
s
n
 
(
f
島
)
(
定
義
)

少
林
#
 系
W
.
H1I渡
系
 

w
.
:

'ii

伊
定
—

長
定
—

^
.
.
定
秋
.
.
定
英
…

以
F
略
)

 

以
卜
略
)

長
谷
III
II:冬
男

teド
状
！E

男

:

定
香
(

松
f
忠
菊

寛
政
t
修
諸
家
譜
J
4-基
礎
に
「少
林
寺
系
図
」
-

て
「前
渡
系
図
」
か
ら
作
成
)



mM2 旗本坪内領（各務原*域） 
E -坪内氏新加納陣屋

-C寛
政
譜J

で
は
旗
本
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
い
が
、
他
に
坪
内
家
嫡
流
の
坪
内
 

W.̂

/JII納
t-t内

/,-
.

.'冢

;!:卜

/;内
分
分
知
扱
I
,

.

の
通
称
三
井
坪
内
•

前
渡

 

坪
内
•

平
島
坪
内
の
一
：末
家
が
あ
る
。
こ
の
三
家
は
い
ず
れ
も
坪
内
利
定
の
子
を
祖
 

と
し
て
お
り
、
三
井
は
太
郎
兵
衛
安
定
、
前
渡
は
嘉
兵
衛
定
吉
(

定
安
)

、
平
島
は
佐
左
 

衛
門
正
定
を
初
代
と
す
る
。
ま
た
、
平
島
の
坪
内
正
定
の
子
の
友
定
が
、
叔
父
の
坪
 

内
五
郎
左
衛
門
秀
定
の
養
子
と
な
っ
た
後
、
別
に
旗
本
家
を
興
し
て
い
る
。
つ
ま
 

り
、
坪
内
姓
の
旗
本
九
家
は
、
嫡
流
の
家
定
の
系
統
か
ら
分
知
等
に
よ
っ
て
本
家
と
 

も
に
五
家
興
さ
れ
、
秀
定
に
つ
な
が
る
系
統
か
ら
四
家
興
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
,
H

 

表
1
を
参
照
)

こ
れ
ら
旗
本
九
家
と
新
加
納
の
内
分
分
知
三
家
の
ぅ
ち
、
現
在
の
各
務
原
市
域C

岐 

|;'姑
&
格

|!;1
.||
;:>
^

濃
3
;
&

格
(!1:.
羽
兜
邯
ぃ
)',:
-
.

沈
'.:
.

悌
吹
-
,
.
■
/
 
に
知
行
地
を
有
し
て

 

い
た
の
は
、
本
家
の
新
加
納
坪
内
氏
の
他
に
、
本
家
の
三
代
目
定
仍
か
ら
別
れ
た

(

松
本
}

菅
沼
定
賢
を
初
代
と
す
る
築
地
坪
内
氏
(

五〇〇石)
と
、
本
家
四
代
目
の
定
長
か
ら
分

(

無
動
寺
}

家
し
た
権
之
助
定
高
を
初
代
と
す
る
貝
坂
坪
内
氏
(一

o
o
o
s
)

等
の
三
家
お
よ
び
内
 

分
分
知
三
氏
の
計
六
氏
で
あ
る
。
内
分
三
氏
の
知
行
地
は
、
旗
本
坪
内
氏
本
家
と
そ
 

の
内
分
三
家
へ
の
「四
人
連
名
一
紙
知
行
宛
行
状
」
と
し
て
朱
印
状
が
発
給
さ
れ
て
 

い
る
た
め
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
明
治
元
年
及
び
二
年
の
「村
差
出
明
細
 

帳
」
な
ど
を
参
考
に
、
一
ま
ず
坪
内
氏
の
知
行
地
を
市
域
に
限
っ
て
整
理
す
れ
ば
次
 

の
よ
ぅ
に
な
る
。
(

図
表
2

参
照
)

新
加
納
坪
内
家
——
新
加
納
村
(

陣屋ぁり)
•

長
塚
村
•

大
野
村
*
二
井
村
S
分一：•  

井坪内氏と相給T
下
中
屋
村
•

間
島
村

築
地
坪
内
家
——
山
脇
村
•

松
本
村
S
M
あり)
•

上
中
屋
村
•

下
切
村
(

万治三

年
八
月
か
.

？ 
■

時
期
)

貝
坂
坪
内
家
——

下
切
村
二
儿
禄
：•年
ト
ニ
月
か
ら
て
大
佐
野
村
•

成
清
村
 

新
加
納
坪
内
家
内
分
分
知

前
渡
坪
内
氏
—
前
渡
村
(

館ぁり)
の
大
部
分

三
井
坪
内
氏
—
三
井
村
(

館
ぁ
り
.

本家と相給)
•

上
戸
村

平
島
坪
内
氏
—
前
渡
村
の
一
部一

南
•

北内野新E)

 

•

下
切
村
の
一
部
(

前河原)

こ
れ
ら
の
六
坪
内
氏
の
内
、
幕
府
か
ら
正
式
に
旗
本
と
し
て
認
め
ら
れ
江
戸
に
常
駐
し
て
い
た
の
は
新
加
納
坪
内
家
と
分
家
の
築
地
坪
内
家
•

貝
坂
坪
内
家
の
三
家
 

で
あ
り
、
内
分
分
知
の
前
渡
坪
内
氏
•

三
井
坪
内
氏
•

平
島
坪
内
氏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
無
役
の
ま
ま
在
地
に
館
を
構
え
居
住
し
て
い
た
。
築
地
や
貝
坂
は
、
在
地
の
陣
屋
 

に
本
役
人
を
置
か
ず
、
江
戸
居
住
で
あ
っ
た
た
め
知
行
地
又
は
そ
の
周
辺
か
ら
「役
人
」
を
登
庸
し
、
在
地
知
行
所
の
年
貢
収
納
や
民
政
支
配
を
ま
か
せ
て
い
た
よ
う
 

で
あ
る
。
こ
の
役
人
は
、
幕
府
直
轄
領
な
ど
で
一
般
的
に
呼
ば
れ
て
い
る
「地
役
人
」に
相
当
す
る
働
き
を
し
て
い
る
が
、
旗
本
坪
内
領
で
は
総
じ
て
単
に
「御
役
人
」 

と
称
さ
れ
て
い
る
。
幕
末
期
に
築
地
坪
内
領
の
地
役
人
に
登
庸
さ
れ
た
の
は
下
中
屋
村
の
小
島
市
郎
治
で
あ
る
。
小
島
氏
は
仲
買
人
と
し
て
繭
•

生
糸
•

絹
織
物
•

生
 

酒
r

原酒
>

 

を
あ
つ
か
い
「中
市
」
の
店
名
で
問
屋
を
し
て
い
る
な
ど
、
こ
の
地
域
を
代
表
と
す
る
典
型
的
豪
農
で
あ
っ
た
。
分
家
の
二
家
は
、
原
則
と
し
て
以
上
の
よ
 

う
に
独
白
に
地
役
人
を
任
名
し
知
行
地
支
配
を
行
っ
て
い
た
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
知
行
地
の
周
辺
に
陣
屋
を
有
す
他
の
旗
本
の
一
族
に
支
配
を
委
ね
る
こ
と
も
あ
っ
 

た
。
内
分
分
知
の
三
氏
は
、
知
行
地
に
在
住
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
年
貢
収
納
や
民
政
支
配
は
自
家
の
家
臣
が
行
っ
て
い
た
が
、
幕
府
か
ら
の
通
達
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
「家
元
」
の
新
加
納
陣
屋
を
介
し
て
諸
連
絡
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
分
家
同
様
小
身
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
内
分
家
独
自
の
知
行
地
支
配
が
困
難
に
な

(
5
)

る
場
合
も
あ
り
、
時
に
は
本
家
-.家.
.
^

、の
新
加
納
陣
屋
へ
知
行
地
の
支
配
(

期限付)
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
六
坪
内
氏
の
う
ち
、
現
在
そ
の
末
裔
の
所
在
が
つ
か
め
て
い
る
の
は
前
渡
坪
内
氏
と
三
井
坪
内
氏
の
系
統
で
あ
る
。
本
家
や
二
分
家
の
系
譜
を
 

ひ
く
人
た
ち
の
所
在
は
残
念
な
が
ら
現
在
つ
か
ん
で
い
な
い
。

H
井
坪
内
氏
の
末
裔
は
現
在
岐
阜
市
長
良
に
住
ん
で
お
り
、
当
主
は
坪
内
昌
子
氏
で
あ
る
。
前
渡
坪
内
氏
の
末
裔
は
現
在
各
務
原
市
三
井
町
に
住
ん
で
い
る
。
前
渡
 

.:v
:
:
c

v.:
:
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.
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.

「
1-'!;内
-
-

郎

氏

;,1:、
市

内

の

小
.
屮
学
校
畏
を
歴
仟

1
那
加

 

第
：'
小
学
校
長
を
最
後
に
退
職
さ
れ
た
方
で
、
訪
問
当
時
、
悠
f
適
の
隠
居
生
活
を
送
っ
て
お
ら
れ
た
。
中
々
気
さ
く
な
感
じ
の
方
で
、
色
々
と
子
供
の
頃
の
話
を
し
 

,
Hi:か
tll:
/cら
六
〇
c
-flの
旗
本
て
あ
り
、
こ
ん
な
田
舎
で
百
姓
を
し
て
い
る
よ
う
で
は
だ
め
だ
」
と
父
親
か
ら
時
あ
る
ご
と
に
い
わ
れ
、
い
ま
で
 

も
「旗
本
の
血
筋
」
と
い
う
：；一0
葉
に
ァ
レ
ル
ギ
：
を
起
こ
す
"
レ
.
-

話
1
て
み
え
た
。
"

先
祖
(

—
-

代
：：1
||)
が
京
都
へ
移
住
す
る
時
、
元
譜
代
の
家
臣
で
あ
っ
た
山
本
家
<

現
 

在
富
怦
呼
に
記
録
類
を
す
べ
て
渡
し
て
行
_
:

た
た
め
現
在
二
れ
し
か
残
っ
て
い
な
い
"
と
い
っ
て
見
せ
て
く
れ
た
の
が
初
代
坪
内
嘉
兵
衛
の
肖
像
画
と
明
治
十
四
年
二
八



A
.

、に
名
古
屋
鎮
台
参
謀
部
が
作
成
し
た
地
図
で
あ
る
。
地
図
の
方
は
、
明
治
二
卜
四
年
大
日
本
帝
国
陸
地
測
1:部
作
成
の
地
図
よ
り
古
く
大
変
珍
し
い
も
の
で
あ
 

る
が
、
歴
史
史
料
と
し
て
役
立
て
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
市
史
編
さ
ん
室
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
同
氏
か
ら
、
"

現
在
本
家
や
他
の
末
家
 

坪
内
氏
レ
ス
付
き
八"
い
;..t

/cい
が
、
.

10;̂
#
ス
折
ぃ
•
 
.
•
•

片
:.'奥
.

•
•
•

/;
;'-出
<-
,':
;
て
.

ろ
-
岐

|:'..-
に
住
ん
で
い
る
と
か
い
う
こ
と
だ
っ
た
％
と
い
う
話
も
聞
い
 

た
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在
で
は
一
族
間
で
も
親
類
付
き
合
い
は
途
切
れ
て
い
る
ら
し
く
、
旧
旗
本
坪
内
各
氏
の
末
裔
の
所
在
を
編
さ
ん
室
で
も
把
握
し
き
っ
て
い
な
い
 

現
状
で
あ
る
。
折
角
末
裔
の
所
在
が
判
明
し
て
も
軟
時
中
の
空
襲
で
焼
失
し
た
と
か
伊
勢
湾
台
風
で
雨
曝
し
に
な
っ
て
捨
て
た
と
か
い
っ
た
場
合
も
あ
り
、
旗
本
坪
内
氏
 

関
係
史
料
の
現
存
確
認
は
あ
ま
り
で
き
て
い
な
い
。

幸
い
、
前
渡
坪
内
氏
に
関
す
る
も
の
は
あ
る
程
度
現
存
し
て
お
り
、
現
所
有
者
の
ご
好
意
に
よ
り
気
持
ち
よ
く
調
査
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
た
。
前
渡
坪
内
氏
関
 

係
の
史
料
を
所
有
し
て
い
る
の
は
各
務
原
市
前
渡
西
町
居
住
の
富
樫
心
行
氏
で
あ
る
が
、
地
元
民
に
は
「前
渡
の
御
不
動
様
」
と
い
っ
た
方
が
通
り
が
よ
い
か
も
知
れ
 

な
い
。
富
樫
家
は
、
旧
姓
山
本
と
い
い
、
前
渡
坪
内
氏
の
譜
代
家
臣
で
は
上
席
(

侍
分
)
に
あ
た
り
、
家
老
職
に
あ
っ
た
家
系
で
あ
る
。
山
本
家
は
、
明
治
に
入
っ
て
旧
 

主
家
坪
内
氏
の
本
姓
で
あ
る
富
樫
姓
を
名
乗
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は
真
言
宗
醍
醐
派
仏
眼
院
の
住
職
と
し
て
加
持
祈
禳
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
。
同
家
に
前
渡
坪
内
氏
 

の
古
文
書
•

古
記
録
類
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
主
家
の
京
都
移
住
に
伴
っ
て
、
そ
れ
ま
で
御
用
部
屋
な
ど
に
伝
わ
っ
て
い
た
も
の
を
譲
り
う
け
 

た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
富
樫
家
文
書
の
他
に
、
坪
内
氏
関
係
の
古
文
書
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
永
井
家
文
書
が
あ
る
。
同
家
も
前
渡
の
譜
代
家
臣
で
あ
っ
た
家
で
あ
る
。
幕
末
維
新
期
 

の
当
主
は
永
井
弘
衛
で
あ
り
、
嘉
兵
衛
と
と
も
に
従
軍
し
て
い
た
と
き
の
記
録
を
残
し
て
い
る
。
現
在
の
当
主
は
弘
衛
の
曽
孫
に
あ
た
る
好
之
氏
で
那
加
桜
町
で
開
業
 

医
を
し
て
お
ら
れ
る
。

註(
1
)

 
譜
代
大
名
や
大
身
の
旗
本
な
ど
か
ら
分
知
さ
れ
旗
本
に
取
り
立
て
ら
れ
た
場
合
で
も
、
別
家
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
別
に
系
譜
の
項
を
立
て
て
記
載
さ
れ
て
い
 

る
が
、
こ
の
三
家
の
場
合
は
原
則
と
し
て
初
代
の
み
記
載
し
て
あ
る
。
従
っ
て
•
■

岐
阜
県
史J
通
史
編
近
世
上
巻
で
は
三
井
坪
内
氏
を
旗
本
に
数
え
他
の
二
家
を
旗
本
に
入
れ
 

な
い
と
い
う
矛
盾
あ
る
記
載
を
し
て
い
る
が
、
三
家
と
も
に
正
規
の
旗
本
に
加
え
な
い
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

(
2
)

 岐阜
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
旧
笠
松
縣
役
所
文
書

(
3
)

 坪内
各
氏
の
通
称
は
、
陣
屋
又
は
居
宅
の
所
在
地
の
名
を
と
っ
て
呼
ば
れ
て
い
る
。
陣
屋
の
所
在
地
で
呼
べ
ば
、
築
地
は
松
本
で
あ
り
、
貝
坂
は
無
動
寺
で
あ
る
。

(
4
)

 矢
島
家
文
書
、
「文
政
八
年
三
月
采
邑
支
配
依
嘱
願
」
q
岐
阜
県
史j

近
世
2
、
六
九
べ
ー
ジ
)

(
5
)

 富樫
家
文
書
、
「知
行
制
事
依
嘱
願
—
口
上
之
覚
—
」
ハ「前
渡
御
用
部
屋
記
録
」
文
化
五
年
正
月
二
一
日
条
)

(
6
)

 
同
家
の
史
料
調
査
後
一
月
ほ
ど
し
て
、
同
氏
は
交
通
事
故
で
他
界
さ
れ
た
。
御
冥
福
を
祈
り
た
い
。

第
二
章
『寛
政
譜
』
に
み
る
位
置
づ
け

ま
ず
、
坪
内
氏
の
系
譜
を
通
し
て
、
旗
本
新
加
納
坪
内
家
の
内
分
分
家
の
成
立
事
情
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

『寛
政
譜J

を
み
る
と
、
坪
内
利
定
の
子
供
の
う
ち
太
郎
兵
衛
(

三
井
)
•

嘉
兵
衛
(

前
渡
)
•

佐
左
衛
門
(

平
島
)
の
三
家
に
つ
い
て
次
の
様
に
記
載
し
て
あ
る
。

安
定
太
郎
兵
衛
今
の
呈
譜
五
男
と
す
。
慶
長
五
年
関
原
御
陣
の
と
き
父
と
-
'
 

も
に
井
伊
直
政
に
属
し
て
太
刀
創
を
が
う
ぶ
り
、
首
一
級
を
得
た
り
、
の
ち
兄
家
 

定
が
旗
ド
ヒ
.:-0
、
史
吉
•

正
定
ヒ
お
な
じ
く
そ
の
采
地
の
う
ち
を
の
/
\
五
.白
卜
石
余
を
知
行
し
、
代
々
そ
の
地
に
住
す
。

定
吉
加
兵
衛
今
の
呈
譜
定
安
に
作
る
。
関
原
御
陣
に
供
奉
し
、
首
一
級
を
討
と
る
。

正
定
佐
左
衛
門
関
原
の
役
に
し
た
が
ひ
た
て
ま
つ
り
、
首
級
を
得
て
創
を
か
う
ぶ
る
(
(
)

及
び
•

記
は
筆
者
)

こ
れ
に
よ
る
と
、
内
分
分
家
の
う
ち
前
渡
と
平
島
の
二
家
は
以
後
の
系
譜
が
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
幕
府
で
は
こ
れ
ら
の
三
家
を
正
規
の
旗
本
と
し
て
扱
っ
て
い
な
か
っ
 

た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
た
だ
、
三
井
坪
内
氏
の
正
定
の
系
統
の
み
子
供
の
代
ま
で
記
入
し
て
い
る
が
、
一
門
の
坪
内
五
郎
左
衛
門
秀
定
の
養
子
と
な
っ
た
後
、
別
家
 

を
興
し
た
友
定
の
系
譜
を
表
す
必
要
か
ら
次
の
代
ま
で
記
載
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
『寛
政
譜J

は
、
そ
の
作
成
に
あ
た
っ
て
各
大
名
家
や
旗
本
家
等
か
ら
 

家
系
図
を
提
出
さ
せ
基
礎
史
料
と
し
た
が
、
『寛
永
諸
家
系
図
伝
』
(

以
後
、
『寛
永
譜J

と
略
す
)
と
食
い
違
う
場
合
に
は
、
『寛
永
譜
』
を
基
礎
に
し
て
『寛
政
譜J

の
資
料
 

と
し
て
提
出
さ
せ
た
史
料
の
内
容
を
注
釈
し
て
書
き
記
す
方
法
を
と
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
-«寛
永
譜
』
は
、
江
戸
幕
府
が
寛
永
十
八
年
2
六
四
一)
諸
大
名•

:

5.糸
^
類
を
提
出
さ
せ
林
羅
山
等
に
編
IIさ
せ
た
、
い
わ
ば
『寛
政
譜J

成
立
以
前
の
幕
府
が
公
認
す
る
諸
大
名
•

諸
旗
本
の
家
系
譜
と
い
え
る
も
の
で
あ
 

る
。
•

般
的
に
み
る
と
、
『寛
永
譜
』
で
不
明
な
点
も
『寛
政
譜J

で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
に
さ
れ
た
反
面
矛
盾
点
も
生
じ
て
お
り
、
資
料
と
し
て
提
出
 

す
る
段
階
で
の
粉
飾
の
跡
が
う
か
が
え
る
。
旗
本
坪
内
家
の
系
譜
も
『寛
永
譜J

と
『寛
政
譜J

で
は
細
か
い
点
で
い
く
つ
か
食
い
違
い
が
み
ら
れ
る
が
、
関
係
箇
所
 

を
と
り
出
し
て
表
化
す
る
と
図
表
3
の
よ
う
に
な
る
。

/
机
本
坪
内
氏
ハ
家
ル
巧
ス
も
絮
家
定
流̂
内
分
の
ー
ー
：末
家
‘秀
定
流
の
三
種
類
に
よ
っ
て
ゝ
各
家
の
初
代
の
本
名
及
び
兄
弟
順
序
に
若
 

—
 

f

:

•

家
系
ル
,,
.''
nl1.枝
A

1!'!”
:1,!レ
1>原
W
に
つ
い
て
詳
細
な
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、r

家
政
譜J

で
利
定
二
男
に
位
置
づ
 

け
ら
れ
て
い
る
み
-
^

 
す
る
W-説
の
注
釈
ぁ
り
一
太
郎
兵
衛
安
定
は
、
実
際
に
は
浅
井
太
郎
兵
衛
直
元
の
子
で
坪
内
利
定
の
孫
に
あ
た
る
が
、
利
定
が
自
分
の
子
供
の
一 

人
と
し
て
養
育
し
た
た
め
、
太
郎
兵
衛
安
定
を
兄
弟
順
の
何
番
目
に
位
置
づ
け
る
か
で
、
各
家
の
系
譜
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

次
：：

内
分
分
家
側
ハ
家
系
,，̂.
名
，H1.録
ヶ
旬
6
 

'
.

V/
,J-II「
経
^.か
叫
：,か
：,.:v
‘
/:い
か
み
て
み
た
い
。



史 寛
政

S
釈

秀
定

n坪 
坪内 
内高

味享 
願保
し十

童 家N 七
料 修 基 の 家編 年諸 説 記 譜集
名 S 述 i

格
吟

長 家惣 家惣 惣
兵 兵 兵

男 定衛 定衛 衛

安太 定嘉 定嘉 嘉

男
郎
兵 兵 兵 兵

定衛 安衛 安衛 衛

定嘉 正佐 佐
兵 左 左

男 衛 衛
吉衛 定門 門

正佐 太四 安太
左 左 郎 郎

男 衛 衛 兵 兵
定門 定門 定衛 衛

五 秀五 安太 秀五
郎 郎 郎

男
di 兵 di

足門 定衛 定門

六 行久
太

男 定郎

『寛政譜』では安定を「今の呈譜五男と 
す」とする注釈をつけているが、他の系 
譜から「五」を「四」の誤記と理解すベ 
きだと思う。ただr寛政譜jの記述につ 
いては刊本（新訂）だけにより原本を見 
ていないため誤植の可能性もある。機会 
をみて確認してみたい。

I廳_顏___龜

平
島
坪
内
氏
第
十
二
代
坪
内
高
国
'
八二四年〜一九〇一年)
の
編
集
に
な
る
「富
樫
庶
流
坪
内
家
一
統
系
図
並
由
緒
」
の
「前
渡
村
坪
内
氏
の
系
図
」
お
よ
び
前
渡
 

坪
内
氏
の
末
裔
家
(

嫡流)
に
伝
わ
る
同
家
家
系
譜
に
よ
っ
て
、
前
渡
の
初
代
定
安
の
事
跡
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

〇

慶
長
二
年
(

一五九七
)

家
康
に
仕
官
し
、
上
総
国
に
知
行
地
三
〇
〇
石
を
も
ら
う
。
(

大
寺
村
一
五
八
石
余
.

大
作
村
六
六
石
余
•

矢
次
郷
内
七
六
石
余
)

〇
関
ヶ
原
の
陣
で
は
井
伊
兵
部
少
輔
の
軍
に
組
み
込
ま
れ
て
参
戦
し
、
大
坂
の
陣
(

：度
)
で
は
家
康
の
本
営
軍
に
属
し
て
参
加
し
た
。

〇

慶
長
六
年
.

六〇；

ニ
ー
月
、
一
倍
の
加
増
を
う
け
、
濃
州
各
務
郡
上
前
渡
村
の
内
で
高
五
七
一
石
八
斗
八
升
八
合
二
勺
拝
領
し
た
。

関
ヶ
原
の
陣
及
び
大
坂
の
陣
-:■乂
、
旗
本
坪
内
氏
ハ
本
家
を
中
心
に
末
家
の
二
男
•

三
男
•

四
男
を
一
括
し
た
坪
内
一
党
と
し
て
の
参
戦
の
形
を
と
っ
て
い
た
。
こ
れ
 

ら
本
家
と
他
の
三
家
に
対
し
、
利
定
五
男
の
五
郎
左
衛
門
秀
定
は
、
慶
長
五
年
に
秀
忠
に
仕
官
し
て
い
た
た
め
、
慶
長
十
九
年
..六
一
四
)

の
大
坂
夏
の
陣
に
は
阿
部
備
 

中
守
正
次
の
組
に
属
し
て
参
戦
し
た
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
前
渡
坪
内
氏
ら
三
家
と
別
家
を
興
し
た
秀
定
と
は
、
旗
本
坪
内
本
家
や
幕
府
に
対
す
る
立
場
に
明
ら
 

か
な
違
い
が
あ
り
、
秀
定
を
初
代
と
す
る
分
家
が
本
家
か
ら
独
立
し
た
旗
本
と
し
て
幕
府
に
仕
え
て
い
る
の
に
対
し
、
前
渡
坪
内
氏
ら
三
家
は
本
家
と
と
も
に
坪
内
一
 

党
と
し
て
幕
府
に
仕
え
、
便
宜
上
、
一
党
の
「家
元
」
で
あ
る
新
加
納
坪
内
家
に
附
属
す
る
位
置
づ
け
を
さ
れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
 

家
が
提
出
し
た
資
料
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
『寛
政
,iff』
て
二
、
「の
ち
兄
家
定
が
旗
下
と
な
り
」
と
し
て
前
渡
•

三
井
•

平
島
の
三
家
を
内
分
分
知
 

扱
い
に
し
、
諸
大
名
及
び
諸
旗
本
の
家
来
同
様
「組
付
与
力
」
的
に
扱
い
、
以
後
の
家
系
を
記
載
し
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
て
、
前
渡
坪
内
氏
ら
三
家
は
、
旗
本
の
内
分
分
家
と
さ
れ
、
江
戸
在
住
で
は
な
く
知
行
地
の
在
地
住
ま
い
と
な
り
、
将
軍
へ
の
代
替
わ
り
の
挨
拶
も
略
さ
れ
る

扱
い
を
受
け
る
ょ
う
に
な
り
、
利
定
の
庶
子
と
し
て
は
秀
定
の
系
統
の
み
正
規
の
旗
本
と
し
て
幕
府
か
ら
み
な
さ
れ
る
ょ
う
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

註
(
1
)

 少林
寺
文
書

(
2
)

 坪内
二
郎
家
文
書

第
三
章
内
分
旗
本
の
性
格

1
幕
府
及
び
家
元
と
の
対
応

さ
て
、
旗
本
新
加
納
坪
内
家
の
内
分
分
家
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
前
渡
坪
内
氏
に
つ
い
て
、
幕
府
や
「家
元
」
と
の
関
係
か
ら
一
般
の
旗
本
と
の
相
違
点
 

を
中
心
に
内
分
旗
本
の
性
格
を
検
討
し
て
み
た
い
。

内
分
と
し
て
の
性
格
が
ほ
ぼ
固
ま
っ
た
、
前
渡
坪
内
氏
四
代
目
定
道
以
降
に
お
け
る
幕
府
と
前
渡
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
る
。
そ
の
場
合
、
将
軍
と
一
般
の
旗
本
と
 

の
間
に
み
ら
れ
る
、
知
行
を
与
え
る
代
わ
り
に
軍
役
奉
公
を
義
務
づ
け
る
と
い
う
主
従
関
係
の
基
本
が
、
将
軍
と
内
分
旗
本
と
の
間
に
も
あ
り
え
た
か
検
討
す
る
。

家
督
相
続
に
伴
う
知
行
継
目
に
つ
い
て
、
幕
府
と
前
渡
坪
内
氏
の
手
続
き
上
の
手
順
は
具
体
的
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
他
の
場
合
に
お
け
る
幕
府
か
ら
の
下
 

述
及
び
偽
府
ヘ
の
-
^

中
の
例
か
ら
類
推
r
o
 
、
卜
^:.
|
屮
：
.
.

：，
||1]渡
坪
内
氏
の
「家
元
」
で
あ
る
旗
本
坪
内
家
及
体
的
.

'.:
新
加
納
陣
兒
)

を
経
由
し
て
行
わ
れ
た
 

と
み
て
差
し
支
え
な
い
。
前
渡
坪
内
氏
は
、
将
軍
の
代
替
わ
り
時
や
自
家
の
家
督
相
続
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
江
戸
へ
出
府
し
老
中
や
若
年
寄
の
も
と
へ
挨
拶
に
い
っ
 

て
い
る
。
こ
の
場
合
、
内
分
の
：一
一
家
が
必
ず
「家
元
」
に
伴
っ
て
一
緒
に
登
城
し
、
内
分
旗
本
一
家
だ
け
で
行
く
と
か
「家
元
」
に
伴
わ
ず
行
く
と
い
う
場
合
は
見
ら
 

ィ
た
|'。
継
=
御
礼
;:、
旗
本
ハ
場
ん
|1村
'|',
,

り
「
,')
/;.妨
-

;;,る
//'、
内
分
の
三
家
の
場
合
老
中
.

若
年
寄
に
行
っ
て
お
り
、
将
軍
に
対
す
る
御
目
見
は
四
代
2
;

以
 

■
っ

■
. 
, 
- 
.

。

ホ
.
，
内
分
仇
^
!
側

：
家

ff
l1l;
;
g
_

7'
fj彳
 N
 

た
場

rtv
、
.
家
.

C
J
 
側
て

^
n

ftl
^;: 

が
行
わ
れ
た
場
合
、
わ
ざ
わ
ざ
「家
元
」
へ
挨
拶
す
る
た
め
の
目
的
で
江
戸
へ
出
府
す
る
例
は
み
ら
れ
な
い
。
但
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
幕
府
へ
三
家
が
継
目
御
 

礼
で
出
府
し
た
時
、
同
時
に
何
ら
か
の
儀
礼
的
な
行
為
が
な
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
に
、
幕
府
と
内
分
旗
本
の
間
に
は
近
世
を
通
L
て
必
ず
「家
元
」
が
介
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
「家
元
」
を
通
さ
ず
直
接
内
分
家
が
幕
府
と
交
 

渉
す
る
こ
と
は
「違
却
之
儀
」と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
、
幕
府
が
内
分
旗
本
を
そ
の
「家
元
」
に
よ
っ
て
支
配
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
 

物
語
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
渡
坪
内
氏
は
人
津
代
官
所
の
宿
場
金
を
借
り
て
い
た
が
、
そ
の
返
済
が
滞
っ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
幕
府
勘
定
奉
行
が
坪
内
氏
の
「家
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う
言
っ
て
よ
，',
か
は
別
で
あ
る
が
、
御
目
見
で
き
た
の
は
曲
り
な
り
に
も
三
代
目
ま
で
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
は
御
目
見
が
か
な
わ
な
か
っ
た
)

こ
と
を
考
慮
す
れ
は
旗
本
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
御
家
人
に

近
い
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
前
渡
坪
内
氏
の
場
合
六
〇
〇
石
の
地
方
知
行
取
で
あ
り
、
石
高
又
は
知
行
形
態
か
ら
み
る
と
御
家
人
 

比
定
も
問
題
が
残
る
の
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
部
屋
住
み
的
一
面
も
み
ら
れ
る
が
や
は
り
位
置
づ
け
と
し
て
し
っ
く
り
し
な
い
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
こ
こ
で
問
題
 

に
し
て
い
る
の
は
、
内
分
家
の
前
渡
坪
内
氏
の
位
置
づ
け
が
旗
本
か
御
家
人
か
と
い
う
点
で
は
な
く
、
内
分
旗
本
と
旗
本
と
の
相
違
点
は
何
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
従
 

っ
て
、
不
充
分
で
は
あ
る
が
、
明
ら
か
に
出
来
る
範
囲
で
内
分
旗
本
と
し
て
の
性
格
を
幕
府
と
の
関
係
で
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
 
内
分
旗
本
は
、
旗
本
の
内
分
分
家
で
あ
り
、
「家
元
」
を
通
し
て
幕
府
と
主
従
関
係
を
も
つ
。

②
 
内
分
旗
本
は
「家
元
」
の
旗
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
決
し
て
「家
元
」
の
家
臣
で
は
な
く
、
「家
元
」
と
の
勤
番
時
に
は
、
「家
元
」
を
番
頭
又
は
組
頭
に
、 

内
分
家
を
番
士
と
す
る
関
係
に
あ
る
。③

 
旗
本
の
特
権
で
あ
る
将
軍
へ
の
御
目
見
は
内
分
家
の
場
合
あ
い
ま
い
で
あ
る
。

④
 
内
分
家
の
石
高
•

知
行
形
態
は
御
家
人
よ
り
旗
本
に
類
似
し
て
い
る
。

2
領
地
.

領
民
支
配

前
渡
坪
内
氏
ら
内
分
旗
本
は
、
「家
元
」
を
通
し
て
幕
府
と
主
従
関
係
を
結
ん
で
お
り
、
軍
役
に
関
し
て
は
「家
元
」
の
旗
下
に

入
る
が
、
決
し
て
「家
元
」の
家
臣
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
次
に
旗
本
の
「家
元
」と
内
分
間
で
、
領
主
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
ど

う
な
っ
て
い
た
か
検
討
す
る
。
方
法
と
し
て
は
、
年
貢
収
納
及
び
民
政
の
在
り
方
の
二
点
か
ら
分
析
す
る
。

前
渡
坪
内
氏
は
、
慶
応
六
年
美
濃
国
へ
知
行
替
に
な
っ
た
お
り
、
上
前
渡
村
(

後
の
前
渡
村
)

を
知
行
し
、
下
前
渡
村
(

後
に
山
脇
村
.

下
切
村
と
し
て
分
村
)

は
本
家
の
新
加
納
坪
内
家
が
知
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
点
で
は
名
目
石
高
と
実
石
高
に
差
が
あ
り
、前
 

(

異
説
あ
り
)

渡
坪
内
氏
は
実
高
五
一
-

石
余
の
知
行
高
で
あ
っ
た
、
そ
の
後
、
慶
安
二
年
に
再
検
地
し
、
新
田
等
を
算
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
 

実
高
六
〇
〇
石
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
知
行
地
の
i
配
二
領
地
.
，;i
〒

:r!V
.
K
則
咒
坪
内
IQし
K

 

て
行
っ
て
い
た
。
以
下
、
実
例
に
則
し
て
そ
の
い
く
つ
か
を
見
て
み
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
年
貢
収
納
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
検
見
な
ど
収
納
業
務
を
行
う
た
め
に
は
、
人
手
が
た
り
な
い
こ
と
も
あ
り
本
家
の
役
 

人
等
に
助
成
を
願
っ
て
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
別
家
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
小
身
の
旗
本
の
場
合
で
も
よ
く
み
ら
れ
る
ヶ
ー
ス
 

で
あ
る
。
や
や
主
題
か
ら
は
ず
れ
る
が
、
検
見
に
派
遣
さ
れ
た
本
家
役
人
に
対
す
る
饗
応
の
例
が
あ
る
か
ら
紹
介
し
て
み
よ
う
。 

図
表
5
が
そ
れ
て
あ
る
。
前
渡
坪
内
氏
が
他
の
内
分
家
と
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
本
家
役
人
へ
の
お
茶
の
出
し
方
で
茶
台
を
吏
用

人
人
人
人
人
人
人
人
人

持
持
取
駄
取
持
持
砲
 

侍
胄
 
ゝ
荷
履
箱
弓
 

甲
槍
馬
小
草
挾
立
鉄

元
」
に
対
し
て
前
渡
坪
内
氏
に
借
金
返
済
を
促
す
よ
う
指
導
す
べ
き
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。 

ま
た
、
他
の
代
官
所
か
ら
借
金
す
る
場
合
、
前
渡
の
役
人
だ
け
で
な
く
「家
元
」
の
役
人
に
 

も
裏
書
判
形
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
幕
府
が
「家
元
」
を
通
し
た
内
分
旗
本
支
配
 

の
立
場
を
と
っ
て
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

次
に
軍
役
奉
公
の
面
か
ら
み
て
み
る
。
前
渡
坪
内
氏
の
場
合
、
内
分
と
は
い
え
六
〇
〇
石
 

の
地
方
知
行
取
で
あ
る
。
慶
安
の
軍
役
規
定
を
参
考
に
前
渡
坪
内
氏
の
家
臣
団
編
成
に
つ
い
 

て
み
て
み
よ
う
。
前
渡
の
家
臣
団
を
知
る
近
世
史
料
は
断
片
的
な
間
接
史
料
し
か
な
く
比
較
 

の
し
よ
う
が
な
い
。
た
だ
、
幕
末
維
新
期
の
実
態
を
反
映
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
明
治
 

二
年
の
家
臣
一
覧
が
あ
る
の
で
慶
安
の
軍
役
規
定
と
対
比
さ
せ
て
み
る
。
図
表
4
に
よ
れ
ば
、 

六
〇
〇
石
級
の
旗
本
は
十
三
人
の
家
臣
を
必
要
と
し
て
い
る
が
、
前
渡
坪
内
氏
で
は
十
一
人
 

の
譜
代
家
臣
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
欠
員
分
は
年
季
奉
公
等
で
ま
に
合
わ
せ
て
い
 

た
と
思
わ
れ
る
。
と
も
か
く
、
六
〇
〇
石
級
の
旗
本
と
し
て
の
軍
役
規
定
が
守
ら
れ
て
い
た
 

可
能
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
前
渡
坪
内
氏
の
四
代
目
定
道
は
一
代
を
通
し
て
無
役
で
あ
っ
 

た
が
、
五
代
目
定
矩
は
家
元
坪
内
定
重
の
旗
下
と
し
て
三
家
の
者
と
共
に
駿
府
加
番
•

火
消
 

な
ど
の
任
に
あ
た
っ
た
。
こ
こ
で
い
う
「旗
下
」
が
ど
う
い
う
意
味
を
も
つ
か
で
あ
る
が
、 

一
つ
に
は
番
頭
•

組
頭
に
対
す
る
番
士
の
意
味
が
考
え
ら
れ
、
も
う
一
つ
に
は
主
家
に
対
す
 

る
家
臣
の
意
味
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
加
番
に
あ
た
っ
て
前
渡
坪
内
氏
が
幕
府
か
ら
四
人
扶
持
を
.卜
賜
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
後
の
享
保
十
七
年
こ
七
三
こ
,':
::〗後
述
 

の
家
格
吟
味
訴
訟
に
お
よ
ん
で
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
後
者
の
意
味
に
は
ま
ち
が
い
な
い
が
、
前
者
の
意
味
も
あ
る
程
度
含
ん
で
い
た
と
と
ら
え
た
方
が
よ
さ
そ
 

う
で
あ
る
。

以
上
、
み
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
，つ
と
、
新
加
納
坪
内
家
を
「家
元
」
と
し
て
そ
の
内
分
分
知
扱
い
を
う
け
る
に
い
た
つ
た
前
渡
ら
三
坪
内
氏
は
、
旗
本
と
し
て
の
性
 

格
が
だ
ん
だ
ん
う
す
れ
、
幕
藩
制
の
確
立
期
以
降
一
般
の
旗
本
の
よ
う
な
扱
い
を
う
け
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
と
は
い
っ
て
も
、
「家
元
」の
家
臣
と
し
て
位
置
づ
け
 

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
陪
臣
の
場
合
は
家
督
相
続
に
伴
う
継
目
御
礼
に
幕
府
へ
出
頭
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
知
行
宛
行
状
に
は
連
名
で
宛
名
の
一
 

つ
に
加
え
ら
れ
て
い
た
以
上
、
幕
府
と
主
従
関
係
を
持
っ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
理
由
は
何
で
あ
れ
、
将
軍
へ
の
御
目
見
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
,:-

二
 

I

 

I
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ニ

ニ
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衛
郎
内
磬
郎
某
助
^-5
^

門
助

*-共
女

弘
八
左
百
；-
®
弥8
㈣
宗
錢
M
仕 

軍 
佐
井
 
紋
れ
木
 £
家
召
 

井
本
本
]II中
瀬

瀬i

 5
野
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来
永
山
山
宮
安
永
長
長
小
鈴
小

W
代
者
 

坪
譜
小



し
、
他
の
二
家
の
も
て
な
し
方
よ
り
一
層
丁
寧
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
々
代
ま
で
他
家
と
同
一
方
法
で
あ
っ
た
の
に
先
代
(

定
效
)

か
ら
改
め
ら
れ
た
 

も
の
が
し
き
た
り
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。
坪
内
定
效
の
代
か
ら
丁
寧
に
な
->
た
理
由
と
し
て
、
前
渡
の
八
代
目
定
效
の
母
親
が
本
家
定
堅
の
二
女
で
あ
っ
た
こ
と
が
 

.

.

.

.

.

，内
分
.
^
,
.
.

f
¥
ハ
役
人
ハ
協
ゎ
を
.

;-'て
い
ろ
ふ
::-、
小
身
？
齟
1
て
あ
る
が
故
に
，：1
力
で
領
地
*

領
民
を
支
配
し
て
い
く
だ
け
の
機
構
を
 

持
ち
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
先
述
の
検
見
だ
け
で
な
く
、
犯
罪
人
の
処
罰
な
ど
は
簡
単
な
も
の
を
除
き
本
家
の
新
加
納
陣
屋
の
 

役
人
の
手
に
ゆ
だ
ね
な
け
れ
ば
出
来
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
新
加
納
で
判
断
で
き
な
い
場
合
に
は
、
幕
府
評
定
所
へ
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
前
渡
呼
内
氏
の
領
地
•

領
民
支
配
は
、
本
家
の
陣
屋
に
た
よ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
は
い
え
ど
も
独
立
し
た
性
格
も
有
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
前
渡
坪
内

(
10)

氏
は
、
前
;:̂
£

•'■•
•
•
.

机

.
81•
本
郷
西
組
•

山
東
組一:

分
卜
：
.:.
.

I'v
ii
M-M
^
お
い
て
i
配
-
て
い
ん
 
t

/--
、
iiu渡
村
の
宗
門
人
別
改
は
前
渡
坪
内
氏
に
提
出
さ
せ

て
い
る
し
、
前
渡
村
の
百
姓
が
本
家
の
新
加
納
陣
屋
へ
欠
込
訴
し
た
行
為
に
対
し
て
、
前
渡
坪
内
氏
だ
け
で
な
く
本
家
の
新
加
納
陣
屋
で
も
越
訴
行
為
と
み
な
し
て
い
 

一61'
。
さ
ら
に
、
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
基
本
史
料
と
し
て
い
る
日
記
は
、
前
渡
坪
内
氏
の
御
用
部
屋
記
録
又
は
納
戸
記
録
で
あ
る
が
、
そ
れ
自
体
物
語
っ
て
い
 

る
よ
う
に
、
前
渡
坪
内
氏
自
身
家
政
機
関
と
も
い
え
る
役
所
機
構
(

御
用
部
3
6
)

を
持
ち
譜
代
家
臣
に
運
営
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
点
を
み
る
と
、
前
渡
坪
内
氏
は
、
旗
本
新
加
納
坪
内
氏
の
内
分
分
知
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
「家
元
」
か
ら
は
独
立
し
て
い
る
領
主
に
相
 

違
な
く
、
他
の
譜
代
大
名
•

旗
本
等
か
ら
分
知
独
立
し
た
同
じ
中
ク
ラ
ス
(

六
〇
〇
石
級
)
の
一
般
の
旗
本
と
何
ら
か
わ
り
な
い
領
主
経
営
を
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
た 

だ
、
各
務
原
市
域
を
例
に
み
る
と
、
旗
本
徳
山
氏
の
分
家
は
文
政
十
二
年
こ
八
-
1

九
)

ご
ろ
か
ら
本
家
に
財
政
支
配
を
ゆ
だ
ね
て
い
る
し
、
前
に
も
触
れ
て
い
る
よ
う
 

に
、
前
渡
坪
内
氏
の
場
合
乂
文
化
/

1:年
こ
 
<

〇
八
)

か
ら
三
年
間
に
限
っ
て
本
家
の
新
加
納
陣
M
に
領
村
の
財
政
.
K

政
i
配
を
ま
か
せ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
旗
本
新
 

加
納
坪
内
家
の
分
家
で
あ
っ
た
旗
本
築
地
坪
内
家
は
、文
政
八
年
(

乂
.
.

五
)

か
ら
三
か
年
の
期
限
付
で
、美
濃
国
加
茂
郡
川
辺
村
の
旗
本
大
島
氏
の
一
族
三
郎
右
衛
門
に
領
村
 

支
配
を
ま
か
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、「飛
入
」'-
飛
地
)

に
よ
っ
て
支
配
機
構
を
も
ち
に
く
い
こ
と
や
領
主
財
政
の
悪
化
に
伴
っ
て
、小
身
の
旗
本
に
よ
く
み
ら
れ
る
幕
末
期
 

の
一
般
的
現
象
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
美
濃
国
の
一
例
で
み
る
と
、
旗
本
領
主
財
政
逼
迫
の
一
画
期
が
文
化
•

文
政
期
に
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
特
に
 

K
本
坪
内
氏
の
内
分
家
の
場
合
は
、
無
役
•

在
地
居
住
と
い
う
財
政
支
出
と
の
関
係
か
ら
み
て
一
般
の
旗
本
よ
り
恵
ま
れ
た
環
境
に
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
 

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
財
政
面
の
悪
化
を
み
た
一
要
因
と
し
て
、
本
家
に
よ
る
勤
番
出
費
の
肩
が
わ
り
要
因
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

註

た
だ
し
、幕
府
へ
の
継
目
御
礼
の
た
め
出
府
す
る
よ
う
本
家
か
ら
内
分
家
へ
督
促
し
て
い
る
記
録
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、本
家
へ
の
間
接
的
挨
拶
要
求
と
し
て
理
解
で
き
 

な
く
も
な
い
。
(

「前
渡
御
用
部
屋
記
録
」
文
化
四
年
三
月
二
十
八
日
条
)

江
戸
御
出
府
之
儀
は
、
誠
二
以
御
家
-

一
拘
り
候
大
切
之
儀
二
て
、
殊
更
平
嶋
様
-"-は
御
一
代
抜
候
事
二
も
候
間
、
猶
更
差
兼
候
義
と
有
之
候
、
子
細
は
、
公
辺
向
之
儀
は
、

三
十
ヶ
畔
目
切
：一 御
日
記
/
り
、
其
後
之
事
而
已
御
取
用
二
相
成
候
、何
事
-
.

小
寄
不
絶
仕
来
之
儀
は
相
済
候
え
共
、中
絶
い
た
シ
候
儀
は
何
程
之
由
緒
等
申
立
候
て
も
不
相
 

叶
、
御
族
本
之
内
-

一
も
右
鉢
之
儀
.
.

一
て
御
家
格
下
り
候
方
も
有
之
由
-

一候

(
2
)

 永
井
好
之
家
文
書
(

享
保
十
七
年
四
月
「家
格
吟
味
訴
訟
口
上
覚
(

仮
題
)
)

(
3
)

 
「
前
渡
御
用
部
M
r

.il:録
」
交
化
i
:
^
:
-
r
z
:

/L:
:

:

条
•
-
-

リ
ト
九
口
条
、
今
般
御
勘
定
所
：;.
-:>,
-:)
-"、
本
家
坪
内
武
部
家
来
被
/-!出
、
洛
11-(
衛
"

|!:-借
分
其
御
役
所
宿
場
金
 

相
滞
候
由
、
期
日
ュ
至
候
ハ
ハ
、
相
納
候
様
被
仰
渡
候
ュ
付
(

下
略
)

坪
内
式
部
殿
内
分
坪
内
嘉
兵
衛
知
行
所
美
濃
国
各
務
郡
前
渡
村
へ
借
受
候
、
大
津
御
代
官
石
原
庄
三
郎
よ
り
拝
借
金
、
近
年
納
方
等
閑
ュ
て
、自
余
差
障
.
.

：相
成
候
間
、以
 

来
期
日
二
急
度
相
納
候
様
可
取
計
候
、
(

下
略
)

(
4
)

 右同
文
化
四
年
正
月
条

勢
州
山
田
御
林
御
奉
行
所
貸
御
附
金
御
拝
借
之
儀
(

中
略
)
御
本
家
様
御
役
人
中
よ
り
添
翰
有
之
候
え
は
出
来
之
旨
申
来
り
候
間
(

下
略
)

(
5
)

 富樫
心
行
家
文
書

(
6
)

 少
林
寺
文
書
「坪
内
系
図
」

(
7
)

 
旗
本
h

御
家
人
と
の
区
別
は
、
一
般
的
に
御
目
見
の
有
無
を
目
安
に
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
他
に
も
知
行
高
の
多
少
、世
襲
か
一
代
抱
え
か
と
い
ぅ
家
柄
な
ど
も
分
類
の
規
 

準
に
な
る
。

(
8
)

 「前
渡
御
用
部
屋
記
録
」
文
化
三
年
十
月
二
十
九
日
条

(
9
)

 
享
和
元
年(：

八
〇
一
)

、
前
渡
坪
内
氏
と
貝
坂
坪
内
家
の
知
行
所
間
の
出
入
に
つ
い
て
、
本
家
が
吟
味
仕
置
し
て
よ
い
か
と
い
ぅ
問
い
合
わ
せ
を
、
本
家
の
坪
内
式
部
か
 

ら
幕
府
評
定
所
に
出
し
許
可
さ
れ
て
い
る
。
(

平
松
義
郎
「旗
本
の
刑
罰
権
」
(

『法
制
史
研
究J

 
9
、
二
五
〜
二
七
べ
，-.
.

シ
)

(

10)
 
「前
渡
御
用
部
屋
記
録
」
文
化
三
年
五
月
九
日
条

(

11)
 
右
同
文
化
三
年
八
月
十
日
条
(

「越
訴
い
た
し
候
て
は
為
二
も
相
成
不
申
候
間
」、「何
れ
-

一
も
御
添
状
無
御
座
候
て
は
取
上
ケ
不
申
」)
、
ま
た
文
化
三
年
六
月
の
 

記
録
で
は
、築
地
坪
内
家
領
の
村
人
が
、自
家
へ
奉
公
に
来
て
い
た
前
渡
の
百
姓
に
つ
い
て
の
訴
え
を
前
渡
坪
内
氏
の
役
所
へ
出
し
て
お
り
、対
外
的
に
も
独
立
 

領
主
権
を
認
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

(

12)
 
大
堀
三
喜
男
家
文
書
(

『各
務
原
市
史j

史
料
編
近
世
I
、
五
三
六
べ
—
ジ
)

第
四
章
内
分
旗
本
成
立
の
意
義

1
内
分
家
格
吟
味
訴
訟

と
こ
ろ
て
、
旗
本
新
加
納
坪
内
家
の
内
分
に
位
^:\
'

;-|-し
れ
た
：-
末
家
と
幕
府
や
本
家
'

家
'

几」；
と
は
、
末
家
側
の
家
格
に
対
す
る
意
識
が
か
な
り
食
い
違
つ
て
お
 

'
そ
の
意
識
の
ず
れ
が
様
々
な
形
て
本
家
と
内
分
家
と
の
間
に
問
題
を
起
こ
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
に
旗
本
坪
内
本
家
と
内
分
分
家
と
の
間
に
み
ら
れ
た
、
前
渡



坪
内
氏
ら
の
旗
本
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
対
す
る
意
識
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

内
分
分
知
と
さ
れ
た
三
末
家
の
内
、
前
渡
の
六
代
目
坪
内
嘉
兵
衛
貞
行
と
平
島
の
六
代
目
坪
内
佐
左
衛
門
定
基
か
ら
、
両
家
の
家
格
に
つ
い
て
自
分
知
行
か
内
分
知
 

行
か
の
吟
味
要
請
が
幕
府
の
目
付
に
出
さ
れ
た
。
享
保
十
七
年
.

七
•
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
三
井
の
坪
内
氏
(

太
郎
兵
衛
高
民
)

が
訴
訟
に
加
わ
っ
て
い
な
い
 

が
、
訴
訟
相
手
の
坪
内
惣
兵
衛
定
堅
は
三
井
坪
内
氏
の
五
代
目
定
清
の
次
男
で
あ
り
、
三
井
で
は
当
時
定
清
が
存
命
中
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
み
て
、
濃
い
血
縁
関
係
が
 

訴
訟
不
参
加
に
影
響
し
て
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。.

こ
の
家
格
吟
味
訴
訟
の
経
緯
に
つ
い
て
享
保
十
七
年
:.七三一-
)

四
月
の
訴
状
「乍
恐
奉
願
口
上
之
寛
」
が
詳
し
い
の
で
要
点
を
整
理
し
て
み
る
。

①
 
惣
兵
衛
<

本
家
)

の
家
計
が
悪
化
し
た
の
で
、
末
家
に
役
儀
勤
の
必
要
経
費
の
合
力
(

助
成
)

や
備
用
金
を
頼
ん
で
来
た
。
そ
の
た
め
、
役
勤
め
の
寸
志
の
御
奉
公
の

-

.

.

内
、
す
'...
:
-
•
•

六
.
.
/

肉
余
助
成
—
、
メ
’、：：他

.'f
.',';か
.
/

1..
•

内
余
他

f/'.か，.—
 
.

.

.
-

川
」
./.こ
^
rl衛
に
貸
し
た
が
、
そ
の
金
を
少
し
も
返
さ
な
い
。

②
 
十
三
年
前
、
両
人
の
持
ち
林
を
合
力
す
る
よ
う
頼
ん
で
来
た
の
で
、
立
木
だ
け
助
成
分
に
廻
す
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
に
、
前
渡
分
の
持
ち
林
地
所
は
返
し
て
く
れ

:
A
ハ
分M

持
'
"
:

林
-

一
か
所
の
立
木
•

地
所
と
も
に
取
っ
て
し
ま
い
未
だ
に
返
I
て
く
れ
な
い
。
阡
つ
乂
、
そ
の
と
き
前
渡
分
の
晋
野
セ
ヶ
所
と
.*.-1
:
:
-
§
:

^|六 

斗
九
升
の
分
を
一
両
年
だ
け
貸
す
つ
も
り
で
渡
し
た
の
に
ま
だ
返
し
て
く
れ
な
い
。

③
 
去
々
戌
年
(

享
保
十
五
年
)

春
、
本
家
の
家
計
が
逼
迫
し
て
来
て
火
消
役
勤
務
が
で
き
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
私
ど
も
の
知
行
の
内
か
ら
一
五
〇
石
宛
惣
兵
衛
へ
 

戻
す
よ
う
に
要
求
し
て
き
た
。
私
ど
も
が
将
軍
家
か
ら
拝
領
し
た
知
行
を
惣
兵
衛
へ
返
却
す
る
理
由
は
な
い
。

④
 
家
計
悪
化
の
た
め
惣
兵
衛
の
役
勤
め
が
出
来
な
い
の
は
大
変
だ
し
、
親
族
間
で
助
成
要
求
を
無
視
す
れ
ば
御
咎
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
私
ど
も
両
人
が
相
 

談
し
て
、
惣
兵
衛
の
「勝
手
方
」を
引
き
請
け
世
話
を
し
、
役
勤
め
が
出
来
る
よ
う
助
成
す
る
こ
と
を
惣
兵
衛
方
へ
連
絡
し
、
去
々
戌
三
月
よ
り
私
ど
も
惣
兵
衛
各
々
 

の
家
来
が
立
ち
合
っ
て
支
配
し
た
と
こ
ろ
、
想
兵
衛
の
家
来
が
我
が
儘
を
い
い
、
古
借
の
返
済
の
た
め
だ
と
い
っ
て
、
以
前
相
談
し
て
お
い
た
物
成
米
を
此
方
へ
渡
さ
 

ず
、
戌
の
春
よ
り
以
来
私
ど
も
が
借
り
て
用
立
し
た
金
子
を
少
し
も
返
さ
な
い
た
め
、
金
を
貸
し
て
く
れ
た
者
に
も
指
し
支
え
が
生
じ
た
の
で
、
両
人
が
金
二
五
〇
 

両
余
自
腹
を
切
っ
て
支
払
い
、
そ
の
代
わ
り
「勝
手
」
引
き
請
の
件
は
断
っ
た
。

⑤
 
去
亥
年
(

享
保
十
六
年
)

春
、
惣
兵
衛
か
ら
「両
家
の
知
行
は
元
来
五
一
一
石
宛
で
、
先
祖
喜
太
郎
嫡
子
の
惣
兵
衛
の
時
代
に
八
九
石
宛
貸
し
置
い
て
あ
っ
た
分
を
返
 

し
て
欲
し
い
。
先
年
の
知
行
改
の
節
に
は
五
一
一
石
宛
と
書
き
上
げ
て
お
い
た
。
両
家
は
無
役
で
在
所
に
い
る
の
で
御
定
の
通
り
高
役
人
数
高
百
石
に
付
四
人
宛
の
 

つ
も
り
で
金
子
を
差
し
出
す
よ
う
に
」
と
い
っ
て
来
た
。
知
行
改
の
節
五
一
一
石
宛
と
私
ど
も
の
分
限
を
書
き
上
げ
た
こ
と
は
、
私
ど
も
に
こ
れ
ま
で
一
切
知
ら
せ
 

ず
自
分
で
書
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。

⑥
 
父
子
五
人
の
者
が
関
東
の
元
知
行
三
〇
〇
石
に
そ
れ
ぞ
れ
一
倍
の
加
増
を
う
け
濃
州
へ
知
行
替
に
な
つ
た
折
り
、
不
足
地
が
あ
り
、
そ
の
時
の
役
人
の
指
図
で
、
不
足

地
分
を
各
々
の
知
行
高
に
応
じ
て
割
り
合
い
定
め
た
。
そ
の
結
果
、
父
喜
太
郎
分
三
八
三
三
石
八
斗
余
、
嫡
子
惣
兵
衛
分
九
五
八
石
四
斗
余
、
嘉
兵
衛
•

佐
左
衛
門•

 

太
郎
兵
衛
は
そ
れ
ぞ
れ
五
七
五
石
七
升
余
と
し
て
拝
領
し
た
。
そ
の
後
、
慶
安
武
年
の
再
検
地
で
新
田
出
高
等
に
よ
り
、
六
〇
〇
石
宛
に
な
り
今
ま
で
そ
の
ま
ま
拝
 

領
し
て
き
て
い
る
。

⑦
以
上
申
し
上
げ
た
よ
う
.

に
、
私
ど
も
の
知
行
は
内
分
に
よ
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
な
く
、
高
役
人
数
の
こ
と
は
代
々
例
が
な
い
こ
と
だ
が
、
惣
兵
衛
が
若
御
老
中
 

i
年
寄
)

へ
御
内
意
を
伺
う
よ
う
な
こ
と
を
い
っ
て
来
た
の
で
、
是
非
な
く
私
ど
も
両
人
も
別
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
旨
惣
兵
衛
方
へ
申
し
遣
わ
し
た
が
、
惣
兵
衛
方
か
 

ら
違
却
だ
と
い
っ
て
来
た
。

以
上
、
訴
訟
内
容
か
ら
み
る
と
、
た
び
重
な
る
役
勤
め
の
出
費
か
ら
本
家
の
家
計
が
悪
化
し
、
そ
の
助
成
を
前
渡
や
平
島
に
頼
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
本
家
と
 

前
渡
坪
内
氏
な
ど
と
の
関
係
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
て
よ
い
。

で
は
、
本
家
と
末
家
間
に
み
ら
れ
る
意
識
の
ず
れ
の
原
因
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
『寛
政
譜J

に
表
さ
れ
た
幕
府
の
公
式
見
解
に
よ
 

る
と
、
前
渡
坪
内
氏
ら
末
家
の
位
置
づ
け
は
旗
本
新
加
納
坪
内
家
の
内
分
分
家
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
少
な
く
と
も
『寛
政
譜
』
が
作
成
さ
れ
始
め
る
寛
政
十
一
年
 

n
七
九
九
)

以
降
の
位
置
づ
け
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
近
世
初
期
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
末
家
に
対
す
る
幕
府
の
位
置
づ
け
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
は
残
さ
れ
 

て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
位
置
づ
け
の
跡
を
た
ど
れ
ば
、
お
の
ず
と
本
•

末
間
の
意
識
の
ず
れ
の
原
因
が
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。 

こ
れ
は
、
前
渡
坪
内
氏
ら
に
よ
る
内
分
旗
本
と
し
て
の
位
置
づ
け
否
定
の
動
き
を
見
る
と
、
当
然
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
次
に
こ
の
問
題
に
 

つ
い
て
若
干
べ
ー
ジ
を
割
い
て
み
た
い
。

2
内
分
旗
本
成
立
の
意
義

ま
ず
、
享
保
十
七
年
'.
-1::
:
.

ニ
ニ
月
、
前
渡
坪
内
氏
ら
が
幕
府
の
目
付
に
提
出
し
た
「坪
内
一
類
之
者
共
由
緒
覚
」
を
基
礎
史
料
と
し
て
、
代
々
の
前
渡
坪
内
氏
と
 

幕
府
と
の
関
係
.

御
H

見
.

役
勤
め
の̂
無
な
，て
-

に
つ
い
て
検
討
し
、
前
渡
坪
内
氏
の
旗
本
と
し
て
の
位
置
づ
け
の
変
遷
を
み
て
み
る
。

前
渡
初
代
定
安

•

慶
長
六
年
 <

 
.

六〇 
:
-

、
家
康
か
ら
坪
内
氏
父
子
五
人
宛
で
'

 

枚
の
知
行
宛
行
状
を
受
け
る
。

•

坪
内
嘉
兵
衛
は
、
河
窪
与
左
衛
門
組
〈坪
内
佐
左
衛
門
と
坪
内
太
郎
兵
tl
i.r水
野
対
馬
守
組
)

で
大
番
を
務
め
て
い
た
が
、
家
康
の
指
示
で
役
勤
め
を
免
除
さ
れ
在
地
に
居
住
す
る
 

よ
う
に
な
っ
た
。

•

寛
永
二
年
「
.
•ケ
十
二
月
、
！r:

代
将
軍
家
光
か
ら
兄
弟
四
人
仲
間
で
一
枚
の
知
行
宛
行
状
を
受
け
る
。

二
代
目
俊
定

-



•

御
上
落
•

日
光
御
成
の
御
供
は
毎
度
行
う
。

•

御
目
見
す
る
。

三
代
目
定
勝

.
?

■/'
 
: 
ど
：：
：
.
;
:
-
ソ
q
l
l
.
 

H
ハ
、-
、
奏
者
番
酒
井
雅
楽
頭
忠
浩
の
披
露
に
ょ
て
御
番
所
勤
め
を
し
、
§
院
S
代
将
軍
家
網
、
但
し
就
 

任
前
}
に
間
接
的
に
御
目
見
し
た
。

•

慶
安
四
年
(
.

六五一)
、
将
軍
家
綱
の
御
代
初
に
は
将
軍
が
幼
少
と
い
う
こ
と
で
御
目
見
せ
ず
、
そ
れ
以
後
御
目
見
し
て
い
な
い
。

四
代
目
定
道

•

延
宝
八
年
ぐ
'
'

 
、
佐
/
-

衛
門
判
定
.

太
郎
兵
衛
定
房
と
共
に
継
=

|;)御
礼
に
出
府
—
、
：̂
番
老
中
堀
出
築
前
守
正
俊
と
若
年
寄
石
川
美
作
守
乗
政
に
会
い
御
礼
 

を
申
し
上
げ
た
。

•

以
後
、
御
上
洛
•

日
光
社
参
の
外
、
御
役
御
番
は
全
く
務
め
て
い
な
い
。

•

本
家
の
惣
兵
衛
が
見
合
わ
せ
る
ょ
う
に
い
つ
た
た
め
、
御
目
見
な
し
。

五

代

目

定

矩

64 

•

元
禄
四
年
「
六九 
一/
継
目
の
御
礼
に
出
府
し
、
老
中
大
久
保
加
賀
守
忠
朝
と
若
年
寄
加
藤
佐
渡
守
明
英
に
会
い
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

•

同
五
年
こ
/■<九
こ
、
家
元
惣
兵
衛
定
重
に
従
い
、
佐
左
衛
門
判
定
•

太
郎
兵
衛
定
清
と
と
も
に
駿
府
御
加
香
を
勤
め
る
。
四
人
扶
持
下
賜
さ
れ
る
。

•

同
八
年
(

：六九五)
、
家
元
と
と
も
に
火
消
役
を
命
ぜ
ら
れ
宝
永
元
年
(

一七O
S
ま
で
江
戸
詰
。

•

五
代
将
軍
綱
吉
に
御
目
見
出
来
ず
。

六
代
目
貞
行

•

享
保
九
年
.

セ
::2
1
)

九
月
、
継
目
御
礼
を
老
中
松
平
左
近
将
監
乗
邑
と
若
年
寄
松
平
能
登
守
乗
賢
へ
申
し
上
げ
た
。

•

六
代
将
軍
家
宣
に
御
目
見
出
来
ず
。

こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
前
渡
坪
内
氏
の
初
代
定
安
か
ら
三
代
目
定
勝
ま
で
は
、
一
応
将
軍
に
御
目
見
で
き
る
家
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
幕
府
か
 

ら
の
知
行
宛
行
状
は
、
慶
長
六
年
二
六
〇
|
)

二
月
二
五
日
、
五
人
連
名
宛
に
一
紙
で
出
さ
れ
、
そ
の
形
態
が
示
す
よ
う
に
坪
内
一
党
を
一
家
と
み
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。 

従
っ
て
三
代
将
軍
家
光
の
知
行
宛
行
状
も
そ
の
立
場
を
継
続
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
「家
元
」
の
み
江
戸
詰
を
命
じ
末
家
の
三
家
を
在
地
で
住
ま
わ
せ
無
役
に
し
た
 

の
は
、幕
府
の
立
場
と
し
て
坪
内
一
党
の
代
表
者
を
「家
元
」
に
代
表
さ
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。し
か
し
、
三
家
か
ら
す
れ
ば
、
知
行
宛
行
状
は
一
紙
(

「家元」が所持)

と
い
え
ど
も
四
人
連
名
宛
で
あ
り
、
三
代
目
ま
で
は
将
軍
に
御
目
見
し
た
事
実
が
あ
り
、
四
代
目
以
降
将
軍
に
御
目
見
し
て
い
な
い
の
は
、
将
軍
が
幼
少
で
あ
る
と
か
、 

「家
元
」
が
見
合
わ
せ
よ
う
と
い
う
態
度
を
と
っ
た
た
め
と
か
い
う
諸
般
の
事
情
が
偶
然
重
な
っ
た
結
果
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
。
ま
た
、一

時
的
な
も
 

の
を
含
め
る
と
江
戸
勤
務
の
事
実
も
五
代
目
ま
で
あ
り
、
当
然
自
分
知
行
の
旗
本
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
末
家
側
は
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

先
述
し
た
末
家
の
家
格
吟
味
訴
訟
に
つ
い
て
み
る
と
、
本
家
は
、
六
〇
〇
石
の
少
身
と
は
い
え
無
役
で
在
地
に
住
み
出
費
を
し
な
い
で
済
む
末
家
に
対
し
、
役
勤
 

め
の
出
費
を
一
部
肩
が
わ
り
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
末
家
に
本
家
の
勤
番
出
費
の
一
部
を
負
担
さ
せ
る
た
め
に
は
、
本
家
と
し
て
は
前
渡
ら
末
家
を
 

正
規
の
分
家
と
す
る
よ
り
も
内
分
分
家
と
し
て
位
置
づ
け
た
方
が
都
合
が
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
前
渡
ら
末
家
の
言
い
分
は
、
知
行
宛
行
状
が
一
紙
に
連
名
で
出
さ
れ
、 

そ
れ
を
保
有
し
て
い
る
本
家
だ
け
が
江
戸
詰
を
命
ぜ
ら
れ
た
た
め
、
本
家
は
そ
れ
を
悪
用
し
て
前
渡
ら
を
内
分
扱
い
に
し
、
「組
付
与
力
(
.

種の家臣)
」同
様
に
位
置
づ
 

r
る
企
て
か
ら
末
家
に
御
目
見
の
機
会
を
持
た
せ
ず
、
そ
の
結
果
が
現
在
の
本
•

末
関
係
の
問
題
に
発
達
L
た
の
だ
，V-

主
張
L
て
い
る
VOで
あ
る
。
こ
こ
で
 

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
末
家
側
が
役
勤
め
の
費
用
を
出
し
お
し
ん
で
い
る
と
い
う
の
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
内
分
分
家
の
立
場
で
出
費
 

内
分
分
家
だ
か
ら
知
行
地
の
一
部
を
返
却
せ
よ
と
い
う
、
本
家
の
主
張
に
表
現
さ
れ
る
自
家
の
内
分
分
家
と
い
う
位
置
づ
け
に
反
発
し
否
定
し
て
い
た
の
で
 

あ
る
。
御
目
見
を
許
さ
れ
正
規
の
旗
本
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
上
で
役
務
め
を
命
ぜ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
喜
ん
で
そ
の
費
用
を
捻
出
す
る
態
度
を
とC

て
い
る
。
そ 

れ
は
「私
共
先
代
之
者
共
ハ
、
御
目
見
仕
御
簇
本
之
者
-

一
て
御
座
候
間
、
何
卒
此
已
後
何
分
之
御
奉
公
之
品
成
共
相
勤
申
度
奉
願
候
」
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
容
 

易
に
想
定
で
き
る
。
つ
ま
り
家
格
吟
味
訴
訟
で
は
、
本
家
の
御
役
御
番
を
坪
内
一
統
の
役
勤
め
る
と
み
る
か
本
家
だ
け
に
課
せ
ら
れ
た
も
の
と
み
る
か
で
、
本
家
と
末
 

家
側
の
意
識
が
ず
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
末
家
の
前
渡
坪
内
氏
と
平
島
坪
内
氏
の
起
こ
し
た
、
自
分
知
行
か
内
分
知
行
か
と
い
う
家
格
吟
味
訴
訟
の
問
題
が
 

生
じ
る
原
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
前
渡
坪
内
氏
ら
末
家
に
よ
る
自
分
知
行
だ
と
す
る
主
張
の
真
偽
は
一
体
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。(
行論の 

都
合
上
、
先
述
内
容
と
；部
重
復
す
る
点
が
あ
る
)

ま
ず
前
渡
坪
内
氏
が
無
役
と
し
て
在
地
居
住
を
は
じ
め
る
の
は
初
代
定
安
の
代
の
寛
永
二
年(M

ハ'
-

六)
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
慶
安
二
年
.

六四九年)
 

に
は
三
代
目
定
勝
が
日
光
社
参
の
御
供
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
五
代
目
定
矩
は
元
禄
五
年
か
ら
駿
府
加
番
と
し
て
本
家
の
旗
下
な
が
ら
軍
役
奉
公
し
て
い
る
。 

全
く
の
無
役
と
な
る
の
は
六
代
目
貞
行
か
ら
で
あ
る
。
一
方
御
目
見
に
つ
い
て
み
る
と
、
四
代
将
軍
家
綱
に
は
将
軍
就
任
以
前
に
間
接
的
に
御
目
見
し
て
い
る
が
、
正
 

式
に
は
四
代
将
軍
以
降
御
目
見
の
機
会
を
も
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
前
渡
坪
内
氏
は
少
な
く
と
も
三
代
目
定
勝
以
降
は
正
式
に
将
軍
に
御
目
見
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
 

知
，frバ
I'.-I
 
•

知
行
形
能
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彳
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不
安
定
な
も
の
と
な
つ
て
来
た
と
い
え
よ
う
。
御
H
見
特
権
の
剥
奪
は
す
な
わ
ち
旗
本
と
し
て
資
格
の
剥
奪
に
つ
な
が
る
。
前
渡
ら
三
末
家
は
寛
永
二
年
の
連
名
一
紙



知
行
宛
行
状
の
発
給
を
境
に
、
結
果
的
に
ii内
分
旗
本
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
寛
永
•

パ
ヰ
の
連
名
.

紙
知
行
宛
行
状
の
発
給
が
そ
れ
以
前
の
慶
長
六
 

年
の
知
行
宛
行
状
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
幕
府
成
立
当
初
連
名
で
一
紙
の
知
行
宛
行
状
の
発
給
を
受
け
な
が
ら
、
後
代
に
至
り
独
立
旗
本
 

と
し
て
個
別
に
知
行
宛
行
状
を
得
る
旗
本
も
い
く
つ
か
類
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
美
濃
国
の
高
木
氏
。
-

家}
等
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
前
渡
坪
内
氏
ら
 

三
末
家
の
場
合
内
分
分
家
扱
い
に
格
下
げ
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
本
•

末
家
の
い
い
分
を
考
え
る
う
え
で
大
へ̂
^
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t
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/,)処
繩
も
>1/.-
然
そ
の
中
に
加
え
ら
れ
る
。
一
族
一
統
の
参
戦
に
あ
た
っ
 

て
、
：々
別
々
に
知
行
宛
行
状
は
発
給
さ
れ
ず
、
戦
時
下
と
い
う
特
殊
性
か
ら
便
宜
上
一
族
一
統
を
一
括
し
て
朱
印
状
を
発
給
し
て
い
る
例
は
決
し
て
少
な
く
な
い
。 

こ
れ
を
ど
う
扱
う
か
が
戦
後
処
理
の
一
つ
の
問
題
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
高
木
氏
は
一
括
し
て
朱
印
状
を
受
け
た
が
後
で
三
家
に
個
別
で
朱
印
状
が
出
さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
新
加
納
坪
内
氏
と
そ
の
三
末
家
の
場
合
に
は
、
自
分
知
行
か
内
分
知
行
か
と
い
う
問
題
を
生
じ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
れ
は
、
一つ 

に
末
家
側
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
家
に
よ
る
何
ら
か
の
政
治
工
作
が
反
映
し
た
結
果
だ
と
み
て
よ
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
そ
の
裏
工
作
の
背
景
に
は
寛
永
期
に
 

お
;t
る
旗
本
財
政
の
悪
化
が
あ
っ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
無
役
•

在
地
居
住
•

江
戸
旗
本
屋
敷
割
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
な
ど
、
旗
本
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
あ
い
 

ま
い
で
あ
っ
た
前
渡
ら
三
末
家
は
、
幕
府
に
よ
る
旗
本
再
編
成
の
枠
か
ら
外
れ
た
か
っ
こ
う
に
な
り
、
御
目
見
を
本
家
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
う
ち
に
旗
本
と
し
て
の
 

位
置
づ
け
は
う
す
れ
、
旗
本
坪
内
家
(

新加納)
の
内
分
分
知
家
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
よ
へ
う
《

と
こ
ろ
で
、
こ
の
こ
と
は
本
家
と
末
家
の
利
害
の
対
立
の
原
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
三
末
家
の
内
分
化
は
、
幕
藩
体
制
の
整
備
•

確
立
に
至
る
段
階
で
幕
府
 

が
と
-'1
た
政
策
と
決
し
て
矛
盾
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
大
名
家
の
家
臣
が
地
方
知
行
を
も
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
将
軍
家
が
そ
れ
ら
の
陪
臣
に
も
忠
節
を
要
求
し
 

知
行
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
支
配
権
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
幕
藩
体
制
の
成
立
期
に
お
い
て
、
幕
府
は
、
地
方
知
行
を
有
す
領
主
を
支
配
す
る
場
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知
行
領
主
が
多
く
、
し
か
も
大
名
を
始
め
と
す
る
諸
領
主
支
配
の
体
制
が
充
分
確
立
し
て
い
な
い
段
階
で
は
、
幕
藩
体
制
の
維
持
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。幕

府
か
ら
み
て
、
大
名
を
牽
制
す
る
意
味
か
ら
も
、
大
名
に
よ
る
藩
体
制
の
維
持
の
必
要
性
か
ら
み
て
も
必
要
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
し
か
し
、
万
石
以
上
と
以
下
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陪
臣
支
配
を
幕
府
(

将
軍
家
)

が
直
接
行
わ
な
く
て
も
、大
名
に
直
接
支
配
を
ま
か
せ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
名
の
家
臣
が
地
方
知
行
制
か
ら
俸
禄
 

制
に
切
り
替
わ
る
と
と
も
に
、
幕
府
に
よ
る
陪
臣
の
直
接
支
配
は
必
要
な
く
な
つ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
幕
府
が
地
方
知
行
を
有
す
領
主
を
直
接
支
配
し
た
の
は
、
幕
 

藩
体
制
成
立
期
に
お
け
る
体
制
の
維
持
を
目
的
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
大
名
権
力
の
補
助
的
意
義
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
主
従
関
係
の
弱
い
成

立
後
間
も
な
い
親
藩
大
名
や
譜
代
大
名
に
特
に
よ
く
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
幕
府
(

将
軍
家
)

と
主
従
関
係
が
安
定
し
て
い
た
直
臣
の
場
合
に
は
、
必
ず
し
も
将
軍
家
 

が
直
接
支
配
を
す
る
必
要
は
な
く
、
小
身
の
分
家
を
本
家
に
支
配
さ
せ
た
り
、
番
頭
•

組
頭
に
番
士
を
支
配
さ
せ
る
こ
と
で
幕
府
(

将
軍
家
)
に
よ
る
旗
本
支
配
は
充
分
行
 

い
得
た
の
で
あ
る
。

(
1
)

 永
井
好
之
家
文
書

(
2
)

 右
同

(
3
)

 但し
、
こ
れ
は
勤
番
出
費
の
肩
が
わ
り
を
否
定
し
よ
ぅ
と
す
る
内
分
家
(

無
役
)

側
の
方
便
の
可
能
性
も
あ
る
。

(
4
)

 本
註
(
1
)
に
同
じ

(
5
)

 『岐
阜
県
史J

史
料
編
近
世
2
、
一
四
べ
一
.
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(
6
)

 
坪
内
嘉
兵
衛
家
を
幕
府
側
(

評
定
所
)

が
旗
本
新
加
納
坪
内
家
の
内
分
と
み
な
し
て
い
る
史
料
の
初
見
(

管
見
の
範
囲
で
)
は
享
和
元
年
五
月
で
あ
る
。
(

前
掲
平
松
論
文
)

 

ま
た
「前
渡
御
li!部
M.M
nL録
」
」乂
化
l;H/
'i--
ll:.パ
、
-

一
月
条
を
例
に
と
る
と
、
幕
府
勘
定
奉
行
•

勢
州
山
!II御
林
奉
行
•

大
津
大
官
な
ど
か
ら
も
「坪
内
式
部
内
分
」

.

.

.

.

.

，. 

て
い
る
。さ
ら
に
、文
化
三
年
卜
.
=
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条
：
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近
淞
.
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人
，.
彳
家
格
之
義
も
先
祖
と
相
違
，：付
」
と
あ
り
、
本
家
の
江
.

|'.
'

と
を
認
め
て
い
る
。
以
上
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
先
述
し
た
享
保
十
七
年
(
一
七
三
二
)

の
家
格
吟
味
訴
訟
の
結
果
、
坪
内
嘉
兵
衛
家
は
正
式
に
旗
本
新
加
納
坪
内
家
の
内
分
 

と
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
。
た
だ
、
元
和
二
年
(
：
六
一
六
)
の
「美
濃
国
村
高
領
知
改
帳
」
で
は
領
主
と
し
て
四
人
の
名
前
が
連
記
さ
れ
て
い
る
が
、
正
保
二
年
.
(

一
六
四
五
)

-

乃
濃
3
:

郷
帳
」
て
1-1
坪
内
惣
1;:
衛

1
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塚
本
学
「形
成
期
か
ら
み
た
旗
本
領
の
性
格
—
三
河
を
舞
台
に
一
」(f

史
学
雑
誌J

七
四
—
二
、
八
べ
ー
ジ
)

(
8
)

 
『
徳
川
実
紀
』
寛
永
十
九
年
五
月
:"日
〜
十
四
条
日
条
、
『御
触
書
寛
保
集
成J

一
三
七
六
〜
一
三
八
〇
号
、
佐
々
木
潤
之
介
「幕
藩
制
第
一
段
階
の
諸
画
期
に
つ
い
て
」 

(

『歴
史
学
研
究J

二
六
〇
)
を
参
照
の
こ
と

.

(
9

〕
栗
田
元
次
『江
戸
時
代
上j

第
四
章
第
一
-

節
、
い
わ
ゆ
る
質
人
制
の
廃
止
か
ら
。

(

10)
前
掲
塚
本
論
文
■
了
へ
ー
ジ
の
註
(

15)
参
照
。

お
わ
り
に

以
上
、
旗
本
新
加
納
坪
内
氏
内
分
坪
内
嘉
兵
衛
家
(

前
渡
坪̂
氏
)

を
素
材
と
し
て
、
内
分
旗
本
の
性
格
と
成
立
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
旗
本
本
家
と
内
分
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.

寄
子
制
」
が
そ
の
成
立
の
背
後
に
あ
り
、
「寄
親
」
が
旗
本
本
家
、
「寄
子
」
が
旗
 

本
の
内
分
家
，..
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の
、
旗
本
と
し
て
登
庸
さ
れ
た
歴
史
を
も
有
し
、
旗
本
新
加
納
坪
内
家
の
家
臣
団
に
組
み
込
ま
h
た
「組
与
力
(

御
家
人
)

」
と
は
位
置
づ
け
が
異
っ
て
い
た
が
、
本
家
の
 

「旗
下
」
の
一
員
と
し
て
、
軍
役
奉
公
の
場
合
に
は
本
家
の
指
揮
下
に
入
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
旗
本
新
加
納
坪
内
氏
と
そ
の
内
分
家
の
関
係
は
、
旗
本
 

の
番
頭
•

組
頭
と
番
士
の
関
係
に
は
相
違
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
主
家
と
「組
与
力
」
と
の
関
係
に
よ
り
近
い
関
係
に
あ
っ
た
と
み
た
方
が
真
相
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
残
念
な
が
ら
意
識
し
つ
つ
も
検
討
で
き
な
か
っ
た
問
題
が
い
く
つ
か
あ
る
。
旗
本
坪
内
家
内
分
の
領
主
財
政
面
に
関
す
る
問
題
や
領
村
の
構
造
及
び
そ
の
 

支
配
の
実
態
把
握
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
旗
本
領
主
権
に
関
し
て
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
内
分
家
が
家
格
問
題
を
お
こ
し
た
真
の
目
的
は
本
家
 

に
よ
る
勤
番
出
費
の
肩
が
わ
り
否
定
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
内
分
家
は
慶
長
六
年
や
寛
永
二
年
の
「連
名
一
紙
知
行
宛
行
状
」
を
ひ
き
あ
い
に
出
し
た
の
で
は
な
か
っ
 

た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
つ
に
は
、
も
し
内
分
家
の
本
心
が
勤
番
出
費
の
否
定
に
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
享
保
期
に
お
け
る
旗
本
の
軍
役
に
対
す
る
意
 

識
変
化
<

封
建
関
係
の
変
質
」の
観
点
か
ら
再
分
析
す
る
必
要
が
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
他
の
検
討
課
題
と
し
て
も
うI

つ
あ
げ
て
お
き
た
い
。
知
行
宛
行
状
の
発
 

給
形
態
に
つ
い
て
、
旗
本
高
木
氏
に
対
す
る
場
合
と
旗
本
坪
内
氏
に
対
す
る
場
合
と
で
は
異
っ
て
い
る
こ
と
を
先
述
し
た
が
、
そ
の
原
因
説
明
は
不
充
分
だ
と
思
っ
て
 

い
る
。
高
木
氏
の
場
合
は
、
美
濃
国
の
水
奉
行
と
し
、
三
家
を
交
替
寄
合
の
旗
本
に
位
置
づ
け
、
在
地
に
居
住
さ
せ
河
川
支
配
が
手
う
す
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
 

必
要
か
ら
、
知
行
宛
行
状
の
発
給
形
態
の
変
化
を
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
立
場
に
立
っ
て
旗
本
坪
内
氏
の
家
系
譜
、
由
緒
書
を
見
直
す
と
、
「濃
州
各
務
 

郡
•

羽
栗
郡
の
内
え
所
替
被
為
仰
付
、
喜
太
郎
(

利
定}
一 所
-

一
私
共
先
祖
三
人
の
者
共
在
所
-

一
被
為
差
置
、
木
曾
川
出
水
の
節
不
限
昼
夜
堤
え
罷
出
水
下
村
々
よ
り
 

人
足
出
さ
せ
相
囲
候
処
被
仰
付
候
、
(

屮
略
)

其
頃
嫡
子
惣
兵
衛
(

家
定
)

儀
は
伏
見
御
門
番
相
勤
罷
在
候
事
」
と
あ
り
、
旗
本
坪
内
家
の
内
分
家
の
場
合
も
在
地
居
住
が
 

木
曾
川
の
治
水
と
関
係
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
観
点
か
ら
内
分
旗
本
の
成
立
の
意
義
を
見
直
す
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
 

つ
い
て
今
後
の
研
究
の
発
展
を
期
待
し
た
い
と
思
う
。

最
後
に
幕
藩
権
力
論
を
み
す
え
た
上
で
、
旗
本
領
主
権
の
研
究
に
つ
い
て
若
干
見
通
し
を
立
て
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
幕
藩
制
国
家
に
お
け
る
領
主
権
の
研
究
は
、 

大
名
(

将
軍
家
を
含
む
)

だ
け
で
な
く
、
小
領
主
の
旗
本
を
も
含
め
て
総
合
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
場
合
、
地
方
知
行
取
(

地
頭
)

か
俸
禄
取
か
に
よ
っ
て
分
け
て
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
領
主
権
そ
の
も
の
を
考
え
た
と
き
、
幕
藩
制
国
家
に
お
け
る
封
建
領
主
の
宗
主
権
者
と
し
て
、
全
国
規
 

摸
で
各
領
主
に
支
配
権
を
お
よ
ぼ
し
て
い
た
将
軍
家
(

幕
府
)

と
各
領
主
間
の
問
題
、
独
立
し
た
各
領
主
相
互
間
の
問
題
な
ど
領
主
権
力
(

為
政
者
)

間
レ
ベ
ル
に
お
け
る
場
 

合
だ
け
で
な
く
、
領
主
が
領
主
た
る
所
以
、
す
な
わ
ち
、
領
主
と
領
民
間
の
問
題
の
二
面
か
ら
分
析
し
考
察
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
、
将
軍
家
と
地
頭
領
主
と
の
関
係
か
ら
み
る
場
合
は
、
本
稿
で
も
扱
っ
た
よ
う
に
封
建
制
の
基
幹
を
な
す
領
地
安
堵
と
軍
役
奉
公
の
確
認
(

封
建
的
主
従
関
係
の
確
認
)

 

が
い
る
。
領
主
間
に
お
け
る
領
主
権
に
つ
い
て
は
、
他
の
領
主
か
ら
独
立
す
る
領
主
権
を
所
有
し
て
い
る
と
目
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
一
つ
の
目
安
と
な
る
。
三
つ
 

め
と
し
て
領
主
と
領
民
と
の
間
に
お
け
る
領
主
権
分
析
の
視
点
で
あ
る
が
、
領
民
支
配
の
具
体
的
事
象
の
確
認
、
支
配
権
の
強
弱
と
動
揺
の
実
態
•

お
よ
び
そ
の
原
因

究
明
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
統
一
政
権
と
自
村
の
領
主
に
対
す
る
領
民
の
認
識
の
実
態
分
析
も
必
要
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
こ
れ
ら
の
点
を
お
さ
え
た
諸
 

研
究
の
蓄
積
ハ
し
に
た
：
-■;、

術
が
个
w

twm
•

人

本

M
.
 

V
社
領
/:ど
の
規
模
て
ど
.7)よ
う
に
む
機
的
に
展
開
一
て
い
た
か
組
A
A/:
-:て
い
か
な
;i 

れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
み
て
み
る
と
、
現
在
、
研
究
者
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
析
視
角
か
ら
ま
ち
ま
ち
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
全
体
研
究(W

藩 

権
力
論
藩
制
国
家
論
)

を
実
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、
領
主
権
研
究
の
事
例
報
告
だ
け
で
な
く
、
そ
の
た
め
の
理
論
的
支
柱
の
検
討
が
当
面
す
る
最
大
の
課
題
で
 

は
な
か
ろ
う
か
。

註(
1
)

 
永
井
好
之
家
文
書
「坪
内
：類
之
者
共
由
緒
覚
」

(
2
)

 
ま
た
、
-

S

寛
政
譜
』
の
坪
内
定
仍
の
項
を
見
る
と
「(
寛
永
)
三
年
閏
十
月
十
日
仰
を
う
け
た
ま
は
り
て
美
濃
国
に
赴
き
、
洪
水
の
地
を
検
す
。」
と
あ
り
、
川
1

木
曾
|||:
こ
坪
 

内
氏
の
関
係
の
深
さ
が
う
か
が
え
る
。
但
し
、
な
ぜ
高
木
氏
に
は
別
家
を
認
め
、
坪
内
氏
は
内
分
に
し
た
の
か
-

て
い
•
.

，問
題
か
^
る
か
、
知
，̂
:J..::

::-
:.'..,

 
H
.

.V:
:

理
由
づ
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。

(
3
)

 
「
領
主
」
の
定
義
と
も
か
か
i./
,
.

か
、
領
地
.

如
IV:.
,

.''て
ハ
鉛
K
と
す
れ
ば
地
方
知
行
取
の
領
+.権
が
中
心
と
な
る
。
し
か
し
、
直
接
、
自
家
の
領
地
•

領
K

 

い
俸
禄
取
の
旗
本
で
も
幕
吏
の
一
人
と
し
て
間
接
的
に
は
領
主
側
の
立
場
に
あ
り
、
そ
れ
ら
を
全
く
無
視
し
て
扱
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

〈付
記
〉

本
稿
作
成
後
、
新
加
納
坪
内
氏
(

本
家
)
の
所
在
(

東
京
都
江
東
区
塩
浜
-
.

丁
目
)
が
、
豊
田
高
専
の
篠
田
壽
夫
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
史
料
は
現
存
し
て
 

:

.
マ

1'
•:
?:'
も
^
-
利
川
：

：

,:,
|!|]渡
御
川
部
：^
録
_
乂
.
.

れ
務
吩
|1)資
料
調
査
報
告
1!::
』
第
六
.

」
：,/:
:

抄
出
収
¥
バ
_
-
0
'
:
-

';:

 
一
「
抄
出
和
'11
片
し
 

本
稿
筆
者
が
ち
が
う
た
め
、
収
録
も
れ
を
さ
け
る
た
め
に
必
要
史
料
を
あ
え
て
注
記
し
た
。

(

各
務
原
市
史
編
集
係
主
事
)



編
集
後
記

今
回
発
刊
す
る
「文
書
史
料
目
録
四
」
は
、
前
回
ま
で
の
三
冊
に
収
録
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
文
書
と
、
そ
の
後
の
調
査
に
ょ
っ
て
所
在
が
新
し
く
確
認
さ
れ
 

た
文
書
を
収
録
し
ま
し
た
。

古
文
書
は
、
そ
の
性
格
上
、
門
外
不
出
と
な
っ
て
陽
の
目
を
見
な
い
ま
ま
旧
家
の
土
蔵
に
眠
っ
て
い
る
と
い
っ
た
ヶ
ー
ス
が
多
い
ょ
ぅ
で
す
。
前
回
ま
で
に
、
文
書
 

約
一
二
、〇
〇
〇
点
余
を
調
査
•

収
録
す
る
こ
と
が
で
き
「文
書
史
料
目
録
三
」
で
一
応
区
切
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
新
た
に
二
、〇
〇
〇
点
余
が
発
見
さ
れ
ま
 

し
た
の
で
、
「文
書
史
料
目
録
四
」
の
公
刊
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
本
書
を
先
の
三
冊
と
共
に
、
郷
土
資
料
の
手
引
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
本
書
に
は
、
郷
土
の
一
領
主
で
あ
っ
た
旗
本
坪
内
氏
に
関
す
る
研
究
論
文
を
あ
わ
せ
て
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
同
時
に
刊
行
し
た
「前
渡
坪
内
氏
御
用
部
屋
記
 

録
一
」
(

各
務
原
市
資
料
調
査
報
告
書
第
六
号
)
や
近
々
刊
行
さ
れ
る
市
史
「史
料
編
近
世
II巻
」
の
研
究
資
料
と
し
て
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

本
史
料
目
録
の
発
刊
に
際
し
、
文
書
を
ご
提
示
い
た
だ
き
ま
し
た
各
位
の
ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
ご
指
導
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
.

市
史
編
 

集
委
員
長
野
村
忠
夫
先
生
、
市
史
近
世
部
会
の
松
田
之
利
先
生
は
じ
め
諸
先
生
方
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
六
十
年
三
月
二
十
二
日

社
会
教
育
課
長
 林

友
 
男



干支早見表⑴
千支 年号（南朝J 年号（北朝） 西解 年号 西暦 年号 m
内f- 延7C1囹 建武3 1336 応永3 13% 康正2 1456 永正13 1516 天正4 1576
r丑 2 4 1337 4 1397 扠禄1回 1457 14© 1517 5® l.r)77
戊寅 3® 暦応1 囹 1338 5® 1398 2① 1458 15 1518 6 1578
己卯 4 2 1339 6 1399 3 1459 16 1519 7 1579紐 娜11:4: 3 1340 7 1400 寛正1⑨回 1460 17© 1520 8③ 1580
辛巳 2® 4 1341 8① 1401 2 1461 大永1圓 1521 9 1581
壬,r- 3 康永1 [4i 1342 9 1402 3 1462 2 1522 10 1582
癸未 4 2 1343 10® 1403 4⑥ 1463 3® 1523 11① 1583
中屮 5® 3 1344 11 1404 5 1464 4 1524 12 1584
乙内 6 i*i 和1 画 1345 12 1405 6 1465 5⑪ 1525 13⑧ 1585m 正平1⑨固 2 1346 13⑥ 1406 文正1②（U 1466 6 1526 14 1586
1女 2 3 1347 14 1407 応仁1SI 1467 7 15?7 15 1S87
戊r 3 4 1348 15 14U8 2® 1468 'YM1⑨囿 1528 祕 1588
じit 4⑥ 5 1349 16® 1409 文明1没 1469 2 1529 17 1589
ik-tii 5 減.•1 m 1350 17 1410 2 1470 3 1530 18 1590
ぞ卯 6 2 1351 18® 1411 3⑧ 1471 4⑤ 1531 190) 1591
Itc 7② 文和1 囹 1352 19 1412 4 1472 天文1S 1532 文祿1回 1592
癸巳 8 2 1353 20 1413 5 1473 2 1533 2® 1593
'I'V- 90 3 1354 21⑦ 1414 6© 1474 30) 1534 3 1594
乙未 10 4 1355 22 1415 7 1475 4 1535 4 1595
内屮 11 延文1 1356 23 1416 8 1476 5® 1536 嗤 M 1596
1 l*H 12® 2 1357 24⑤ 1417 9® 1477 6 1537 2 1597
戊戌 13 3 1358 25 1418 10 1478 7 1538 3 1598

14 4 1359 26 1419 11⑨ 1479 8® 1.S39 4③ IS99

け！ f. 150' 5 1360 27(1) 1420 12 1480 9 1540 5 1600
>?：•丑 16 康安1 1361 28 1421 13 1481 10 1541 6⑪ 1601
壬也 17 貞治1 迸 1362 29® \m 14⑦ 1482 11③ 1542 7 1602
癸卯 18® 2 1363 30 1423 15 1483 12 1543 8 1603
'f'fe 19 3 1364 31 1424 16 1484 13⑪ 1544 9® 1604
乙巳 20® 4 1365 32© 1425 17③ 1485 14 1545 10 1605
丙Y- 21 5 1366 33 1426 18 1486 15 1546 11 1606
r未 22 6 1367 34 1427 技享1⑪0 1487 16® 1547 12® 1607

llc'l' 23® 応安1 囹 1368 正 M 1(3)® 1428 2 1488 17 1548 13 1608
己内 24 2 1369 永享1囹 1429 延徳1:§： 1489 18 1549 14 1609
比戌 建徳1S 3 1370 2® 1430 2® 1490 19® 1550 15② 1610

2® 4 1371 3 1431 3 1491 20 1551 16 Ifill
士十 文中I A 5 1372 4 1432 vjfe i iti 1492 21 1552 17© 1612
癸丑 2® 6 1373 5® 1433 2④ 1493 220 1553 18 1613
'I'iU 3 7 1374 6 1434 3 1494 23 1554 19 1614
乙卯 天授10 永和1 ■ 1375 7 1435 4 1495 弘治1⑩圓 1555 /C 和 mm 1615
内以 2® 2 1376 8⑤ 1436 5② 1496 2 1556 2 1616
I'LL 3 3 1377 9 1437 6 1497 3 1557 3 1617
戊1.. 4 4 1378 10 1438 7⑩ 1498 永禄1⑥囹 1558 4③ It;18
L：未 5® 康暦1 1379 11① 1439 8 1499 2 1559 5 1619
决中 6 2 1380 12 1440 9 1500 3 1560 6© 1620
辛内 弘和1d 永徳1 囹 1381 嘉吉1⑨區 1441 文％ i©m 1501 4③ 1561 7 1621
壬戌 2® 2 1382 2 1442 2 1502 5 1562 8 1622
癸女 3 3 1383 3 1443 3 腿 6© 1563 9®

屮i'- 尤屮1⑨[1 m 1 121 1384 女安1⑥直 1444 永正1③圓 1504 7 1564 寛永17 1624
乙丑 2 1385 2 1445 2 1505 8 Ibbb 2 1625
内'ボ 3 3 1386 3 1446 3⑪ 1506 9® 1566 3④ 1626
丁卯 4⑤ 嘉慶1 m 1387 4② 1447 4 1507 10 1567 4 1627
戍K 5 2 1388 5 1448 5 1508 11 1568 5 1628
じ巳 6 康応1 m 1389 宝徳1⑩g 1449 6® 1509 12® 1569 6© 1629
哽午 7③ 明徳1 囹 1390 2 1450 7 1510 7C 亀1 S] 1570 7 1630
辛未 8 2 1391 3 1451 8 1511 2 1571 8© 1631
壬中 9® 3 1392 享徳1@[7 1452 9® 1512 3® 1572 9 1632
癸内 4 1393 2 1453 10 1513 天正1[7] 1573 10 1633
中戌 応永1 丁 1394 3 1454 11 1514 2® 1574 11⑦ 1634
乙亥 2® 1395 康正1④⑺ 1455 12© 1515 3 1575 12 1635

〇は閏月□は改元月

干支早見表⑵
干支 年 号 西暦 年 号 西暦 年 号 西暦 年 号 西暦 年 号 西暦

i人j i■- 寛永13 1636 兀禄9 16% 宝財601> I7h6 文化13⑧ 1816 明治9 1876
丁丑 140 1637 10® 1697 7 1757 14 1817 10 1877
戊寅 15 1638 11 1698 8 1758 文政1A 1818 11 1878
己卯 16⑪ 1639 12® 1699 9® 1759 2® 1819 12 1879
庚辰 17 1640 13 1700 10 1760 3 1820 13 1880
辛巳 18 1641 14 1701 11 1761 4 1821 14 1881
壬午 19® 1642 15® 1702 12® 1762 5① 1822 15 1882
癸未 20 1643 16® 17U3 13 1763 6 1823 16 1883
甲申 正保1回 1644 宝永1囹 1704 明和1⑫固 1764 7⑧ 1824 17 1884
乙酉 2® 1645 2® 1705 2 1765 8 1825 18 1885
丙戌 3 1646 3 1706 3 1766 9 1826 19 1886

r亥 4 1647 4 1707 4⑨ 1767 10® 1827 20 1887
戊/- 唆安 i(DIIi' 1648 5®' 1VU8 5 1768 11 1828 21 1888
し丑 2 1649 6 1709 6 1769 12 1829 22 1889
，契寅 3⑪ 1650 7⑧ 1710 7⑥ 1770 大保1③回 1830 23 1890
辛卯 4 1651 正徳10] 1711 8 1771 2 1831 24 1891
壬辰 承応1囹 1652 2 1712 安永1■ 177? 3⑪ 1832 25 1892
癸巳 2® 1653 3⑤ 1713 2③ 1773 4 1833 26 1893
…午 3 1654 4 1714 3 1774 5 1834 27 1894
乙未 明暦1S 1655 5 1715 4⑫ 1775 6® 1835 28 1895
丙中 2® 1656 亨保1②固 1716 5 1776 7 1836 29 1896
丁西 3 1657 2 1717 6 1777 8 1837 30 1897
戊戌 万治1@[7] 1658 3⑩ 1718 7⑦ 1778 9® 1838 31 1898
己亥 2 1659 4 1719 8 1779 10 1839 32 1899
决j- 3 1660 5 1V2U 9 1780 11 1840 33 1900
辛丑 寛文1⑧31 1661 6® 1721 天明1⑤S1 1781 120 1841 34 1901
壬寅 2 1662 7 1722 2 1782 13 1842 35 1902
癸卯 3 1663 8 1723 3 1783 14⑨ 1843 36 1903
甲辰 4⑤ 1664 9® 1724 4① 1784 弘化1回 1844 37 1904
乙巳 5 1665 10 VI2b 5 1785 2 1845 38 1905
内午 6 1666 11 1726 6© 1786 3⑤ 1846 39 1906

r未 7② 1667 12® 1727 7 1787 4 1847 40 1907
戊申 8 1668 13 1728 8 1788 尨永1[2] 1848 41 1908
己酉 9© 1669 14⑨ 1729 菟政1⑥m 1789 2® 1849 42 1909
庚戌 10 1670 15 1730 2 1790 3 1850 43 1910
辛亥 11 1671 16 1731 3 1791 4 18.S1 44 1911
士十 12© 1672： 17©' 1732 …….W 1792 5(2) 1852 人正1⑺ 1912
癸丑 延宝1囹 1673 18 1733 5 1793 6 1853 2 1913
甲寅 2 1674 19 1734 6® 1794 安政1(2)111] 1854 3 1914
乙卯 3④ 1675 20® 1735 7 1795 2 1855 4 1915
丙辰 4 1676 7C 文1 |4j 1736 8 1796 3 1856 5 1916
丁巳 5⑫ 1677 2® 1737 9® 1797 4⑤ 1857 6 1917
戊午 6 1678 3 1738 10 1798 5 1858 7 1H18
己未 7 1679 4 1739 11 1799 6 1859 8 1919
庚申 8® 1680 5® 1740 12® 1800 "延1③S1 1860 9 1920
辛酉 天和1固 1681 寛保1[21 1741 享和1囹 1801 文久1冏 1861 10 1921
壬戌 2 1682 2 1742 2 1802 2⑧ 1862 11 1922
癸亥 3⑤ 1683 3④ 1743 30 1803 3 1863 12 1923
申芋 貞享1囹 1684 1[!' 1744 文化1問 1804 7C 治1[2] 1864 13 1924
己丑 2 1685 2® 1745 2⑧ 1805 慶応1⑤3] 1865 14 1925
丙寅 3③ 1686 3 1746 3 1806 2 1866 昭和1回 1926
丁卯 4 1687 4 1747 4 1807 3 1867 2 1927
戊辰 7C禄1囹 1688 寛延1©[1] 1748 5⑥ 1808 明治1©® 1868 3 1928
己巳 2① 1689 2 1749 6 1809 2 1869 4 1929
庚午 3 1690 3 1750 7 1810 3® 1870 5 1930
辛未 4⑧ 1691 宝解1⑥画 1751 8② 1811 4 1871 6 1931
壬中 5 1692 2 1752 9 1812 5 1872 7 1932
癸酉 6 1693 3 1753 10® 1813 6 1873 8 1933
甲戌 7⑤ 1694 4② 1754 11 1814 7 1874 9 1934
乙亥 8 1695 5 1755 12 1815 8 1875 10 1935

〇は閏月□は改元月
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返却日案内
この本は、きめられた日までに、おかえしください。 
最後の日付が、あなたの返却期限です。
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